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本資料はすべて令和W年R月R? P日現在の状況を記載

令和V年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため
事業報告の附属明細書は作成していない



h M 法人の概況





h 法人の概況

P? 設立年月日

平成T年V月QO日? 設立許可

Q? 定款に定める目的

この社会揺祉法人は、多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して給合的に提供される
よう創意ェ夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、心身ともに健やかに育成さ
れ、又はその有する能力に応じ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援す
ることを目的とする。

R? 定款に定める事業内容

第二種社会福祉事業
G イH 児童福祉法に基づく障害児通所支援事業の経営
G 口H 相談支援事業の経営
レ、H 障害福祉サービス事業の経営
G 二H ? 身体障害者福祉センター事業の経営

S? 所轄官庁に関する事項

塀市健康福祉局生活福祉部健康福祉雄務課法人指導係

T? 主たる事務所所在地

所在地
塀市南区城山台T? 丁P番S号

塀市立南こどもリハビリテーションセンター内

連絡担当者 事務局堪田達也

電話番号 OVQ? L ? QXS? L ? VXSQ

U? 出資者等の状況

出資者h 出資金額

塀市? SQK OOO

金額単位Y 千円

比率

POOD

�? P? �



V? 役員等に関する事項

G 役員H

役職名 氏名 龍L 額◎ の別 職 業等

理事長 山本甚郎 常勤 元塀市健康福祉局長

理事 井上伸二郎 非常勤 塀市社会福祉施設協議会副会長

理事 佐々木德久 非常勤 一般社団法人塀市医師会副会長

理事 小田多佳子 非常勤 特定非営利活動法人塀障害者団体遮合会理事長

理事 木谷利治 非常勤 塀市民生委員児童委員速合会副会長

理事 山下勝利 非常勤 塀市社会福祉事業団プラザ管理部長

監事 掛川豊弘 非常勤 税理士

監事 小田浩伸 非常勤 大阪大谷大学教育学部教授

G 評議員H

評議員 安原佳子 非常勤 桃山学院大学社会学部教授

評議員 德和則 非常勤 塀市立上神谷支援学校校長

評議員 藤揮富美 非常勤
特定非営利活動法人
塀市相談支援ネット事務局長

評議員 重谷雅生 非常勤 社会福祉法人白水福祉会法人本部事務総長

評謙員 松本由美子 非常勤 社会播祉法人塀市社会福祉協議会禱務課長

評謎員 揮野砂代 非常勤 塀市立つぼみ園保護者G 五園さくらの会H

評議員 前田祐次 非常勤 塀市障害支援課長

G 評議員選任・解任委員H

委員 隅野巧 非常勤
社会福祉法人塀市社会播祉協議会
常務理事兼事務局長

委員 瘍野雪保 非常勤 塀市健康福祉局障害福祉部長

委員 揺田達也 非常勤 塀市社会揺祉事業団事務局長

�s役員等に対する報酬綠額G 費用弁償含むH は、UK RPXK WOO円G PP人H であります。
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W職員等に関する事項

G PH 組織図
═ 管理職及び代理級以外の兼務の記載は省略
═ 短期契約職員の記載は省略

評議員
V̀

理事
U人

監事
Q人

事務局

事務局長 P人G 再任用H

事務
医師

S̀
P人

G 内P人非常勤H
G 非常勤H

施設部

施設部長? P人

つぼみ園長? P人

つぼみ園参事? P人

つぼみ診療所長? P人

相談支援室っぼみ

園長代理G 保育士H
事務
保育士
児童指導員
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士
医師
看誰師
管理栄養士
調理
相談員

児童指導員

P人
P̀

PQ人G 内P人非常勤H
Ẁ
S人G 内P人再任用H
Q人
Q人
U人G 非常勤H
R人G 内P人非常勤H
P人
Q人
Q人G 非常勤H

Q人

もず園長

もず園参事

もず診療所長

P人

P入

P̀

園長代理G 保育士H
事務
保育士
児童指導員
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

P̀
P人

QT人G 内Q人非常勤H
W人G 内P人再任用H
Q̀
Q̀
Q人
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相談支援室もず

療育の窓おおぞら所長

医斬
看誰師
管理栄養士
調理
相談員

保育士

保育士
児童指導員

S人G 非常勤H
S人
P̀
R人G 内P人非常勤H
P人G 非常勤H

S̀

PんG 兼務H

P人G 兼務H
P人G 敢務H

プラザ管理部

プラザ管理部長? P人

市民交流センター所長

G 再任用・理事兼務H

P人G 再任用・兼務H

所長代理G 生活支援員H
児童指導員
相談支援員

生活リハビリテーションセンター所長 P入

所長代理G 相談支援員H
看護師
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士
心理相談員
相談支援員
医師

P̀
P人
T人

P入
P̀
Q̀
Q人
P人
P人
P人
P人G 非常勤H
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G QH 職員の状況

区分 職員数
前年度末比

増減
平均年齢 平均勤統年数

常勤 h l l ? ̀ R̀人 SU歳 PU年Sケ月

非常勤・再任用 QT人 P? ̀ TU歳 W年Oケ月

合計又は平均 PRU人 Q̀人 SV歳 PS年Xケ月

�? 上記のほか、短期契約職員はUQ人G 産育休等代替S名含むH です。

G RH その他の有資格者の状況

資格
所属

社会福祉士 精神保健福祉士
公認心理師
臨床心理士

臨床発達心理士═

施設部

つぼみ園 S入 P人 Ù

相談支援室つぼみ Q人

もず園 U入 S人

相談支援室もず Q̀

プラザ
管理部

市民交流センター V̀ Q人

生活リハビリテー
ションセンター

Q人 P? ̀ Q人

許 QP? ̀ S人 PS? ̀

═ 複数資格所持者は重複して計上
�上記の職員数には、非常勤職員及び再任用職員を含んでおります。

X? 当年度における許認可に関する事項

特になし

PO重要な契約に関する事項
金額単位：円

契約相手方 契約金額 内 容

塀市 RUTK RUUK OOO
塀市立北こどもリハビリテーショ
ンセンター指定管理者業務委託

塀市 SPQK XOVK OOO
塀市立南こどもリハビリテーシY
ンセンター指定管理者業務委託

塀市 SQTK VTPK XVR
塀市立健康福祉プラザ指定管理者
業務委託

�? T? �



PP役員会等に関する事項
[理事会]

開催年月日 出席者数 案 件

令和V年U月T日

塀市立南こども
PゾハヒIP斤L ションセンタL

R階研修室

理事T名

監事P名

h 報告事項? 施設長等の選任及び解任にっいて
任期満了に伴う評議員選任M 解任委員の選任について

|第P号議案? 隅野巧氏の評謙員選任・解任委員選任につh
レ、�

h 第Q号謎案薦野雪保氏の評議員選任・解任委員選任にh
�レ、�

h 第R号謙案福田達也氏の評謙員選任☂ 解任委員選任にh
ク、�

辞任に伴う評厳員選任候捕者の推薦について
h 第S号議案揮野紗代氏の評敦員推薦について

任期満了に伴う評議員選任候補者の推薦について
h 第T号議案安原佳子氏の評譲員推腐について
h 第U号議案德和則氏の評識員推腐にっいて
h 第V号議案藤揮富美氏の評謎員推薦にっいて
h 第W号議案重谷雅生氏の評議員椎薦にっいて
h 第X号議案松本由美子氏の評議員椎薦にっいて
|第PO号議案? 淳野紗代氏の評議員推薦について
|第PP号譲案? 前田祐次氏の評議員椎薦にっいて

任期満了に伴う役員選任候補者の推腐について
h 第PQ号謙案? 山本甚郎氏の理事推薦について
|第PR号議案? 井上伸二郎氏の理事推薦について
i 第PS号髄案佐々木德久氏の理事推薦について
h 第PT号議案? 小田多佳子氏の理事推薦にっいて
第PU号議案? 木谷利治氏の理事推薦について
第PV号霞案? 山下勝利氏の理事椎薦について
第PW号議案? 掛川豊弘氏の暫事推薦にっいて
第PX号議案? 小田浩伸氏の監事推薦について
第Q? O号議案令和U年度事業報告及ぴ決算報告にっいて
第QP号議案評議員会の招集にっいて
第Q? Q号識案令和V年度補正予算にっいて
第Q? R号厳案規則・規程等の改正について

経理規程
報告事項

塀市立北こどもリハビリテーシY
者協定書の変更協定について

社会福祉法人塀市社会福祉事業団に係る指導監査結果P
【こF ズ

塀市立北こどもリハビリテーションセンター指定管劍
者業務に係る実地調査結果にっいて

塀市立南こどもリハビリテーションセンター指定管幽
者業務に係る実地調査結果につレ、て

運営指導の結果についてG 塀市立北こどもリハビリテーh
シヨンセンターH

運営指導の結果についてG 塀市立南こどもリハビリテーP
ションセンターH

塀市立健康福祉プラザに係る指定管理者監査結果にっ
レズ

理事長専決処分G 規則M 規程等の改正H について
職員就業規則
非常勤職員育児・介誰休業規程

ンセンター指定管理
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令和V年U月Q? V日
G 書面による決議H

第P号謙案? 理事長の選定について
山本甚郎氏の理事長選定にっいて

令和W年Q月Q? O日
理事
監事

S名
P名

h 第P号諧案? 塀市立南こどもリハビリテーションセンダh
一指定管理者令和V年度協定の変更協定h
【こPゾ

h 第Q号厳案塀市立健康福祉プラザ指定管理者令和V年h
度協定の恋更協定にっいて

h 第R号謎案令和V年度補正予算にっいて
第S号議案? 塀市立北こどもリハビリテーションセンタ

一指定管理者令和W年度協定にっいて
h 第T号議案? 塀市立南こどもリハビリテーションセンタh

一指定管理者令和W年度協定にっいて
h 第U号議案塀市立健康福祉プラザ指定管理者令和W年h

度協定について
h 第V号議案塀市立健康福祉プラザ指定管理者業務に係h

る共同事業体令和W年度協定にっいて
h 第W号議案令和W年度事業計画にっいて

塀市立北こどもリハビリテーションセンター
指定管理者業務

塀市立南こどもリハビリテーションセンター
指定管理者葉務

塔市立健康福祉プラザ指定管理者業務
h 第X号譲案令和W年度予算にっいて
i 第PO号議案規則M 規程等の改正について

非常勤職員給与等支給規程
短期契約職員給与等支給規程

第PP号議案施設長等の選任及び解任にっいて
第PQ号厳案業務委託契約の締結にっいて
第PR号霞案役員等賠償責任保険契約にっいて
報告事項

理事長専決処分G 規則・規程等の改正H にっいて
職員就業規則
職員給与規程
定年前再任用職員給与規程
非常勤職員給与等支給規程
短期契約職員給与等支給規程
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[評議員選任・解任委員会]
開催年月日 出席者数 案 件

令和V年U月PR日

廣市終合福祉会館
塀市社会福祉協議会

特別会謎室

委員R名
け卜部委員

Q名H

辞任に伴う評議員の選任について
第P号議案淨野☂ 紗代氏の評髄員選任について

任期満了に伴う評議員の選任について
第Q号謙案安原佳子氏の評謎員選任について
第R号厳案? 德和則氏の評厳員選任について
第S号議案藤揮富美氏の評議員選任について
第T号議案? 重谷雅生氏の評議員選任について
第U号議案松本由美子氏の評謙員選任について
第V号髄案? 淨野紗代氏の評議員選任について
第W号諮案? 前田祐次氏の評議員選任について

[評議員会]

開催年月日 出席者数 案 件

令和V年U月Q? V日

塀市立南こども
リK 、ヒ☁ リテL ションセンタL

R階研修室

評議員U名

報告事項
施設長等の選任及び解任について

任期満了に伴う評議員選任M 解任委員の就任について
隅野巧氏の評霞員選任M 解任委員就任について
薦野雪保氏の評議員選任・解任委員就任について
福田達也氏の評議員選任M 解任委員就任にっいて

辞任に伴う評議員の就任について
淳野紗代氏の評議員就任について

任期満了に伴う評議員の就任について
安原佳子氏の評識員就任について
德和則氏の評議員就任について
藤淳富美氏の評厳員就任について
重谷雅生氏の評謙員就任について
松本由美子氏の評霞員就任について
津野紗代氏の評謙員就任について
前田祐次氏の評髄員就任について

任期満了に伴う役員の選任について
第P号議案山本甚郎氏の理事選任について
第Q号議案井上伸二郎氏の理事選任について

佐々木德久氏の理事選任について
小田多佳子氏の理事選任について
木谷利治氏の理事選任について
山下勝利氏の理事選任について
掛川豊弘氏の監事選任について
小田浩伸氏の監事選任について

第R号議案
第S号議案
第T号厳案
第U号議案
第V号議案
第W号議案
第X号議案 令和U年度事業報告及び決算報告にっいて
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PQ経営指標等の推移

G 金額単位：千円═ PH

事業年度 令和R年度令和S年度i 令和T年度h 令和U年度h 令和V年度
①主な財務指標

当期収入きPP¥
���を

PK TPSK VTV

当期収支差額̃̃̃̃
次期綠越収支i ¢

PK TXPK ORS
PM SXOK UQX̃
PK URQK WPO

V̀UM QVV

資産合計
M ? M ? ☞

UPRM RRT

負俊合計
��̃借̀社

̃i ̃PWWM VOS̃
Z ? QSXK TQO
i ? O

純財産 VRXK PWS

P̀SQi WP

̃kSXUK UWT
PM USWK QWV

̃�■ 旺」
WRRK WUO
QRUK WTV

O

TXVK OOR

?̀ PTPK UOQ�
RQOK TST

L kUPSL TRÕ@
PK UWTK RQR? i
L V̀O�XRL i F

QSX☂ ? SQW? Y
VOOM WXV
QTTK SXU

O

SSTK SOP

UUUK QSV

QXPK URX? |
O? @

L RVSY UOWs

PK UWVK XRO
PK VRXK UVW

T̀PM VSW
L QVWVWSQF
URRK RSP

RPOK SWP
O

RQQK WUO
②主な法人概要

役員数G 人H
役員報酬総額

W

職員数G 人H
SK UVS

W

もUVS
W

L M L ☞? L

W

PPU PPR
TK XWQ? ！̃̃̃̃̃UK ORU

PPT

W

UK RQO
PPS h l l

職員人件盤緣額 WVSK XTV WTPK XOT
非常勤ほ貢数G 人H ・wQ

WXSK XVT? XQWK VVQ XTQK OTO
WQ

非常勤職員人件廣綠額 PRXM QRO
WR

PUVM VRV
WP VX

PTUK QPU? h ? PUOK SQW
WV

PWUK VTQ

③塀市との取引
巡営補助金収入 O O O O O

協定料収入G 受託料収入含むH PK ORTK TUT PK ORUK WPV PK ORTK QRV? PK PQもRRR? i ? PK QOSK SWP
借入金返済資金
合計

O

PK ORTK TUT
O

PK ORUK WPV
O

PK ORTK QRV
O O

PK PQもRRR? h ? PK QOSK SWP
④利用料収入 SVVK XOR? SSWK VSO? h ? STQK UXQ? SWWK ROU? h ? SWPK ORU
⑤事業別の状況
〈事業拠点区分〉
つぼみ園 事業支出額

G 期ま在籍児数H
G 訓練実施単位数H
G 診療児数H

TRSK XUS
G PQSH

G XK OVWH
G TK QQUH

TSRK WSP
G PQPH

G XK SR力
G TK RRTH

第Pつぼみ園═ R

第Qつぼみ園═ R

車業支出額
G 期末在籍児数H
ほh h 練実施単位数H
G 診療児数H
G 外来訓練実施単位数H
G 外来診療児数H
事業支出額
G 期末在籍児数H
G 訓練実施単位数H
G 診療児数H

QQWK WUS
G RPH

G RM SRUH
G QK OSPH
G TK VQめ
G RK WUSH

QROK TSV
G QUH

れSU力
G PK RVTH
G TK TSUH
G RK SQPH

QOWK SWV
G Wの

G PK VRSH
G PK OUXH

QOXK RQV
G VXH

G PK UOOH
G PK OSTH

QQWK PTW
ねOH

G RK SOWH
G PK VPWH
G TK ? k›力
ねM SXXH

QQQK WQX
G VRH

G PK WQQH
G PK PSRH

もず園 斯業支出額
G 期末在籍児数H
G 訓練実施単位数H
G 診療児数H

第PもづK wR 事業支出額
G 期ま在籍児数H
G 訓練実施単位数H
G 診療児数H
G 外来訓練実施単位数H
G 外来診療児数H

QSTK USR
G PTH

じM UTRH
G PM PURH
G SK TRTH
G RK ORSH

QSXM SWX
G PRH

G PM SUUH
G XTRH

G RK UTQH
G QK VSXH

第Qもず園═ R 事業支出額
G 期末在籍死数H
G 訓練実施単位数H
G 診療児数H

RQVK PWP
G PWの

G QK SRSH
じM RQWH

RSSK OOU
G PWTH

G QK WSTH
G PK TPXH

QSUK PTX
G XH |

G PK OUQH P
G WUPH P

G RK SSSH @
G QK TWOH P

UOPK ROX
G QRの

G UK XRXH
G SK QRSH

URQK TPS
G QQSH

けK TRRH
G もSU力

RUQK OPS
G PWOH

G QK RRXH
じM QQUH

おおぞら═ S 事業支出額 TWK SUS TQK TSS TSM QTV

健康福祉
プラザ

h 事葉支出額

L ? �M ☞

SURK SVW SWPK PXV SUVK WUP

G 本部拠点区分〉

SWRM QWV SXVK QTV

管理費等
支出額

h 収入額
TWK XPX
UOK XTR

UTK VOR
UPK WTV

QOXK XXT
UVK WPO

UTK VUS
QOK SXW

UUK OUV

UTK QTQ

═ ム千円未満の金額は、千円単位に切り上げ
═ と非常勤職員数は短期契約職員G 産育休等代替含むH 、非常勤医師を含んだ人数を掲載
═ ふ令和U年S月から児窒発達支援センターの類型G 医療型M 福祉型H の一元化により、令和T年度末で廃止

L wSL おおぞら拠点区分は、令和T年度末で廃Î ? M ? £M





dM 事業の状況
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社会揺祉法人塀市社会擦祉事業団令和V年度事業報告

令和V年度、塀市立こどもリハビリテーションセンターにおいては、令和U年度から令
和PO年度までの第T期指定管理者として、また塀市立健康福祉ブラザにおいては、共同
事業者である特定非営利活動法人塀障害者団体連合会及ぴ公益財団法人フィットネスQ? P
事業団と連携M 協力し、令和S年度から令和W年度までの第R期指定管理者として、「利
用者サービスの向上j と「安定的な事業運営」を重点に事業を椎進しました。

当事業団は、長年にわたり塀市の障害児者支援に携わり、医療M 福祉M リハビリテーシ
ョンの専門性を結集して切れ目のない支援を提供してきました。

これら二つの指定管理業務は、切れ目のない支援が求められる重要な事業であり、これ
まで培ってきた経験と専門性を最大限に活かすことができる、当事業団が担う事業の大き
な柱であります。各事業の詳細な報告については、後段に事業ごとに記載しております。

令和V年度は、利用料収入の増加や効率的・効果的な運営による経費節減に引き続き取
り組むとともに、利用者の安心M 安全を確保し、より満足度の高いサービス提供をめぎし
て事業を進めました。今後も、T年間という限られた指定管理期間の中で、利用者サーピ
スの向上と信頓の確保を図りつつ、安全で安定した運営を継続するため、さらなる事業の
充実と改善が必要であると考えています。

また、当事業団を支える人材育成の観点から、適正な人事管理のもと、職員の意識改革
と能力開発を促進し、効果的な人材育成を椎進することを目的に人事評価を実施しました。
令和U年度からは対象を常勤職員に加えて非常勤職員にも拡大し、組織全体の専門性向上
と人材基盤の強化に取り組みました。

今年度までの成果を踏まえ、次年度以降も蓄積してきた専門的技術やノウハウといった
経営資源を活用し、利用者ニーズに即した事業を展開します。

さらに、これまで積み上げてきた実践を児童発達支援センターの中核機能として発展さ
せ、事業の一層の充実を図ることで、塀市における障害児者支援の中核的役割を担うぺく
鋭意努めてまいります。

�? PO



P幅広い高度な専門性に基づ〈発達支援・家族支援機能

G PH 児童発達支摸センターつぼみ園
アクラス編成

クラス
年肺別児童数

O歳児 P歳児 Q歳児 R歳児 S歳児 T歳児 合計

くま O O

ちゆうりっぷ

すみれ

O O

O

P R

P PO

O O O

R

O

PQ

Q X

O

ゆり O O O O O

O

PP

PQ

PP

ひまわり O O O O R X

PP

PQ

合計 O O Q PR PW QQ TT

イ利用児数

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合許

qU年度 WRU XSO PK OWW XTP WOQ WXQ PK OUP WXX WXV XRQ WQU VOV POK WRP

qV年度 WOQ XOU WVO XSX UWW WUP PK OOU VUU WXS WWT WQS VVU POK QQV

ウクラスの特徵と保育目標
クラス クラスの概要 保育目標

[
ま

・肢体不自由、重症心身障害のX名のクラス。Q歳児P名、R
歳児R名、S歳児R名、T歳児Q名。原則としてR歳児以上は
毎日単独通園、Q歳児は親子登園。
F 移動手段は独歩、伝い歩き、よつばいやバニーホッピン
グ、寝返り可と多岐にわたる。全介助Q名。認知面は乳児
期後半～幼児期。自閉傾向のあろ児もみられる。
L まずは、保護者と速携して丁寧に体調を把握し体調良
く登園を積み重ねることを大切にしている。その中で、そ
れぞれの児が集団の中でも意欲的に活動に参加できろよ
うに取り組んでいる。そのためには日常の介助や、補装具
の適切な使用、体調の細やかな見極めなど多職種連携
が欠かせない。

M 登園を積み重ね、看護師やセラピストと連携しな
がら生理的基盤を整えよう。
・自分の身体を通して生活やあそびの経験を積み
重ねよう。
・見通しを持ったり意欲を高めたりするなど、主体
性をもって生活しよう。
F 集面での療育を通して、A先生や友だちと一緒が
楽しいA気持ちを高めよう。また、年齢にふさわしい
活動も経験しよう。
M 保謹者にとっても楽しい園生活であることを大切
にし、子育てへの意欲や保護者同士のつながりづ
くりをする。

ゆ
り

uL
ま
わ
vH

ち
ゆ

X
nH
つ

ぷ

す
み
れ

L Q歳児P名、R歳児PO名、S歳児PT名、T歳児QO名。
M 診断がつレ、てレ、なレ、児もレ、る力Z 、知的障害を伴う自閉症
スペクトラムの傾向を持つ児が多レ、。その他、ダウン症、
脳性まひ等で歩行不安定な兄もいる。
F 大人を支えに食事、排胆等の生活面の活動、様々な遊
びや大人や友だちと関わる経験を丁寧に積み重ねてい
る。その中でAできたAAたのしいAとレカ経験を通して、自
信や意欲を育んでいる。

L 生活の中で、自ら取り組むことを大切に、でぎると
ころは自分でやりきろう。
・様々なあそびを大人と経験する中でAもっどAた
のしいが☂ の気持ちをふくらませよう。また、大人や
友だちと関わってあそぶ経験を積み重ねよう。
M 大人と信頓関係を築き、先生や友だちとの関わり
や関係を広げてレ、こう。自分の思レ、や要求を大人
や友だちにしっかり伝えよう。
M 保護者と密に連携し保護者にとっても安心でき
る園生活にする。子育てへの意欲や保護者同士
のつながりづくりをする。

工発達検査実施数
実施件数 RR

才個別支援計画作成数
作成件数 POW

�? PP? �



力年間行事
PS月S日

S月VK WK XL PO日
S月QP日～QT日

PT月PTK QQ日
PT月PX～QR日
PT月W日M QX日
PU月QQ日
U月U日～PQ日
V月PP日
W月QW日～QX日

入園式
親子保育M クラス想談
家庭訪問
廣科検診
親子保育M クラス懇談
耳鼻科健診・眼科健譲
日曜参観G きようだレ、も保育に参力の
個人懇談
T歳児わくわく保育
親子登園G 夏まっりH

|X月QU日～PO月P日

|PO月QU日

|PP月V日～PR日
PP月PV日～QP日

|PQ月V日
|PQ月PX日

は月PX日～QR日

PQ月PQ日、PX日

PR月PO日～PS日

PR月QR日

親子保育M クラス懇談
湿動会
親子園外保育
個人懇談
日曜参観G きようだレ、も保育に参加H
親子登園G お楽しみ会H
親子登園M クラス懇談
親子保育・保護者交流会
親子園外保育
卒園式

I他に月々の誕生会、季節の行事G 夏まつり、お楽しみ会等H を実施。

キ保譲者向け学習会
PS月VK WK XK PO日
PS月QR日
PT月PX～QR日
PT月PS日
PT月X日
PU月Q日
PU月PX日
PV月RK W日
W月QWK ? QX日

入園オリェンテーションG 新入園保雄者対象H
就学オリェンテーション
福祉オリェンテーション

就園オリェンテーション
楚達学習会
言語聴覚士による学習会
歯科教室
自閉症スペクトラム学習会
給食試食会

X月X日? 作業療法士による学習会N看護師による学習会
PQ月V日? 日曜参観講演会
P月PU日? 先懷保誰者の話を問く会学習会G お花クラスH
P月PXK QOK QP日卒退園後の支援
Q月RK U日? サポートブック学習会N作成会
Q月PX日? 先輩保誰者の話を聞く会学習会G くまクラスH
R月Q～PU日言語聴覚士による学習会G オンラインH

�? くまクラスでT月に学習会を実施
Iその他、新入園児保護者向けオリェンテーションや栄養指導等適宜実施

ク保健M 看護の状況
G VH 園児の主な障害の原傷病名

毎日通園h 並行通園 週P日通園 合計

染色体異常 W P

他の先天異常 P

S PR

O T U

低酸素性虚血性脳症M 脳炎後遺症 h O O P

脳性まひG 基礎疾患不明H O O O O

自閉症スペクトラム障害 RT S S SR

知的障害 W V QU SP

低出生体重児 P O O P

極低出生体重児 O O O O

脳症 O O O O

狭頭症 O O O O

神経亮達症

その他

不明

合計

O

P

O

TT

h

O

X

QQ

T

O

O

SS

U

P

X

PQP

L ? PQ? L



G イH 定期的処置必要人数
毎日通園i 並行通園h 週P日通園

発作コントロール

排便コK �いール

T P
L L i ̃一

QO

呼吸管理 R

Q

Q

V
♥卜■

経管栄養

心疾患

R

PO

O

�̃P
O

S

R

vL fiF „�]{ ¿

睡眠障害

O

吸入

U

O

Q

R

P

O

O

O P

吸引

気管内吸引

O O O

P O P

人ェ呼吸器 Q O Q

酸素吸入 Q O R

ケ給食の状況
ひH 食事摂取基準

ェ不ノレギー STO? ¤ǀ\l

蛋白質 PSM O～QQM O? £

脂質 PO～PT? £

セレシウム QPO? «£
鉄 PM X? «£

ビタミン ?̀ G レチノL ル活性当量H PVT? ·£

ビタミンaP OM QS? «£

ビタミンaQ OM QW? «£

ビタミンf PW? «£

食物繊維 QM W? £

合計

W

QX

V

U

PP

O

W

S

O

Q

S

T

I年蹄・体格・活動量で各個名の目標栄養量を算出しています。

G 園での摂取量H
P日のあ要量に対するRTD? G 給食RODと牛乳TDH

G イH 献立について
つぼみ園☂ もず園共通献立を基本とし児の実態にあわせPケ月の中でQ回同じ献立カホるQ週間のサイクルメ

ニューとしている。P回目が食べられな力、った場合にもQ回目が食べられるようにェ夫を力、さね、食べられる献立を
繰り返すことで好き嫌いなくいろいろな食品が食べられるように無理なく盆品の幅M 献立の幅を除々に広げられるよ
うにしている。児たちに等しく充分な栄養の確保と食の経験の広がりを目標に、保護者に対し幼児期の栄巷M 食事
の大切さの理解に努めてレ、る。

けH 調理方法について
食事形態

裏ごし食フードカッターで回した流動食を更に裏ごした粒もざらつきもないなめらかな食事

ペースト食フードカッターで回したぺースト状で粒はなレ、がざらつきのある食事
まとまり

ペースト食 流動食に粘性を付加する食品じキサーゲルH を加えたなめらかでまとまりのあるべースト状の食事

ムース食h まとまりペースト食にさらに粘性を付加する食品G ミキサーゲルH を加え、半固形化した状態の食事

後期食h 普通食をーロ大にした状旗の食事

刻みが必要なメニューは、V««～Pǀ«の大きさに刻んでいる

�? PR? �



G 二H 食事形態数 単位：食
S月：T月h ? U月i ? V月h ? W月パ月PPO月i PP月PPQ月i P月：Q月j ? R月i 合計

裏ごし食

ペースト食

まとまり
ぺースト食

ムース食

O

QO

›| O

RR

WP? PQ

RO

QR

O

QV

Z
O OF O O O

X
L i ¿

RR SR

PQF

PWP

l l j

QSP? RP
–L

X PV

QW ・i

QR? i

PTP

i
RS

X

O O O O

QW|? RSi ? QT

OU@ O

SS@ ? ST RQ? i ? ST

後期食 PWSi ? QQT

普通食 SWP TVS

SU

PUT@

TUQ

〇U PWO QRP QQS PVUZ ? PWP

TOSP? SRTZ ? TRTP? UPV@ ? TPR

PXX

SW

RQO

POW

SV

PWOP PTU

SWT

QK ROV

TXW? j ? TWX? j ? TSUP? SWQ UK SRU

合計 VQR|? WVV|? WOQ|? VXR|? UVQ|? WSR|? XRS|? VTX|? WUV WUW WOWj ? VPO XK UTU

けH 配蹴食数 単位：食
S月? T月? U月? V月? W月? X月PO月PP月PQ月P月? Q月? R月 合計

V? kN N l N�–♥ O O

偏食 POR? PQO

Õ̃›̃z ̃
POX? i ? PQX

O

XU

O

PQU

O O O

PQX? POV? PPU

O

h l l

O O

XS? WV

O

PK RQV

G 力H 個別・集団の栄渡相談・栄養指導を行っています。

G QH つぼみ診療所
ア受診者数 単位：人

S月h ? T月h ? U月i ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

受診者数? RTW? SQV? SVW? SXV? RXS? SVW? SWW? SPT? SRX? STW? SSP? SUQ TK RRT

イ機能訓練実施単位数 単位二単位
S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

理学療法 QTX RVO RTX SPU ROT RVR RWP RPQ RTU RST RTO RTR SK PVX

作業療法? PVO? PXO? QRQ? QTS? QQU? QUS? QOX? QOU? QPQ? QQP? QOQ

言語聴覚療挺PQW? PWU? PXT? QPU? QPT? QTO? h ? QPP? h ? QPS? QTU? QUW? h ? QTP? h ? QVQ

QPO QK TXU

QK UUQ

合計 TTV? h ? VSU? h ? VWU? h ? WWU? h ? VSU? h ? WWV? h ? WOP? h ? VRQ? h ? WQS? h ? WRS? h ? WOR? h ? WRT XK SRV

PS? �



Q地域の障害児支援事業所等に対するスーバーパイズF コンサルテーション機能

G PH 障害児等療育支摸事業G 施設支援H
こども園、幼稚園、学校、障害児支援事業所等に訪問して集団での様子を観察したり、お子さんへの支援方法を
助言。
内容ににじた専門職G 臨床心理士や言語聴覚士等H を講師として派遣し研修を実施G 出前講座H 。
═ 実施件数等にっいては、「SG PH ェ施設支擾の内訳j に記載

G QH 保育所等訪問支援事業所交流会
塀市の保育所等訪問支援事業所の質の向上を図って、交流会を企画G もず園と共催H 。PO月Q日とPQ月S日に実
施。塀市幼保支援課や塀支援学校の教諭にも参加してもらい園や学校側と交流できた。P回目はPR事業所、Q回
目はPQ事業所が参加。保育所等訪問支摸事業所に対して訪問支援の運営につレ、てスーパーノくイズを行った。
G UガR日f››d? \t H

G RH 児童発達支援事業所向け交流会
塀市の障害児支援について、障害のある子どもとその家族が住み慣れた地城で生き生きと生活できることを願っ
て、地域の児童発達支援事業所等と情報を共有し連携していくため、もず園と共催で交流会を実施している。Q月
QV日はっぼみ園で言語聴覚士による研修と交流会、R月PQ日はもず園の見学会を実施。交流会にはRU名、見学
会にはRQ名参カロ。

G SH 塀市瞳害児通所支援事業者育成事業
市内S法人が市の委託を受け運営している塀市障害児通所支援事業者育成事業からの依頓を受け、南北で分担
して事業所へのスーパーバイズや研修を行っている。G Q月QO日理学療法士がパークスに訪問し体幹が安定する
ような椅子を紹介H

R地域のインクルージョン推進の中核機能

G PH 並行通園クラス
アクラス編成

クラス
O歳児

年齢別児童数

P歳児 Q歳児 R歳児 S歳児 T歳児 合計

おひさま O O O R S R PO

つばさ O O O O PO Q PQ

合計 O O O R PS T QQ

イ利用児数
S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月 P月 Q月 R月 合計

qU年度 QT SR UW SS SP SO SP SX SO TT SQ QX TPV

qV年度 QU? h ? SS? h ? SX? h ? RP? h ? SO? h ? RV? h ? SQ? h ? RU? h ? RR? h ? RX? | ? RR? h ? RP SSP

PT

数童児\齢̂年



ウクラスの特徴と保育目標

クラス クラスの概要 保育目標

お
tF
さ
ま

・二ども園等に在籍する児が週P日通う親子登園クラん
PT時からの午後クラスがQクラス。火曜日クラスはR歳児P
名、S歳児R名。金曜日クラスはR歳児Q名、S歳児P名、T歳
児R名。
M 過去にぺんぎんクラスやひよこクラス、にこにこ広場など
に通所していたケースが多い。
・誌知面ではP歳半～Q歳半程度。イメージを持って遊ぺ
ろ児も数名いるが、大人への期待を育てていくことが必要
な児もいる。気持ちの折り合いをつけたり、やり取りを通し
て表現の仕方を知る、また、集中して取り組める環境で自
信を深め、楽しく遊べた経験を積み重ねることが課題とな
るクラス。外国籍の保護者のフオローが必要。

【子ども】
・小集団の中で、できた実感や達成感を感じ、意
欲や自信をふくらませていこう。
M 先生やお友だちと一緒に楽しく遊び合う。

【保護者】
K ? 子どもの姿や関わり方を知り、過ごしやすい生活
づくりをめざす。
M 安心して悩み等を話せる職員や保謹者のつな

がりをつくる。

〇

ば☂
さ

L こども園等に在籍する児が、月P～Q日親子で半年間通
うクラス。PTaキカもの午後クラスで月曜日にQクラス実施。P
つのクラスは、S歳児U名。他のPクラスはS歳児S名、T歳児
Q名。
M 過去にきようだい児がぺんぎんクラスやつばさクラスを利
用していた児もいる。
☁ 認知面では境界域から平均城。医療機関につながって
いない児が多い。
M 緊張が高い児、行⑩調整が難しい児など個々に対応が
必要。
F つばさクラス終了後、利用できるサービスを案内したり、
診療所受診、保育所等訪問にっなげたケースカルる。

【子ども】
M 活動の見通しや集団に必要なルールを理解し
て、自信を持って取り組みに向かおう。
M 小集団の中で自分の思いを伝えたり、大人や友
だちの関わりを楽しもう。
【保護者！
L 子どもの得意なこと☂ 苦手なことを見つけ、大人側
の関り方や支援のェ夫を考える。

═ 主な障害の原傷病名及び定期的処置必要人数は「PG PH ク保健・看誰の状況j に記載

ェ発達検査については、つぼみ診療所や療育の窓おおぞらで実施。

才個別支援計画作成数
作成件数 SU

G QH 保育所等訪問支援事業
ア事業の状況

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月 P月h ? Q月 R月 合計

実施件数 XP? PW? h ? QO? h ? PW VP? PW? h ? PV? h ? PR? h ? PQ? h ? PR? h ? PW PU PVX

イ主な支援先等
こども園、幼稚園、小学校等

G RH 障害児等療育支援事業G 施設支援H
こども園、幼稚園、学校、障害児支援事業所等に訪問して集団での様子を観察したり、発達検査・相談での内容
を共有し、お子さんの地城生活の適広や充実を図ろ。
═ 実施件数等にっいては、「SG PH ェ施設支援の内訳」に記載

G SH 園庭開放の状況

S月h ? T月h ? U月 V月h ? W月h ? X月 PO月 PP月 PQ月 P月 Q月 R月 合計

利用人数 P P R O O P O O U

�? PUL



G TH 自主事業
ア土曜日クラブ『あそびの広場』『まなびの広場G つぼみ園、もず園共催H 』の状況

S月i ? T月：U月i ? V月 W月 X月i PO月PPP月PPQ月 P月：Q月！? R月 合計

こども

保謹者

その他

♥? h ? P? Z
L L L L L Z L L L L L L L L Z ? �¿

」? h @

h

P

F ? �? O O

O Q

›? h ? L ? L ? j R

O O

Q O P

OzM 》R P
Ai

O OO

PZ ? �lI�� W

P
PP

・ PO

P

═ まなびの広湯をオンラインでのハイブリッド形式で行った。他X名のオンライン申し込みわり

あそびの広場

まなびの広場

TK UK VK XK PPK PQK PK Q月h 戸外遊びG 天候により室内あそびも行うH

PP月QX日 z 子どもの発達とことば」G 事業団職員G 言語聴覚士H H

イにじいろクラブの状況

S月i ? T月i ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月i ? Q月h ? R月 合計

こども

保護者

その他

Q

S

O

R

R

O? h O T

O ♥? h ? O V

O O O O

G の施設利用案内等に関する業務
私立幼稚園の研修をもず園と共催し見学会を実施。また塀市初等教育研究会特別支援部会からの依頓で
見学会を行った。見学会以外でも保健師や中区☂ 西区障害者基幹相談支援センターと会議の機会を作
り、スムーズな利用につながるよう連携を図った。塀市幼保支援課からの依頼でこども園の保育士対象
の実習も実施している。障害者基幹相談支援センターおよび保健肺向けの見学会を実施し、発達上の課
題発見から事業所利用G 受給者証取得H につながるまでの経過などを共有した。また南区幼児教室を見
学した際、保護者からの進路相談にも応じた。

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

実施件数 O O P P h O P P P O O Q W

G 力その他、会議☂ 研修会等
ア各区障害者自立支援協議会
各区の状況に応じて、会議に参加し関係機関との速携を図る。南区、中区の会議に参加。
ケース検討の中でセンターの療育について知ってもらったり役割について確認。

イ障害者自立支援協議会障害児の相談支援部会
障害児の相談支援の「仕組みj ? z ネットワーク」の構築に向けて、部会で協議。第Q層の連携という点で、部
会前に中区障害者基幹相談支援センターとの打ち合わせを行レ、、現場レベルでの連携を深めることができた。

ウ塀市初等教育研究会特別支援教育部会コーディネーター部会
学校園における特別支援教育コーディネーターの資質向上や共助を図るため、主に小学校の特別支援教育
コーディネーターを対象とした部会への参加。教育と福祉の連携を図るため、情報交換等を行う。

二近畿肢体不自由児療育施設速絡協議会
心理部会の幹事園として研修を実施。

才大阪知的障害者福祉協会
児童通園分科会施設長会に参加。

力市民啓発研修
もず園と共催し神戸女子大学の伊藤奏奈子先生に「不登校のこどもの理解とその支援j をテーマに講演会を
開催。オンラインでの実施。
PQW名申込み。

キその他
塀市医療的ケア児等支援連絡会議、福祉ェリア連絡会、就学支援委員会、児童発達支援センター利用調整会
議などに参加。教育センターとの情報共有。

�? PV? �



S地域の発達支操に関する入口としての相談機能
G PH 障害児等療育支援事業の状況

ア実施件数

S月h ? Tガ U月 V月i ? W月h ? Xガ PO月PPP月！PQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計
訪問療育等
指導事業 O O O O O h O O O O O? h ? O P

外来
療育等

指藥
取業

個別 QO

F NP{ F ♥¿ N { W

QRZ ? QO

X? h ? Q

QU QW

W S

QT? Z ? QX

T@ ? X

@
RP@ ? QW RU QS

Z

PP PO? i ? PR T

QW RPW

T WX

施設支援
指導事業 Q T W U R Q X T W Q Q V TX

イ支援内容

S月h ? T月 U月 V月i ? W月i ? X月！PO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月
・

総数

発速・お能按査等 V

相談G 面談H

相談G 電話H

PR

PX

V U

PU PS

Vi ? Vi ? V
PX QP

V W
@

W W W X WX

PX

PS? PV RW PS

QQ QR QO

PW? Z ? PW QW PW

QW PU PX

RT W QT

QRO

QTQ

PPL RX? h ? RV RV US? h ? SQ? h ? SS? @ ? SV? @ ? TX? P? SU VP RQ TR TVP

ウグループG にこにこ広場H の概要

対象児
発達上なんらかのつまずきがあり、親子教室への参加が必要と誌められるP歳～R歳

児。歩行獲得していろが、歩行不安定な児もいる。
幼稚園などに在籍している児も対象とすろ。

開催時間等h POY OO～PPY OO月にP～Q回概ね半年程度

クラス編成PクラスG PクラスX名までH

通所方法h 親子による自力通所が原則、一部送迎自動車を併用

ェ施設支援の内訳

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

出前講座 O Q? Q R O? O Q Q O? O P

その他施設支ほ Q R U R R Q V R W Q P

P PR

U SU

合計 Q T W
h

U R Q X T W Q Q V TX

ひH 児童発違支操センター見学会G 入園希望者対象H の状況
S月 T月 U月 V月|? W月 X月PPO月PPP月PPQ月h P月 Q月h ? R月 総数

実施件数 P P P O O R

L ? PW



G RH センター利用にかかる相談受付業務G 療育の窓おおぞらH

S月|? T月 U月? V月h ? W月！? X月 PO月PPP月PPQ月h P月 Q月：R月 合計
センター利用

問い合わせ対だ

¿ ¿ F R�O¢ 一
受診ホ錯而拔

TZ

h ? h

R U@ ? QS

L 股発逮相は S

R T Q

S PS QQ

モの他相⑦受付 SR? h ? RT US RT

T

Q

PP PW

PR

ーフ・L ̃
S

PQ

R

PR

QX

Q

PO PQ X? h ? V

Q Q S W

PX

RO@ ? RR WX ST

PT PQ PS PV

SO RP@ ? QV RO

PRX

RW

PTX

TOQ

合計 TR? i ? ST WX? i ? WR? h ? TO? @ ? UO PQR? XT? i ? UV TV TS UQ WRW

G SH その他クラス
アクラス編成

クラス
年肺別児童数

O歳児 P歳児h ? Q歳児 R歳児 S歳児 T歳児 合計

ひよこ O T R P O O X

ぺんぎん O Q QO PR O O RT

合計 O V QR PS O O SS

イ利用児数

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月h ? ‹月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

qU年度 RO SP XQ VS? i ? WQ XS? h ? POW? h ? PPR XS? h ? POS? h ? PPS VR PK OPX

qV年度 TQ? h ? UX? h ? XT? h ? XU? h ? VV? h ? XP? h ? XV? h ? WW? i ? XO? h ? PPV? h ? WW? h ? WX PK OSX

ウクラスの特徵と保育目標

クラス クラスの概要 保育目標

t ]
i Y

肢体不自由、重症心身障害を対象とした週P回の親子登
園クラス。くまクラスの前段階の役割と、肢体不自由児の
並行通園クラスの役割を併せ持つ。R月現在でP歳児T
名、Q歳児R名、R歳児P名。並行通園児はP名。運動機能
は独歩、伝い歩き、よつばい、寝返り。認知而は乳児期後
ギ～P歳半ごろ。親子で遊びあったり集団で柴しむこと
で、大人への信頼感や集団への安心をつくることを大切
にしている。低年齢児が多いため、親子で楽しく遊びあえ
る活動の提供や、生理的基盤が整うためのアドバイスな
ど、子育て支援の側面も大きい。

・親子で様々なあそびを経験しよう。その中で、楽
しいと思えるあそびを見つけ、あそびへの期待を
育てていく。
・職員や友だちともあそびを楽しみ、Aみんなで遊
ぶ楽しざ☂ を感じていこう。
M 子どもへのかかわり方や子育てでの困りごとを職
員に相談したり、保謹者同士で交流したりして、心
地よく過ごせる生活や楽しい子育てにつなげる。

N[

ん
ぎ
ん

週P日、親子通園クラス。RT名G P歳児Q名、Q歳児QO名、R
歳児kR名H のうち、QW名が在籍園との並行利用をしてい
る。認知面では中度～平均城と幅広い。
親子保育を通して、大人との信頼関係を深めたり好きな
遊びを見つけてレ、くこと、思レ、や要求を大人に伝えてレ�[
こと、大人が仲立ちをしながら友だちとの関わりを広げて
[N? 、くことなどが主な発達課題となってレ、ろ。満Q歳～R歳児
への早期療育の提供とともに、個人懇談や学習会等の実
施、子育てや進路等の相談など保護者支援の役割も大き
い。

M 子どものぺースでのびのびと過ごそう。
F 親子で楽しく遊びながら、安定した親子関係の
基盤をつくり、大人との信頓関係や楽しめる遊び
を広げていこう。
M レ、ろレ、ろな遊びを経験しながら、A楽しレ、がとレ、う
気持ちをふくらませ、意欲を育む。
M 保護者と職員とともにこどもの好きな関わりや遊
びを見つけていこう。

═ 主な障害の原傷病名及び定期的処置必要人数は「PG PH ク保健・看護の状況j に記載

L ? PX? L



ェ発達検査実施数
実施件数 QO

才個別支援計睡作成数
作成件数 WS

G TH その他関係機関連携等
ア関係機関ネットワークヘの参加
・各区障害児支援等関係機関速絡会

イ関係機関への事業説明
M 各区保健センターG 必要時H

T特定相談支操・障害児相談支操事業G 相談支媛室つぽみH
G PH 障害児相談支摸 単位：件

S月h ? T月i ? U月！? V月h ? W月h ? X月 PO月PP月PPQ月j P月h ? Q月? R月 合計

基本相談 U V X

G うちも☁ K F Z れ|Y
ナL t F スを和«H O? ・・? O O

PO W

O O

PO T U S

O O O O

V? h ? U R

O O? h ? O

WP

O

サL t ? ☁ ス等利用
計画作成 PR PO

G うちi K F K F Z 袖
IL t L ゆ♣H W

R X PP PQ V V

S P T T U S T

Q W

Q R

S PO

P T

XU

SX

h モニタリング QU? @ ? RV QU QS RT RR? h ? QT QU RP QX? |? QR RO RST

G うちば袖
ナーt F ホ利川H PV QP PV PO QO QO PR PX QR PV PU QR QPU

その他加算
G うち⁄F M F Z E

¢ L ǀF j M i •«

Q O O

Q O O

O Q P O O O O O

O Q O O O O O O

S

P

X

T

電話相談 PVO PWS? i ? PVW? h ? QUP? h ? PVW? h ? QOS? |? QSW? h ? PTX? h ? QPS PXR PVV? h ? PVP QK RRV

G QH 障害者自立支摸協議会

南区障害者自立支援協斑会の運営会議G PP回H や本会髄G PP回H 、指定相談支援事葉所連絡会G PP回H と
運営委員会G PP回H に参加。
また、障害児の相談支援部会に、みのりの会代表でR回参加。

G RH みのりの会事務局
相談支援事業所の有志で立ち上げた「みのりの会j の事務局をもず園と共に担う。
会議や研修の運営等について、センターの機能を生かし関係機関とのつながりを強化していく。

開催日 令和V年V月PO日G 木H 参加者数 TS人

開催内容 北リハセンで実施。相談支援専門員、障害者基幹相談支援センターの方が参加。「子どもの支援を考
える～発達検査を通して～j の講義の後、グループに分かれて交流会を行う。

開催日 令和W年PガQX日G 木H 参加者数 RX人

開催内容
南リハセンで実施。相談支援専門員、障害者基幹相談支援センター等から参加。「医療的ケア児支
援センターにつレ、て～地城とのより良レ、速携を目指して～j と題して大阪府医療的ケア児支援セン
ターコーディネーター香西氏より講義の後、グループ交流会を行う。

G SH その他
研修等講姉依頓数
実施件数 Q

L 大阪府医療的ケア児支援センター主催の医療的ケア児支援にかかる連絡会議の講師
・相談支援サポート事葉「新任相談員のための連続勉強会j 第W回障害児相談支援の講師

個別避難シート作成依頓数
作成件数h ? Ph

L ? QO? L



U管理業務等の実施状況
G PH 施設及び備品等の維持管理に関する業務

電気設備や冷暖房関連機器など每日点検を行うべきものをはじめ、防災設備やェレベーター等
法定点検を実施し、適正な施設、設備及び備品それぞれについて維持管理に努め、必要に応じ修
繕を行った。今年度は通常の施設維持管理に加えて、老朽化に伴う照明器具等の修繕に努めると
ともに、塀市により空気調和設備や電気設備の更新ェ事、園庭の人ェ芝改修工事等が行われた際
には、各作業の立ち合い等に協力した。

G QH 利用者意見の聴取状況
利用者の声を反映し、サービスの向上に努めろため、利用者G 保護者H と園との懇談会等を行

うとともに、もず園及びつぼみ園の保護者会と事業団、塀市との懇談会を令和W年P月QV日に
実施した。

また、令和W年P月P日現在、児童発達支援センターに在籍している児童の保護者を対象とし
た利用者アンケートを実施した。qU年度に回答の選択肢を変更したが、より幅広い選択肢を作る
という意味で、回答の選択肢は「④よくあてはまるj ? 「G aH あてはまるj ? 「G fH あまりあてはまらな
い」「G cH あてはまらなレ、j ? 「G dH わからないj ? 「G め無回答j のUつに変更し、目標の達成状況におけ
る『利用者の満足度』となり、従来通りの�JG aH の割合に戻した。

アンケートの回収率はWUDであり、全回答数のうち④JG aH の割合がWVDで、目標値には達し
なかった。個別支援計画に基づいた療育内容や支援環境、保護者とのコミュニケーションについ
ては、概ね高い評価を得ている。逆に定期的に通信やホームページ・? rmr等で行事予定や速絡体
制等の情報や自己評価の結果を発信することや地域のこども園等との交流や保護者同士の交流、
きようだい支援についての評価は低い結果となっており、今後も丁寧な取り組みと特に週Pクラ
ス、並行通園クラスについては保護者により伝わりやすレ、発信の仕方を検計していく。

今後もいただいたご意見やアンケートの結果をもとに、引き続き質の高レ、療育を提供してレ、く
とともに、利用者のご要望に広えていきたいと考えている。

G RH 事故、苦情および要望等について
事故件数はT件G 園児T件H 。今後も子どもや保諧者にとって、安全M 安心していただけるよう

リスク管理に努め、ヒヤリハット報告書の活用や職員研修等を行いながら気持ちを引きしめて療
育に取り組む。

また、令和V年度の要望はつぼみ園保護者会と園長との懇談会、つぼみ園及びもず園の保髄者
会と事業団、塀市との懇談会のQ件。

苦情およぴ苦情解決制度の利用実績はO件であった。

G SH 人材育成の取り組み
各園単位の職場内研修G 専門研修、人権研修H や派遣研修を延べUO回実施した。オンライン研

修も含め、多くの研修に参加することができた。
職場内研修としては、提供する療育の専門性を高めるために、園内での事例検討会を開催し、

大学講師によるスーパーバイズを受け、実践を深める機会を設けた。また、経験年数の短い職員
向け研修や主任級向けには他機関との交流会への参加などそれぞれの経験年数に広じた学びの場
を設定した。発達障害児対象のつばさクラスにおいては、当園の担当職員がもず園のつばさクラ
スを見学M 意見交換を行い、スキルアップを図った。

外部研修については、経験年数や専門性に応じて適宜職員を派遣した。
令和V年度も引き統き全職員の人事評価を実施した。

G TH 個人情報の保護、情報公開の実施状況
令和V年度の個人情報の保護及び情報公開はP件であった。
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V総括G 指定管理者の目標の達成状況及び自己評価等H

G PH 目標の達成状況

項目 目標・水準等
目標の達成状況

G 実績値H

適正な管理運営の確保に閲する目標
①診療所における機能訓練

実施単位数
②保育所等訪問支援の

実施件数
③障害児相談支援の実施件数

①年間延べPQK WOO単位

②年間延べPVO件

③年間延べVQO件

①XK SRV単位

②PVX件

③TRP件

利用者サービスの向上への取組に関
すろ目標

利用者アンケートにおける満足度 満足割合
XOD以上

利用者の満足度じ段階
評価の内上位Q位「よく
あてはまるj ? 「あてはま
るi を選んだ人の割合H

WVD

収支に関する目標
利用料金収入の給支出に占める割合 SOD以上 RPD

G QH 自己評価並びに管理業務の総括
つぼみ診療所における機能訓練実施単位数は、年間目標延べPQK WOO単位に対し、XK SRV単位の

達成状況となった。
令和U年度からつぼみ園の一元化に伴い肢体不自由児のクラス数及び契約児数が減った中で、

外来も含めた診察及びリハビリ件数の増に努め、前年度より約TD増加したが、職員の産育休等
もあり目標には到達しなかった。次年度も引き続き件数増に敗り組んでいく。

保育所等訪問支援の延ぺ支援件数は計PVX件で、目標値を上回った。作業療法士、理学療法士、
児童指導員、保育士等がそれぞれの専門性を生かし、地城で生活する障害児、家族に対し、セン
ター職員による専門的なサービス提供を行った。

障害児相談支援の実施件数はTRP件であり、目標には届かなかったものの、サービス提供時モ
ニタリングの取組み強化などを行い、前年度より約PRD増を達成した。契約児数はUW名で、その
内每月モニタリングがT名、家庭支援及び地城の関係機関G 教育L 医療M 福祉H との連携が必要な方がPT
名G 前年度よりR件増H おり、保護者や関係機関と丁寧な調整を行っている。複数の関係機関と何度もや
りとりする必要があり、それが電話対応件数QK RRV件に表れている。利用者のUUD? G ST名H は小学生以
上で、Qケ所以上の事業所を利用されてレ、る方が多く、センター利用児よりも連絡調整業務が多くなる。
また学年が上がった方に事業所移行を進めており、前年度より移行数が倍になりG X件からPX件H 、その
業務量が増えたことも影響力化った。新規契約の希望にすぐに広えられない場合は基本相談を実施した。

利用者の評価アンケートでは、満足度については、目標のXODに対してWVDとなった。今回の
アンケートでいただいた意見や結果を運営に活かすとともに、今後も保護者の信頓に応えられる
よう利用者満足度の向上を目指していく。

児童発達支援ガイドラインの自己評価にっいては、利用者アンケートの結果を踏まえ会議を持
ち、事業所としての自己評価を作成した。

L ? QR? L



収支に関する目標M 利用料金収入の総支出に占める割合は、市とも確認しながら申請可能な加
算等について精査を重ね、収入増に努めたが、目標をXD下回った。定員に対して欠員が生じて
いたことが大きいと思われる。

今後も引き続き利用者ニーズの把握に努め、地域の障害児支援の質の向上とインクルージョン
の取り組みを進めていく等、児童免達支援センターとしてのSつの機能を充実させていくととも
に、センターとしての収支の改善について検討を重ね、必要に応じて市との唆議を重ねていくも
のである。

L ? QSL



P幅広い高度な専門性に基づ〈発達支援F 家族支操機能

G り児童発達支操センターもず園
アクラス編成

クラス
年肺別児童数

O歳児 P歳児 Q歳児 R歳児 S歳児 T歳児 合計
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合計 O O @ U RQ PS QS VU

イ利用児数

S月h ? T月h ? U月i ? V月h ? W月！? X月PPO月PPP月PPQ月h P月i ? Q月h ? R月 合計

qU年度 PK QRS l M SST PM QTS PK SVU PK OXS PK QXP PK SWS PK QUR PK QVQ PK QUV PM PPO PK ORW PTK QQW

qV年度 PK PRV PK QSPP? PK QXP PM SOPz ? XXXi ? PK QSR PK SOO PK OXU PK RPQ PK QTT PM PSV PK POX PSK URP

ウクラスの特徵と保育目標
クラス クラスの概要 保育目標

[
ま

T歳児Q名、S歳児P名、R歳児Q名、Q栽児Q名のV名のクラ
ス。R歳児以上は基本的に週T日単独登園。新入のR歳児
は親子登園にて保誰者とこどもの状況を共有しその後
毎日単独登園へと移行してレ、る。Q歳児Q名は家庭状況に
合わせて週R～S日の親子登園を行っている。次年度の
単独登園に向けてR月に週P単独を実施。主な障害は、
低酸素虚血性脳症、運動発達遅滞、先天性ミオパチー、
てんかん、歌舞伎症候群。胃ろう、路注等の経管栄養、
発作など医療的配慮を必要とする児が複数レ、る。認知面
は乳児期後半からR歳程度、運動面は寝たきりから独歩
の児がいる。親子保育と単独保育が混在してレ、るが、集
団療育を意識する中で、こども同士の意識が高まり、遊び
の中で刺激し合ったり、より一層活動への意欲も高めてい
る。

M 生活リズムを整え、安定した体調で登園を積み
重ねよう。
F 生活場面の中で見通しを持ち、自ら活動に向
力めていこう。
・大人G 保誰者H との信頓関係を深め、自分の思レ{
や要求を伝えていこう。
・様々なあそびを経験する中ザ☁ 楽しいA気持ちや
AもっとAの意欲を撒らませてレにう。また、大人G 保
護者H や友だちとの関わりを広げ、集団で遊ぶ楽
しさをたくさん経験しよう。

ぶ
ど
☂ つ

ち
ち

̃ば
てき
ジな
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ん

み
力、
ん

Q歳児S名、R歳児RO名、S歳児PR名、T歳児QQ名。診断が
ついてレ、なレ、児も多レ、が、全体的に r̀cやlqとレ、った自
閉症スペクトラムの傾向を持つ児が多レ、。その他に、ダウ
ン症候群、頭蓋縫合早期癒合症G 術後H 、水頭症等の児
もレ、る。大人を支えに食事、挽撒等の生活面の活動、
様々なあそびや大人や友だちと関わろ経験を丁寧に積
み重ねている。その中ザ☁ できたAAたのしいAという経験を
通して、自信や意欲を育んでいる。

L 生活の中で、自ら取り組むことを大切に、できると
ころは自分でやりきろう。
M 様々なあそびを大人と経験する中でAもっとAAた
のしいなAの気持ちをふくらませよう。また、大人や
友だちと関わって遊ぶ経験を積み重ねよう。
L 自分の思いや要求を大人や友だちにしっかり伝
えられるようになろう。

ェ発達検査実施数

実施件数 TP
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才個別支援計廊作成数
作成件数 ほU

力年間行事
PS月S日

S月VK WK ? XK PO日
PS月QP～QT日

T月PSK ? QO日
T月PQK PRK PSK ? PU日
T月VK QW日

PU月PO日
|U月P日

U月X～PW日
V月P～QT日

V月PP日

W月S～U日

X月PUK PVK PX日

入園式
親子登園
家庭訪問
盾科検診
親子登園M クラス懇談
耳路科健診
眼科健診

日曜参観
個人懇談
親子登園G 少人数H
T歳児わくわく保育
親子登園G 夏のつどいH
親子登園M クラス懇談

POガQT日

PP月VK ? POK ? PP日
PP月PQ～QP日

PQ月U日

PQ月PUM PV日

P月PR～QW日

Q月PU～QT日

R月SK UK XK PO日
R月QR日

運動会
親子登園・交流会
個人懇談
土曜参観
親子登園G お楽しみ会H
Iきようだい参加あり
親子登園G 少人数H

個人懇談
親子登園M クラス懇談
卒園式・修了式

I他に月々の誕生会、季節の行事G 夏のっどい、お楽しみ会等H を実施。

キ保護者向け学習会
S月VK WK XK PO日入園オリェンテーションG 新入園保護者対象H
S月QS日? 就学説明会
T月V日? 言語聴覚士による学習会M 給食試食会
T月QQ日? 就園オリェンテーション
U月PQK PX日自閉スペクトラム症学習会
U月QU日? 歯科教室
V月VK PT日作業療法士による学習会
W月もTK U日福祉オリェンテーション

W月W～RP日発達についてG オンラインH
PQ月U日? 先盟保護者の話を間く会
PQ月QQ日発達についてG オンラインH

～P月U日

P月QU日? あいM ふあいろを活用したサポートブック学習会

P月QU日? 卒退園後の支援
Q月T日? 年長保護者との交流会
R月Q～PU日言語聴覚士による学習会はンラインH

Iその他、新入園児保護者向けオリェンテーションや栄養指導等適宜実施

ク保健・看誰の状況
G アH 園児の主な障害の原傷病名

毎日通園? 並行通園h 週P日通園 合計

染色体異常

他の先天異常

Q O

R O

低酸素性虚血性脳症・脳炎後遺症 Q O

Q

R

O

S

U

Q

脳性まひG 基礎疾患不明H Q O

自閉症スペクトラム障害 SX PR

知的障害 S RR L L i A

P

PP

QU

R

VR

UR

低出生体重児 O O O O

極低出生体重児

脳症

P O

O O

P

O

Q

O

狹頭症

神経発達症

その他

不明

合計

P

PQ

O

O

VU

O

O

Q

SS

XQ

O

PQ

O

O

TU

P

QS

Q

SS

QQS

L ? QU? L



G イH 定期的処置必要人数
毎日通園i 並行通園h 週P日通園 合計

発作Y

俳便Y

�? �? c? ♥h u

�レール

V

PS

呼吸管理

O

O

PQ
L L –

O O

経管栄養

S

P

R

心疾患 U

ルfi、ン�ガ

睡眠障害

O

V

O R

O O

O h

P
i

P

吸入 P

吸引 P

O

PX

PW

h

U

U

P

X

P Q

O

気管内吸引 O

O h

O

人工呼吸器 O O

酸素吸入 O O

P

P

P

P

P

P

ケ給食の状況
G 力食事摂取基準

ェネルギー SUO? ¤ǀ\l

蛋白質 PT～QRM O? £

脂質 POM Q～PTM R? £

力；レシウム QPO? «£

鉄 PM W? «£
ビタミン ?̀ G レチノL ル活性当量H PVT? ·£

ビタミンaP OM PW? «£
ビタミンaQ OM QW? «£

ビタミンb PS? «£

食物繊維 QM W? £
I年齢M 体格M 活動量で各個名の目標栄養量を算出しています。

G 園での摂取量H
P日の必要量に対するRTD? G 給食RODと牛乳TDH

G イH 献立について
っぼみ■ ・もず園共通献立を基本とし、ほの実態にあわせPケ月の中でQ回同じ献立があるQ週間のサイクルメ

ニューとしている。P回目が食べられな力、った場合にもQ回目が食ぺられるようにェ夫をかさね、食べられる献立を
繰り返すことで好き嫌レ、なくいろいろな食品が食べられるように無理なく食品の幅M 献立の幅を除々に広げられるよ
うにしている。児たちに等しく充分な栄養の確保と食の経験の広がりを目標に、保誰者に対し幼児期の栄恭M 食事
の大切さの理肖ギに努めてレ、る。

けH 調理方法について
食事形態 概要

裏ごし食

ペースト食
�ぽまり一
ペースト食
ムース食

フードカッターで回した流動食を更に裏ごした粒もざらつきもないなめら力ぬ食事

フードカッターで回したべースト状で粒はないがざらつきのある食事

流動食に粘性を付加する食品G ミキサーゲNレH を加えたなめらかでまとまりのあろペースト状の食事

まとまりぺースト食にさらに粘性を付加する食品G ミキサーゲルH を加え、半固形化した状態の食事

後期食 普通食をーロ大にした状態の食事

刻みが必要なメニューは、V««～Pǀ«の大きさに刻んでいる

L ? QV? L



G ェH 食事形態数 単位：食
S月i ? T月パ月h ? V月h ? W月i ? X月：PO月PPP月PPQ月：P月h ? Q月：R月 合計

裏ごし食

ペースト食
̃までまL り一
L �ン上l

ムース食

n@ OZ OY ni

UZ
♥i A

V PV QQi

Í i
VZ

Í P? ›| ni ? Í @ ›| OP

WZ Xi

PX|? PR@ ? l Q|
SWi ? TXi ? TRi ? TRZ ? RS

QO|? PRi ? PWZ ? PX
♥Z L L L L sL L 卜

PO

PT

Xl V� V
¿ ¿ i L L L L Z L

O

V

UT

後期食

普通食

VTP? UUi

–Vk
VPF

PS

VQ

UQVY ? UWT

RVQ| ? SQPP

VQQ

SQV

Y s
VTU@ ? TRRZ ? VQQZ ? VUl @ ? TVWZ ? VWU@

SVT RRX@ ? SRSP? SOT RSQ

RQ QR

O

PPU

QPT

UX@ ? UP VQU

Z

VOWP? UXR? j ? TSW WK PPX

SQW@ ? RX? l i ? RSX QUO SK USR

合計 PK OVQ|? l K l WT|? l K QRl l ? l K RQUi ? XQUi ? l K QSV|? PK QUX? l K OPl |? l K RPl |? PK PXQ? PK PTO WXX PRK WPX

けH 配腔食数 単位：食
S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月i ? X月PPO月PPP月PPQ月 P月i ? Q月i ? R月 合計

–いレギニ T W

偏食 QPV? i ? QXU

S S? Y R R S Q U R S R SX

RSO? SOS? i ? QTR@ ? QUX? QXS? PUW? QTW? h ? QTT? QQP PUO RK PRT

G 力H 個別M 集団の栄養相談M 栄養指導を行っている。

G QH もず診療所
ア受診者数 車位：人

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月i ? Q月h ? R月 合計

受診者数? QWT? RTT? RVR? RWX? QWV? RVW? RXU? RUU? RWP? SRV? SPT? SOT SK SUV

イ機能訓練実施単位数 単位：単位

S月? T月? U月? V月? W月? X月PO月PP月PQ月P月? Q月? R月 合計

理学療法? PPS? PWR? PVS? QPV? PTQ? QOU? QPW? PXV? QPW? QRS? QPT? QPS QK RSQ

作業療法 QVO? |? ROS? h ? QXX

言語聴覚療F 因UQ XS? PQW

ROW? i ? QSV? h ? ROO? i ? RPU? h ? QWU? h ? ROQ? |? RPO? h ? ROW? h ? RPO RK TUO

PPO? h ? US? h ? POQ? h ? PUO? h ? PTU? h ? PTW? h ? PXV? h ? PWO? h ? QQO PK URP

合計 SSU? |? TWP@ ? UOP? P? URT? h ? SUR? P? UOW? h ? UXS? h ? URX? h ? UVW? h ? VSP@ ? VOR? h ? VSS VK TRR

L ? QW? L



Q地域の障害児支援事業所等に対するスーバーバイズF コンサルテーション機能

G PH 障害児等療育支操事業G 施設支擾H
こども園、幼稚園、小学校、中学校、支援学校、障害児支援事業所、児童養護施設等を対象に、訪問して集団で
の様子を観察してお子さんへの支援方法を助言したり、内容に応じた専門職G 臨床心理士や作業療法士等H を講
師として派遺し研修を実施G 出前講座H 。
═ 実施件数等にっいては、「SG PH ェ施設支援の内訳j に記膝

G QH 保育所等訪問支操事業所交流会
塀市の保育所等訪問支援率葉所の賞の向上を図って、交流会を企画G っぼみ園と共催H 。保育所等訪問支援事
業所に対して訪問支援の運営についてスーパーバイズを行ったG U月R日Y ? f››d? \t 訪問、PO月Q日：訪問支援員
対象、PQ月S日：児童発達支援管理責任者対象H 。

G RH 児童発達支擾事業所向け交流会
塀市の障害児支援について、障害のわる子どもとその家族が住み慣れた地城で生き生きと生活できることを願っ
L ǀK 地城の児童発達支援事業所等と情報を共有し連携していくため、っぼみ園と共催で交流会を実施している。Q
月QV日はつぼみ園で言語聴覚士による研修と交流会、R月PQ日はもず園の見学会を実施。交流会にはRU名、見
学会にはRQ名参加。

G SH 塀市障害児通所支援事業者育成事業
市内S法人が市の委託を受け運営してレ、ろ塀市障害ほ通所支援事業者育成事業力、らの依頓を受け、南北で分担
して事業所へのスーパーバイズや研修を行ってレ、ろ。G U月QO日クララキッズ、X月R日グリーンハウんPO月X日ぽ
レ、んといちに、PO月QP日グリーンハウス、Q月PR日クララキッズ訪問H

G TH あい・さかい・サポーター養成研修基礎講座
こども園、幼稚園、学校、障害児支援事業所等におレ、て障害児支援の中核を担う人材を育成するために実施され
てレ、る研修において、塀市からの依頼を受け「児童発達支援センターにおける療育・訓練等～支援の実際～j に
関する講義を実施した。G X月PX日H

R地域のインクルージョン推進の中核機能

G PH 並行通園クラス
アクラス編成

クラス
O歳児

年齢別児童数

P歳児 Q歳児
@

R歳児 S歳児 T歳児 合計

おひさま

つばさ

O

O

O O PS PT PP SO

O O O PV RT TQ

合計 O O O PS RQ SU XQ

イ利用児数

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月！? R月
F M

合計

qU年度 POVP? PXU PWR PXO l WSi ? PPR PTTP? PXV PTO QQO PWQ PPQ PK XWX

qV年度 POXP? PUX PXS PWR@ ? PUOP? PPR@ ? PSR PTl |? PUV PUV PSS PQR PK WQR

QX? L



ウクラスの特徴と保育目標
クラス クラスの概要 保育目標

お
ひ
さ
ま

こども園等に在籍する児が、週k日、通年で通う親子登園
クラス。午前クラスQクラス、PT時からの午後クラスがTクラス
の計Vクラス。現在T歳児‹名、S歳児PT名、R歳児PS名が
在籍。自閉症スペクトラム、注意欠如多励性障害の傾向
にある児が多い。また、手指操作や粗大運動での巧ホ攻
性L 協調性が未熟で自信のなさからAできなざ☂ を感じた
り、自我や社会性の課題から、大人の仲介により、気持ち
を調整して活動に向かう事が課題となる児が多い。わが
子への理解を促し育見相談できる場としている。

・小集団の中でできた実感や達成感を感じ意欲や
自イ言をa彰らませ上う。
・大人や友だちと一緒に楽しく遊び合おう。小集団
の中で友だちと言葉でやりとりをしたり、一緒に遊
ぷ経験を通し、友だちとの関わり方を知っていこ

M 保護者はこどもの姿や関わり方を知り、過ごしや
すい生活つくりを目指そう。また、親子で一緒に遊
ぶ中で、活動に向かう為の関わり方や支擾のェ夫
を見つけていこう。
L 保護者は安心して悩み等を話せる職員や保護
者のつながりをつくっていこう。

つ

ば
さ

こども園等に在籍する児が、月P～Q日、親子で半年間通
うクラス。PT時力、らの午後クラスで許POクラみ後半期はT
歳児RT名、S歳児kV名が在籍。ほとんどがcpVO以上の児
で自閉症スペクトラムや注意欠如多動性障害の傾向があ
り、対人M 社会性に課題があろ。わそびのルールを視覚化
したり、集中できる活動量や環境に配慮することでAでき
たA実感や自信を育んでいく。

M 簡単なルールあそびを通して大人や友だちとの
やりとりを楽しみ、A分かってできた！楽しかったA
という経験を積み重ねよう。
L 少人数の中で自分の思レ、を言葉で伝えたり、大
人や友だちと柴しくやりとりしながら活動に最後ま
で取り組むことで、自信をつけていこう。
・保謎者は安心して悩み等を話せる職員や保護
者のつながりをつくってレ、二う。

═ 主な障害の原傷病名及び定期的処置必要人数は「PG りク保健・看護の状況j に記載

RP発達検査実施数
実施件数 R

才個別支援計画作成数
作成件数 PXR

ひH 保育所等訪問支擾事業
ア事業の状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月j ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

実施件数 PS? QS RP RP PR? h ? RP QV PX PT QO PS PS QTR

イ主な支援先等
こども園、幼稚園、小学校等

G RH 障害児等療育支援事業G 施設支援H
こども園、幼稚園、学校、障害児支援事業所等に訪問して集団での様子を観察したり、発達検査・相談での内容
を共有し、お子さんの地域生活の適応や充実を図る。
═ 実施件数等にっいては、「SG PH ェ施設支援の内訳j に記載

G SH 園庭開放の状況

S月i ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月i ? Q月h ? R月 合計

利用人数 S R R S Q R h R R QU

G TH 自主事業
ア土曜日クラブ『あそびの広場』『まなびの広場G つぼみ園、もず園共催H 』の状況

i
S月h ? T月i ? U月i ? V月 W月@ ? X月 PO月 PP月 PQ月け月h ? Q月h ? R月 合計

こども S

保護者

その他

L h ? U

X

PR

X ♥h ? V W U

PS

♥? i ? O O O

PO

O

═ の V

U R

U h S

TQ

VO

Q O P O R

═ まなびの広場をオンラインでのハイブリッド形式で行った。他X名のオンライン申し込みあり

L ? RO? L



あそびの広場 TK UK ? VK XK PP月
PQM PK Q月

戸外遊び
室内遊び

まなびの広湯
G つぼみ園と共催H PP月 「子どもの発達とことばj ? G 事業団職員G 言語聴覚Î H Z

イにじいろクラブの状況

S月? T月? U月：V月h ? W月h ? X月PPO月h ? ‹月Z PQ月h P月：Q月h ? R月 合計

こども

保護者

R

U

Q Q

その他
☞̃��? L

R L F M ? Q? F ? L

♥h ? R PO

S

O? h ? ♥? { ? L h O P ♥? i ? O

PT

h

G UH 施設利用案内等に関する業務
センターの事業について理解を深めてもらうために、市関係機関向けに見学会を実施したり、支援学校
が主催する交流会への参加などに敗り組んだ。V月には私立幼稚園の研修をつぼみ園と共催し見学会を
実施。見学会以外でも西区M 中区障害者基幹相談支援センターと会議の機会を作り、スムーズな利用に
つながるよう連携を図った。塀市幼保支援課からの依頓でこども園の保育士対象の実習も実施してい
る。後半期には、障害者基幹相談支援センターおよび保健師向けの見学会を実施し、発達上の課題発見
から事業所利用G 受給者証敗得H につながるまでの経過などを共有した。また、西区指定相談支援事業
所交流会M 高齢者関係者交流会においてあいM すて一しよんにっいての説明を行い、理解を深めていた
だく機会となった。各区幼児教室へ見学させていただき、幼児教室終了後ににこにこ広場やぺんぎんク
ラスの利用につながることもあった。

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

実施件数 O P O P h R P R Q P P Q PU

G VH その他、会議☂ 研修会等
ア塀市障害者施策椎進協議会障害児支援専門部会
委員として参加。児童発達支援センターの機能強化の現状報告、子育て支援、インクルージョン推進に向けた
整理や発達等に不安がある不登校児への支援等について協議を行った。

イ各区障害者自立支援協謠会
各区の状況に応じて、会議に参加し、関係機関との連携を図る。
ケース検討の中でセンターの役割を整理

ウ塀市初等教育研究会特別支援教育部会コーディネーター部会
学校園における特別支援教育コーディネーターの資質向上や共助を図るためK ? 主に小学校の特別支援教育
コーディネーターを対象とした部会への参カロ教育と福祉の連携を図るため、情報交換等を行った。

M – M 近畿肢体不自由児療育施設連絡協謠会
副会長として役員会に参加。令和V年度は心理部会の幹事園として研修を実施。

才大阪知的障害者福祉協会
児童通園分科会施設長会に参加。

力市民啓免研修
つぼみ園と共催し、神戸女子大学の伊藤美奈子先生にz 不登校のこどもの理解とその支援j をテーL
を開催。オンラインでの実施。

キその他
就学支援委員会、児童発達支援センター利用調整会謎などに参加。教育センターとの情報共有。

F に講演会

L ? RP? L



S地域の発達支援に関する入口としての相談機能

G PH 障害児等療育支摸事業の状況
ア実施件数

hS月? T月h ? U月h ? V月? W月i ? X月i PO月? ‹月PQ月P月h ? Q月? R月 合計
訪問療育等
指導事業 O O@ ? O O O O O? i O O O O O O

外来
療育等

指導
取菜

個別

ui �♥F ¢

PX PV

QR? h ? PV

QP? h ? SP? @ ? QX? @ ? SP? i ? RT? |? QV

QP RS? h ? RV? Y ? SU? z ? TS TX

RQ

SU

RS? @ ? RO SU

TR TX? i ? TQ

RVQ

TOP

施設支援
指導事業 P Q R S S V R P? Y ? R? Y U Q S SO

イ支援内容

S月i ? T月i ? U月h ? V月h ? W月h ? X月！PO月PPP月i PQ月h ? z 月h ? Q月h ? R月 総数

TU? i r? ・知能徐査等 U Q? i ? Q

相談G 面談H

相談G 電話H

PR? |? PT

PP U V W V

PX? i ? RO
☞

V V T h U VS

QR? h ? RS? i ? QV? @ ? QO QT Z QV? j ? QT

PS PR@ ? RT RW PQ QO? RX

SO QXW

QU? RP PV PS RO QWX

PPL RR? h ? RO? h ? TU? @ ? VX SP UP VS TR? h ? UR TP SS VU UUP

ウグループG にこにこ広場H の概要

対象児
発達上なんらかのつまずきがあり、親子教室への参加が必要と認められるP歳¿ R歳

児。歩行疲得しているが、歩行不安定な児もいる。
幼稚園などに在籍している児も対象とすろ。

開催時間等POY OO～PPY OO月にP～Q回概ね半年程度

クラス編成 PクラスU名まで

通所方法h 親子による自力通所が原則

ェ施設支援の内訳

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月i ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

出前講座 P P P O P h O h O
L 卜

Q O O W

その他施設支援 O P Q S R U R O R S Q S RQ

合計 P Q R S S V R P R U Q S SO

G QH 児童発達支摸センター見学会G 入■ 希望者対象H の状況
S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 総数

実施件数 P P h P P T

G RH センター利用にかかる相談受付業務G 療育の窓おおぞらH
S月 T月h ? U月 V月 W月 X月@ PO月PPP月PPQ月h P月 Q月 R月 合計

センター利用
問い合わせ対に T S? PR RX PR

珍療所
受診希望而③ P S R P

U

R
@ R

RO TR

Q

SS

R Q

PR

P

QS PX

O Q

QUR

QT

一股発達相淡

その他相淡受付

U R PQ

SP PW? h ? PSS

QU V W PP PO? PQ

WR UV UO QPU? h ? PPQ? @ ? PPT

PP

US

U T PPV

WP UQ PK OUR

合許 TR QX? |? PVQ? z ? PSX? |? XO? |? VV? i ? QTX? h ? PVW? h ? PVR@ ? WX? h ? PPP WW PK SUW

L RQL



G SH その他クラス
アクラス編成

クラス
O歳兄 P歳児 ̃丁』▁ L Q歳児

年齢別児童数
sA R歳児 S歳児 T歳児 合計

ひよこ

ぺんぎん

h
L M ? L

R P
L ☞? ☞

P O P

O Q RO PV O O

V

SX

合許 h T RP PW O P TU

イ利用児数

S月：T月h ? U月i ? V月：W月h ? X月i PO月：PP月：PQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

qU年度 SW? F ? VS? h ? PQP PRS? @ ? PRV PQR
i

PRR? h ? PSP? i ? PPQ? h ? PSQ? @ ? PQO XS PK RVX

qア年度 VS PPW? PRU? PQQ? h ? POP POT PPV XV? h ? XR? Z ? PPUF ? XQ XR PK QUS

ウクラスの特徴と保育目標
クラス クラスの概要 保育目標

uL
よ

肢体不自由、重症心身障害を対象とした適P回の親子登
園クラス。くまクラスの前段階の役割と肢体不自由児の
並行通園クラスの役割を併せ持つ。T歳児P名げイ利
用H 、R歳児P名G 在籍園ありH 、Q歳児P名、P歳児R名、O歳
児P名の許V名。主な障害はミトコンドリア病、アンジェル
マン症候鮮、全前脳胞症、脳性麻庫、発達遅滞、ダウン
症候群。医ケアG 胃ろう、気管切開H を要する児がいる。運
動而は未定類でねたきりQ名、介助歩行P名、っかまり立
ちP名、座位Q名、独歩P名。認識面は乳児期前半からP才
半G 推定H 程度。親子で遊ぶ楽しさを感じたり、わが子の
髮や介助方法を学ぶことをねらレ、としてレ、る。

L 週P回、親子で楽しく遊び合おう。
L 保護者と一緒に、集団の柴しい券囲気を経験し
よう。

N[

ん
ぎ
ん

Q歳児中心の週P日親子保育クラスG 満Q歳児も対象H 。P歳
児Q名、Q歳児RO名、R歳児PV名の計SX名。誌知面では重
度から平均域と幅広い。機能面でも歩行不安定児、多動
や危険認知が低い児と幅広く、保育運営上、安全への配
慮が欠かせない。親子で安心して様々な活動に取り組
み、大人との信頼関係を深めていくことや、保護者と児の
楚達や必要な支援について確認すろことを大切に保育を
行っている。保護者同士の交流や学習会を通して、保護
者が前向きに子育てできるように配虛している。

L 元気に登園し、レ、きいきと園生活を送ろう。
M 保護者や担任と一緒に遊ぶ中で、AたのしいAや
Aもっとしたレ、A気持ちを感じよう。
M 親子保育の中で我が子の理解を深め、担任と一
緒に関わり方を考えよう。
M 保護者同士のつながりを深め、自信をもって子
育てしよう。

═ 主な障害の原傷病名及び定期的処置必要人数は「PG PH ク保健・看護の状況」に記載

L h L 発達検査実施数
実施件数 RQ

才個別支援計画作成数
作成件数 TU

G TH その他関係機関連携等
ア関係機関ネットワークヘの参加
・各区障害児支援等関係機関速絡会

イ関係機閲への事業説明
L 各区保健センター必要時H

L ? RR



T特定相談支操・瞳害児相談支操事業G 相談支操室もずH
G PH 障害児相談支操 単位：件

S月? T月? U月i ? V月：W月h ? X月i PO月PP月Z PQ月h P月? Q月 R月 合計

基本相談
G うらレ；袖

トヒ☂ スを» h h 川H

U

O

XF M̀ M
O

W

O

S RF ? PR PO Z
V

O O? i ? 〇 O@ ? O

TZ

O

W U

O O

T

O

WS

O

ナL ヒ☂ ス等利用
計画作成

G うちばほ
卜L t L Pを和i OH

QU? Z ? PU PQ X U

V W X U R

h h T

V R

PS PO

X U

PPM
L L L @ �

R? h

PT? M
♥? ♥M L

W? �

PX

S

PTS

VR

モニタリング

G うちi K F K F Z 他
F L t L スを利•H

SR? i ? QX? | ? RU QS? i ? QR RU RP? Y ? QX

QO? PU? Z ? PW PO PS? Z ? QP? |? PV? Z ? PW

RP RX

PW QPF ? PU

RRZ ? TS

QT

SOW

QPS

その他加算
G うちもF シ||Y

卜L t L スを利川H

S

R

P? Z Q? i ? W? i Q U T X S PQ S X

O @ P R? �? O Q P R P U Q P

UU

QR

電話対広 PTP? QUS? QVX? QPV? i ? QOP? QSW? QUQ? QST? QPO? QUV@ ? QUX? QUT QK WVW

G QH 障害者自立支摸協議会
西区障害者自立支援協議会の副代表を務め、運営会議G R回H や本会謙G R回H 、指定相談支援事業所連絡会G U
回H に参加。

G RH みのりの会事務局
相談支援事業所の有志で立ち上げた「みのりの会j の事務局をもず園と共に担う。
会議や研修の運営等について、センターの機能を生かし、関係機関とのつながりを強化していく。
開催日 令和V年VガPO日G 木H 参加者数 TS人

開催内容
北リハセンで実施。相談支援専門員、障害者基幹相談支援センターの方が参加。「子どもの支援を考
える～発達検査を通して～j の講義の後、グループに分かれて交流会を行う。

開催日 令和W年PガQX日G 木H 参加者数 RX人

開催内容
南リハセンで実施。相談支援専門員、障害者基韓相談支援センターの方が参加。「医療的ケア児支
援センターを知ろう」の講義の後、グループに分かれて交流会を行う。

G SH その他
研修等講師依頼数

実施件数 S

個別避難シート作成依頓数
作成件数 T

L ? RS? L



U管理業務等の実施状況
G PH 施設及び備品等の維持管理に関する業務

電気設備や冷暖房関速機器など毎日点検を行うべきものをはじめ、防災設備やェレベーター等
法定点検を実施し、適正な施設、設備及び備品それぞれについて維持管理に努め、必要に応じ修
繕を行った。今年度は通常の施設維持管理に加えて、老朽化に伴う照明器具等や扉の鍵、消防設
備、非常用照明内蔵バッテリー改修に努めた。また、Q園舎の園児トイレにェアコンがなく園児
への負担の大きい状況であり、そのせ策としてトイレ引戸窓を改修した。塀市により電波時計の
改修ェ事等が行われた際には、作業の立ち合い等に協力した。

G QH 利用者意見の聴取状況
利用者の声を反映し、サービスの向上に努めるため、利用者G 保護者H と園との懇談会等を行

うとともに、もず園及びつぼみ園の保誰者会と事業団、塀市との懇談会を令和W年P月QV日に
実力だした。

また、令和W年P月P日現在、児童発達支援センターに在籍している児童の保護者を対象とし
た利用者アンケートを実施した。qU年度に回答の選択肢を変更したが、より幅広い選択肢を作る
という意味で、回答の選択肢は「G んよくあてはまろ」「G aH あてはまるj ? 「G fH あまりあてはまらな
いj ? –G cH あてはまらないj ? 「G dH わからないj ? 「G eH 無回答j のUつに変更し、目標の凌成状況におけ
る『利用者の満足度』においても、従来通りの④JG aH の割合に戻した。

アンケートの回収率はWODであり、全回答数のうちG んパaH の割合がWXDで目標値に達しなか
った。評価を委託した第三者からは『「専門性の高い個別支援」、「子どもの安心感と通所意欲j 、
–保護者との日常的なコミュニケーションj について高い評価を得ており、事業の基幹部分は安

定していると見受けられる。一方で、「地域交流機会の創出j 、? 「家族M きようだい支援j 、? 「情報発
信j 、? 「防災の見える化j といった「園外への目線j や「保謹者から見た分かりやすさj には、共
通した課題も見て敗れる。』といった意見を得ている。

これらの意見を踏まえ、地城交流やきようだい支援については実施可能な方法を模索していく
とともに、特に週Pクラス、並行通園クラスについては保護者により伝わりやすい発信の仕方を
検討していく。今後もいただいたご意見やアンケートの結果をもとに、引き続き質の高い療育を
提供していくとともに、利用者のご要望に広えていたいと考えている。

G RH 事故、苦情および要望等について
事故件数はPV件G 園児のけがPR件、職員のけがQ件、通園バスの接触事故Q件H 。今後も子

どもや保護者にとって、安全☂ 安心していただけるようリスク管理に努め、ヒヤリハット報告書
の活用や職員研修等を行レ、ながら気持ちを引きしめて療育に取り組む。

また、令和V年度の要望はもず園保護者会と園長との懇談会、もず園及びつぼみ園の保護者会
と事業団、塚市との懇談会のQ件。

苦情および苦情解決制度の利用実績はO件であった。

G SH 人材育成の取り組み
職場内研修G 専門研修、人権研修H や派遣研修を延ぺVU回実施した。オンライン研修も含め、

多くの研修に参加することができた。
職場内研修としては、提供する療育の専門性を高めるために、園内での事例検討会を開催し、

大学講師によるスーパーバイズを受け、実践を深める機会を設けた。また、経験年数の短い職員
向け研修や主任級向けには他機関との交流会への参加などそれぞれの経験年数に応じた学びの場
を設定した。発達障害児対象のつばさクラスにおいては、つぼみ園の担当職員が当園のつばさク
ラスを見学M 意見交換を行い、スキルアップを図った。

外部研修については、経験年数や専門性に応じて適宜職員を派遣した。
令和V年度も引き続き全職員の人事評価を実施した。

G TH 個人情報の保護、情報公開の実施状況
令和V年度の個人情報の保護及び情報公開はO件であった。

L ? RT? L
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V総括G 指定管理者の目標の達成状況及び自己評価等H

G PH 目標の達成状況

項目 目標・水準等
目標の達成状況

G 実績値H

適正な管理運営の確保に関する目標
①診療所における機能訓練

実施単位数
②保育所等訪問支援の

実施件数
③障害児相談支援の実施件数

①年間延べPOK WOO単位

②年間延べQTO件

③年間延ぺPK OWO件

①VK TRRデ位

②QTR件

③VPQ件

利用者サービスの向上への取祖に関
する目標

利用者アンケートにおける満足度 満足割合
XOD以上

利用者の満足度G T段階
評価の内上位Q位「よく
あてはまるj ? 「あてはま
るj を選んだ人の割合H

WXD

収支に関する目標
利用料金収入の総支出に占める割合 SOD以上 RVD

G QH 自己評価並びに管理業務の総括
もず診療所における機能訓練実施単位数は、年間目標延べPOK WOO単位に対し、VK TRR単位の達

成状況となった。
令和U年度からもず園の一元化に伴い肢体不自由児のクラス数及ぴ契約児数が減った中で、利

用者事情によるキャンセル数の把握やそのキャンセルヘの対応策の検討等、外来も含めた診察及
びリハビリ件数の増に努め、前年度より約XD増加したが、職員の産育休等もあり、目標には到達
しなかった。次年度も引き続き件数増に取り組んでいく。

保育所等訪問支援の延ぺ支援件数はQTR件で、目標値を上回り、前年度と比ぺると約PTD増と
なりました。作築療法士、児童指導員、保育士等がそれぞれの専門性を生かし、地域で生活する
障害児、家族に対し、センター職員による専門的なサービス提供を行った。

障害児相談支援の実施件数はVPQ件であり、目標には届かなかったものの、相談支援専門員の
有資格者の増員、またサービス提供時モニタリング加算の取得強化などに取り組み、前年度より
約RTD増を達成した。契約児数はPOW名、その内每月モニタリングがR名、家庭支援及び地域の関
係機関G 教育F 医療・福祉H との連携が必要な方はQU名おり、保護者や関係機関と丁寧に調整を行って
いる。複数の関係機閲と何度もやりとりする必要があり、それが電話対だ件数QK WVW件に表れている。利
用者のTRD? G TW名H は小学生以上で、Qケ所以上の事業所を利用されてレ、る方が多く、センター利用児
よりも連絡調整業務が多くなる。また学年が上がった方に事業所移行を進めており、PR名は他事業所へ
の移行を実現できたが、そのための引継ぎや各サービズ事業所への連絡などが通常業務の上乘せとな
っている。事業所移斤により利用者が減った分を新規として受け入れ、QT名と利用契約を結ぶことがで
きた。新規契約の希望にすぐに広えられなレ、場合は基本相談を実施した。

利用者の評価アンケートでは、満足度については目標のXODに対してWXDとなった。今回のア
ンケートでいただいた意見や結果を運営に活かすとともに、今後も保護者の信頼に広えられるよ
う利用者満足度の向上を目指していく。

児童発達支援ガイドラインの自己評価については、利用者アンケートの結果を踏まえ会髄を持

RVL



ち、事業所としての自己評価を作成した。

収支に関する目標M 利用料金収入の総支出に占める割合は、市とも確認しながら申請可能な加
算等について精査を重ね、収入増に努めたが、目標をRD下回った。定員に対して欠員が生じてい
たことが大きいと思われる。

今後も引き統き利用者ニーズの把握に努め、地城の障害児支援の質の向上とインクルージョン
の取り組みを進めていく等、児童発達支援センターとしてのSつの機能を充実させていくととも
に、センターとしての収支の改善について検討を重ね、必要に広じて市との協議を重ねていくも
のである。

L ? RW



¢ ¢ l 塀市立健康福祉プラザ指定管理者業務事業報告

P市民交流センター

G PH プラザ全体の連携業務等

ア健康福祉プラザ運営協議会の開催

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

開催回数 P P P H P P P P P? h ? P PQ

イ塀市との定期会議の開催

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月 P月 Q月 R月 合計

開催回数 P P P P P h P P PQ

ウ共同事業体運営委員会の開催

S月 T月 U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月 PP月 PQ月 P月 Q月? R月合計

開催回数 P P h P P P P P P P P PQ

工視察の受入

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月PQ月h ? R月h 合計

受入件数 Q P O P Q R P P Q P P P PU

G QH 市民交流センター事業

アレクリェーション教室M 交流イベントの開催

G カレクリェーション教室の開催

教室名 開催日
延参
加者

数

季節の家庭料理教室①? SNT W

タイルクラフト教室 SNPT? SNQX? TNPRP? TNQV RW

ミニ巾着かごを作ろう！ SNPX SP

初夏の和菓子教室① TNPW PO

やさしいバン作り教室① TNPV PO

アロマクラフト教室 TNRP PO

安心M 安全に使うためのやさしいスマートフオン樣座h ? UNPV? UNQS PW

誰でもバティシェ！お菓子教室①UNW PO

季節の家庭輯理教室②? UNQP W

プリザーブドフラワー教室①VNW PO

やさしいバン作り教室②? VNT PO

グラスアート教室① VNPW PO

季節の家庭料理教室③? WNPU V

な体み子どもq作¡室♥タイルアートにチヤレンジしよう！? WNPO PO

夏休み子どもパン作り教室h ? WNQ W

夏の和菓子教室② WNQS PO

つまみ細ェ教室 XNPW PO

やさしいパン作り教室③? XNQ〇 PO

誰でもパディシェ！お菓子教室②XNPS X

季節の家庭料理教室④h ? P〇NPW W

L ? RX



クレイクラフト教室 PONPOP? PPNPSP? PQNPQ QR

指で描〈パステルアート教室H ONPQ|? PONQUP? PPNX? h ? PPNQRP? PQNPS|? PQNQW TQ

グラスアート教室② PPNPW X

やさしいバン作り教室④? PPNP PO

デニム生地で作る貼り絵教室h ? PPNPRPH ? PNQV PU

秋の和菓子教室③? h ? PPNRO PO

誰でもバティシェ！お菓子教室③PQNQP PO

プリザーブドフラワー教室②PQNS PO

季節の家庭料理教室⑤h ? PQNQO W

羊毛フェルト教室 PNPO? h ? QNPS? h ? RNPS QP

クラフレ{F ンド教室 PNX? h ? QNPR? h ? RNPR QW

障害者のための料理教室? PNPV? |? QNQP? RNQP QQ

やさしいバン作リ教室⑤? PNQS PO

季節の家庭料理教室⑥? QNV W

誰でもバティシェ！お菓子教室④QNW X

グラスアート教室③ QNPW PO

季節の家庭料理教室⑦? RNV W

プリザープドフラワー教室③RNQV PO

括すだけ！生成パで広がるやさしいデジタルライフh ? RNS? |? RNPW PX

やさは、パン作り教室⑥PRNPT PO

計 TTW

G イH 交流イベントの開催

\春のブラザ祭り

開催日 S月PX日はH 参加者数 VRV̀

開催内容

消防車及び立体ハザードマッブの展示
ミニ巾着かごを作ろう
遊びゴーナーG ストラッグアウト・フロアカーリングH
パリアフリー映画「按色の風が咲〈j
授産製品販売G パッセ販売、パン販売等H
車いすスポーヅ体験会G 車いすK くスケットボールF 車いすN? {ンドボールH
春の脳トレチヤレンジ
手話での絵本の読み聞かせ
点字体験
点字因書館がわかる体駐
減農薬野菜販売
龍病連のバザーなど

b味覚狩り

開催日 PP月QS日G 日H 参加者数 QQ人

開催内容
やぶ果樹園G 貝塚市三ケ山PQPWL PH でみかん狩りを実施。参加者に一名車いす利用者がおられたが、リフト付き
バスをレンタルすることで車いすに乗ったまま乗車でき、安心して移動してもらうことができた。

ǀ? t ][t L T[L „L V♥wNV♥N l N

開催日 W月Q日G 土H 参加者数 PẀ

開催内容

バラスボーヅの「車いすパスケットボールj と「デフパレーj を小学生に体験していただいた。
アンケートでは、「とても楽し力、った」がWPD「楽し力、ったj がPXDと、参加者全員に楽しみな力、☂ ら障害のある状況を
体験していただき、障害に対する理解を深められた。

L SOL



d? 「障害者週間i フェズティバゾレ

開催日 PQ月U日G 土H PO時¿ PU時 参加者数 PTOO人

開催内容

F 消防音楽隊「届け！防火のハーモニー」☁ A音で楽しむ劇A「声遊サークルki ‹¤M の朗読劇M ブールで行うパラェ
テイープログラム・千葉すずさんに学ぼうM お遊ぴコーナーやムRRz 尺販売会M 年貿はがきの書き方を学ぼ
う！M バリアフリー映画「ライフ・イズ・クライミング！? j ? M 押忍！脳トレ道場M まちライプラリー「ひといきj ? M お
話の世界と手作り体験M 手話での絵本の読み聞かせM 点字図書館が分かる！体験M 点字体験M そうだ！
ベルデに聞いてみようM 日用品バザー・塀市精神保健福祉セミナーギヤラリー・ボッチヤ体験M 滅農薬野
菜販売☂ 大仙校区自治会屋台・焼き立てバン販売Eフードカー・視線入力装置で遊ぼう
z 関連イベントび日～T日H 】M 塀市障害者自立支摸協議会バネル展M 障害者虐待防止のバネル展示

¡音楽イベント

開催日 ！O月QU日旧H PSY ST¿ PTY RO 参加者数 aǹ

閲催内容

操本夏奈子G サクソフすン演奏者H ・藤田越花G ビアノ演奏者H のご両名による演奏をしていただきましだ。
s\¤\i ? q̀sǀ\t i ›‹? QOQTの会場である健康福祉ブラザのP階体育室が、芸術と音楽のコラボレーシヨンによりいつも
とは違う葬囲気にな„¿ 多〈の来場者やご利用者さんが流れて〈る音と芸術を楽しんでおられました。

イ文化・芸術事業

G アH 文化芸術教室等の開催

教室名 開催日 征せ«容h
数h

障害者のためのアートスクール
SNPQ? SNQU? TNPO? h ? TNQS? UNPS? h ? UNQW? VNPQP? VNQU? WNX? WNQR? XNPR

XNQV
PPQ

楽し〈始める！絵画教室 WNP? h ? WN H T? h ? XNPX? h ? PONR? h ? PONPVP? PPNV? h ? PPNQP? h ? PQNT UU

楽し〈始めま書！ PONP? h ? PONPTP? PPNT? h ? gNPXP? PQNR? h ? PQNPV TR

初めての陶芸教室 TNW? TNQQ? UNPQ? UNQU? VNPO? VNRP? WNPS? WNQW VU

陶芸教室中級編 PQNPPP? PQNQTP? PNW? P? PNQQ? h ? QNPQ? h ? QNQU? h ? RNPQ? h ? RNQU VR

計 RWO

G イH プラザアートフェスデイバゾレの開催

開催日 PO月QR日G 木H ¿ QU日旧H 参加者数 QM SRは

開催内容

PO月QR日G 木H ¿ QU日G 日H に健康福祉ブラザにおいて、「第PQ回ブラザアートフェステイN? くルj を開催しました。
障害のある方々が制作された芸術作品の公募展¢ s\¤\i ? q̀sǀ\t i ›‹? QOQTj では、過去最高の応募作品ROU点G 展
示作品ROT点H をP階体育室に展示し、QK SRP名の方々【こ、鑑賞していただきました。
来館いただいた皆様からは、障害のある方々が制作された芸術作品を鑑賞し「素敵な作品が多くて感動しまし
たj ? 「とても力作ばかりで大変よ力、ったですj z 空間が素暗らしいj ? 「みんなの作品に元気をもらいました。i などのコ
メントをいらだきました。まわ作品を制作された障害のある方々は、自分の作品が展示されていることを嬉しそ
うにされていましだ。
造形作家の園川維也氏をはじめ、ドットアートコスモ右脳の散歩道ギヤラリー◎ の方々にご協力いただき作品展
示や空間レイアウトを華やいだ雰囲気を提供していただきました。

£·¡st ? q̀s? «·s¡·«
奈良県の事業所けこんぽぽの家j から作品を召請し障害のある方々が制作した色鮮や力ぬアートを展示してい
ただき、プラザヘお越しの方々を出迎える展示となりました。

ワークシヨップ
開催期間中、来場いただいた皆様に芸術に触れていただ〈ため、大きな色とりどりのキャンバスに絵を描〈よう、
造形作家の園i l l 駒也氏に誘導していただきました。障害の有無に関わらず、小さいお子様から大人まで、た〈さ
んの人がアートに触れ親しむことができ、とても素敵な笑顔を見せられていました。

L ? SP? L



G ウH プラザアートセミナーの開催

収錄日 P月QS日G 土H PSY OO¿ PV力OG 収錄H 配信日 R月動画配信

開催内容
「障害のある人の幸せが私の幸せ」
講師Y 西淡路希望の家の金武啓子さんコミック・カウンシルの奥村実穂さん

G ェH プラザアートコラボレーシヨンの開催

開催日 R月R日G 火H 参加者数 PP̀

開催内容

構市立桃山台小学校の特別支摸学級の生徒らちPP人が、派遣した芸術家の指導のもと様々なアーレくーツを
使って、自分の住んでいる街を想定し大きなアート作品を制作しました。
最初は制作活動を嫌力らていた生徒も、最後はみんなと一緒に活動できました。

G 才H プラザアートサロンの開催

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月 R月 合計

開催回数 P Q PO X PR? PO PP W X ‹ PQ? h ? PR POX

ウ身体・知的・精神障害者相談員研修会

開催日 PP月QT日G 火H 参加者数 {U{

開催内容
F 感謝状贈呈式M 「ヤングケアラーについてj 講師Y 塀市ユースサボートセンター吉津センター長
F 「グループワークj M 笑顔になるストレッチ体操

ェプラザボランテイアの養成M 育成

ぴH プラザボランテイア説明会

開催日 Q月PS日はH 参加者数 延べP人

開催内容

L 施設概要について
L ボランテイア活動とは
L ボランテイア登錄の方法について
・ボランテイア保険の説明
L プラザ内で募集中のボランテイア活動の紹介
L 障害理解講習
①肢体不自由の理解とコミュニケーションについて②視覚障害の理解とコミュニケーシヨンについて
③聴覚障害の理解とコミュニケーションについて④障害者差別解消法の概要について

G イH プラザボランテイアスキルアップ研修

開催日 PP月PQ日G 水H 参加者数 X̀

開催内容
高次脳機能障害の理解について
講師：生活リハビリテーションセンター職員花田氏

開催日 Q月QV日G 金H 参加者数 X̀

開催内容
知的障害の理解について
講師：じよぶライフだいせんサービス管理責任者塚本氏

L SQL



G ウH ブラザボランテイア交流会

開催日 Q月QV日G 金H 参加者数 U M̀

開催内容
F 「こうしたらもっとポランティアが楽し〈なるj をテーマに意見交換
F 感謝カードの贈呈

G ェH ボランティア担当者連絡会議

閲催日 T月ぼ日G 金H K ? V月QS日G 木H 、X月QUrG 金H 、PP月QV日G 金H M P月QQ日はH M R月PQ日G 木H | 参加者数 延べQO人

開催内容
ブラザ内ポランティア活動者、活動状況の情報共有。障害理解促進事業報告。交流イベントh こおけるポランティ
ア調整等。

G ナH 社会福祉協議会との情報交換会

開催日 W月V日G 木H 、PP月PX日G 水H 、R月PQ日G 末H 参加者数 各回Q¿ R人

開催内容
F ブラザ及び社会福祉協議会の障害福祉に関するボランティア活動の状況につし、て情報交換

G かプラザポランティア登録者数☂ 活動状況

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月h P月 Q月 R月 合計

登錄者数 PPT PPU PPU PPU PH U PPU PPU PPU PPU PPU PPU PPU PPU

新規登錄者数 O P O O O O O O O O O O

市民交流 QQ O O O O O QX O PR O T O UX

生活リハ S

延
活
動
件
数

G 生活リハR時
間未満H

P

R

Q

U

P

W

O

T

Q

S

O

S

P

S

P

Q

P

Q P

P P

O

P

SR

PQ

視聴覚 W PO X W X W X W W V U U XU

んポbノ

G スポーツR特
間未満H

合計

R

UT

POR

O

WO

XT

T

RR

TS

X

RS

TX

PP

RW

UT

S

RX

TT

O

QO

UR

PR

RO

TU

V

RX

VO

Q

QT

RV

T

TP

UX

PT

RS

TU

VS

SWW

VWQ
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才障害理解促進事業

G アH 実施実績

開催日 依頼元G 者H 開催内容 対象者 参加者

X月P日 填市立浜寺小学枝 車いすバズケットポール S年生 UW

X月R日 塀市立土師小学校 見えない☁ 見えに〈い体験 T年生 UW

X月PW日M QTa 塀市立百舌鳥小学校 ポッチャ R年生 PRW

X月QQ日 塀市立庭代台小学校 ポツチヤ R年生 TO

PO月X日 塀市立茶山台小学校 車いすバズケットポール T年生 RV

PO月X日 塀市立竹城台東小学校 「障害者差別i について S年生 PX

PO月PS日 塀市立白賛小学校 見えない☂ 見えに〈い体験 S年生 WP

い月PP日 塀市立宮園小学校 見えない☂ 見えに〈い体験 R年生、S年生 PV

PP月PS日 塀市立市小学校 軍いすバスケットポール S年生 UR

PP月QV日 塀市立はるみ小学校 見えないF 見えに〈い体験 T年生 TT

PP月QV日 塚市立原山ひかり小学校 「障害者差別」について U年生 TU

PQ月Q日 境市立平岡小学校 見えなしい見え【二〈い体験 S年生 WX

PQ月S日 ぽ市立八田荘西小学校 ポヅチヤ R年生 RT

PQ月PP日 塀市立泉北高倉小学校 ポッチヤ R年生 TR

PQ月PW日 塀市立庭代台小学校 ポッチヤ S年生 SS

P月PT日 塀市立上野芝小学校 車いすバスケットポール R年生 WQ

P月QO日 塀市立市小学校 「障害者差別j について S年生 UX

合計 PV PK OQS

G イH 障害理解促進事業サポートボランティア養成講座
開催日 W月QV日G 水H 参加者数 PÒ

開催内容

登録者数

子どもたちに伝えること車いすパスケを通して考えてみよう
①活動内容について
②今までの実緩について

PÒ

L ? SS? L



G RH 授産活動支援センター事業

ア事業所F 企業等に対する相談支摸

G アH 相談件数

S月h ? T月h ? U月h ? V月！? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

事業所

新規 V W V V PO R V W U V

継続? O O P O Q O O O P O

延件数h ? V W W V PQ R V W V V

V

O

V

W

O

W

WT

S

WX

企業M 事業主

新規? T R R S T PO h T T R

糖続 V S S U Q T Q P S S

延件数h ? PQ V V PO V PT R U X V

T

S

X

W

U

PS

TV

SX

POU

行政

新規h ? T S R R Q R P R O R

継続h ? W W S S R R S R P Q

延件数PR PQ V V T U T U P T

Q

P

R

P

O

P

RO

SH

VP

その他団体

新規 P O P T P S S R S O

継続? O O O Q Q P O O Q

延件数h P O P V R T T R S Q

Q

Q

S

Q

O

Q

QV

PO

RV

個人

新規h ? S Q Q U QT PO U R R Q

継緩h ? O O O O O O O O O O

延件数? S Q Q U QT PO U R R Q

P

O

P

R

O

R

UV

O

UV

合計

新規h ? QQ PV PU QT SR RO PX QQ PW PT PV

縄続? PT PQ X PQ X X V S U W V

延件数h ? RV QX QT RV TQ RX QU QU QS QR QS

U

QQ? |? QUU

POS

QW? |? RVO

G イH 主な相談内容

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月 P月 Q月 R月 合計

業務韓旋関係 QT QP PT QQ RX RQ PQ PS PS PS PR PV? |? QRW

情報提供依頼 W Q S PP T T X W S S S T UX

事業所からの支援依頼h ? S U U S W Q T S U T V U UR

合計 RV QX QT RV TQ RX QU QU QS QR QS QW? h ? RVO

イ製品や役務の受発注に関するマッチング☁ コーディネート

S月 T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? £月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計
企業・事業主 S Q Q R R T Q T Q S R Q RV

行政 O O P P Q R S P Q P O S PX

その他団体

個人

合計

P

O

T

P

O

R

O

O

R

P

O

T

O

O

T

O

P

X

P

O

V

O

O

U

R

O

V

O

O

T

R

O

U

P

P

W

PP

Q

UX
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ウ各種セミナー☂ 交流会の開催

日程 内容 対象者 参加者数

Y OO¿ PVY OO

z セミナー】
「共に考えよう！これからの授産活動j
講師Y F̀ ワーク創造館G 大阪地域職業訓錬センターH 館長

株式会社ワークQP企画代表取締役
高見一夫氏

障害のある方々の社会参加を進めること、できることを引き
出してい〈こと、これらが授産活動に取組む意義であるとい
う趣旨のもと、活動を継続してい〈上で大切にしたい視点、
さらに活性化させてい〈ためのアイデアなどについて、講師
よりお話いただいた。
また、「利用者の満足度を高めるェ夫i 、? 「支摸員としての喜
びや悩みj などのテーマでグループワークを行い情報を共
有するとともに、事業所が抱えている課題等については、講
師から解決に向けたアドバイスをいただいた。

事業所職員 ·名G W事業所H

Y ROL PVY OO

【福祉のミライ交流会】
「高齢になっても安心して働けるェ夫☂ アイデア交流会」
各事業所における利用者の高齢化にともなう悩み、その上
で活動を継続していぴこめのェ夫などについて情報を共有
kN¥›
また、障害福祉事業所で高齢者を支瘦する意義についても
意見交換を行ったところ、「身体機能の維持等のため【二、で
きる範囲で作業を続けてもらうことも大切i 、? 「世代の異なる
利用者力、☁ コミュニケーションを楽しまれるとともh ? 二、お互いに
よい刺激になっているi などの意見があった。

事業所職員 U名G U事業所H

Y OO¿ PVY OO

【セミナー】
「販売価格の決め方セミナーj
¿ その商品、し、〈らで売ろうか悩んでいませんか？～
講師：fnM k\b代表増田絵美氏

商品に適切な価格を設定するらめの考え方を講義やワー
クを通して学んだ。
価格については目標とするェ賃をベースに考えてみること、
販売にあたっては商品への想いやこだわリ等をoqして付加
価値を高めることなど、福祉事業所の状況や特徴などを反
映した内容で話をしていらだいた。
また、質問には随時答えていただ〈とともに、各自で取組ん
だワークの内容を発表し合うなど、参加者同士で情報を共
有しな力、ら学びを深めることができた。

事業所職員 すンラインPS名
現地S名

月PT日はH
Y OO¿ PVY OO

【福祉のミライ交流会】
「普段の情報共有の方法について意見交換しませんか？? i
作業手順や納期F 利用者の様子など、大切な情報を事業所
内でしっかりと共有するために、普段より取組まれている方
法などを話し合った。
毎日終礼を行ラ、スマホの無料アプリを活用する、スケ
ジュールの掲示G 見える化H 、役割分担を明確にして情報を
集約するなど、各事業所で実銭されている取組を報告して
もらいな力てら意見交換を行った。

事業所職員 PS名h

L SUL



ェ授産活動支操センター運営委員会の開催

設置目的
有識者及び関係団体等の専門的見地から意見を聴取し、授産活動支援セ
ンター事業を効率的F 効果的且つ円滑に実施すること、障害者就労施設等
における授産活動の振興を図ることを目的とする。

委員数 V名

第P回

開催日 X月PW日G 木H 出席委員数

議事
G PH 相談件数F マッチンゲ実績等について
びH 福祉事業所に向けた支援について
G RH 令和V年度z 塀じゆさんフェスタj の開催について

U名

第Q回

開催日 R月PW日G 水H 出席委員数

議事

G PH 相談件数F マッチング実縫等について
G QH 福祉事業所に向けら支援について
G RH 令和V年度「塀じゆさんフェスタj の報告
けH 令和W年度授産活動支援センター事業計画G 案H について

T名

オネットワーク会議等への参加

ネットワーク名 参加日ほ開催ペースは各ネットワークで異なるH

メ《ぐネ、F ンめ一 SNQS TNQQ UNQU VNQS WNQW XNQT PPNQV PQNQT PNQQ QNQU RNQU

ェールcdねっとG 塀区H SNQT UNU WNPX PONX PQNPU QNQV

ギャラリーみなみかぜG 南区H SNPV TNPU UNQO VNPW WNW XNPX PONPV PPNQP PQNPX PNPU QNPW RNPR

らららd r̀sG 東区H SNQT TNQR VNQT XNQU PPNQW PNQR RNQV

ナカ☂ ナカマネットワークG 中区H TNPR XNX P PNPR QNPO

きたきてまるしえ連絡会G 北区H SNQR UNQT PONQQ

にしにしネットワークG 西区H SNPV TNX XNPW PONPU PQNPW

ドレ美原連絡会G 美原区H TNQU XNQX ♥? P? ♥? P? ♥? P? RNQR

塀市農福速携協議会G つながるファームH TNPQ XNW PQNW QNX

おおさか福祉シヨップネットワーク TNQV PONQQ

大阪府共同受注窓口連絡会議 PONW QNPR

各区のネットワーク代表者との「各ネットワーク交流促進情報交換会i をR月PU日G 月H PTY RO¿ PVY OOに開催。
全区のネットワークからX名が参加。今年度に実施された塀区M 西区による合同防災研修の報告、当センター事業に関する意見の
聴取、参加者同士での質疑応答などを通して、様々な情報共有、意見交換を行っだ。

L ? SV? L



力人材派遣事業の実施

事業所名G 支操回数H 支操員 支摸概要

A„A�M ♥N{–l ^‚
G S回H

b›M k\b
増田絵美氏

美原の古代米G 米扮H を使用した焼き菓子製造の技術を支摸。
マドレーヌ、焼きドーナツ、ディアマンクッキーの順に、レシピの提供と製造
にかかる技術指導を行っていただいだ。
まら、今後の量産に向けて、生地を冷凍・冷蔵保存する方法などについて
も教えていただいら。

青い鳥
G S回H

f›M k\b
増田絵美氏

菓子製造について、ndlや受注生産へのシフトによる販路拡大、そのだめ
に必要なマーケティングや広報等知識の習得を支摸。
rmrh ? 二よる広報、その閲覧データを活用したマーケテイングの手法等h ? 二つ
いて指導をいらだいた後、店舗や菓子のコンセプトを明確に打ち出したチ
ラシを支摸員とともに作成。その他、販甜の拡大に向けら様々な提案をし
ていだだ〈ととも【こ、今後のプランディング戦略など、長期的に取組むべき
二となどについてもアドバイズをいただいた。

おめでらし、
G P回H

G 株H オーガニックワン
鈴木健太郎氏

焼き芋の製造販売に使用するために生産されている「さつまいもj の生育
不良を改善するための支擾。
河内長野にある畑を訪問してヒアリンゲを行っらところ、収穫時期が早す
ぎることや土壌改良がうまくできていない可能性があることなどの問題点
が分かり、改善策をアドバイズいただいた。

キ広報啓発イベント等の実施

内容

健康福祉プラザにおける
各区ネットワーク等の

展示販売会

ェールd¡さかし、G 塀区H Y U月S日G 水H ¿ U日G 金H 、X月R日G 水H ¿ T日G 金H 、R月S日G 水H ～U日G 金H
らららバザーぽ区H Y T月QX日G 末H 、POか日はH 、P£QX日G 木H
にしにし市G 西区H Y V月PV日G 木H
きたきてまるしえG 北区H Y U月PV日G 火¤? V月PT日G 火H 、Q月QS日G 火H
ギヤラリーみなみかぜG 南区H ：S月QS日G 木H i P月QV日G 木H
ナかナカマネットワークǀ中区H Y W月QT日G 月H 、Q月PQ日G 木H ☂ PX日G 木H
I? Q月の開催時は、泉北高等支擾学校による『せんぼくんマーケットj を両日とも同時開催。生徒
が育て収穫されら野菜や木ェ品などを事業所と共に展示・販売されだ。
塀じゆさんフh スタ参加事業所による展示販売会：PQ月Q日G 火H
I塀じゆさんフェスタに出展を予定されている事業所から参加を募リ開催。当日は、百舌島支擾
学校の生徒による社会体験学習G 事業所の展示販売活動への参加L 体験H の機会としても実施。

大阪勧業展

PQ月R日G 水H S日G 木H の両日にマイドームおおさかで開催された展示商談会h 大阪勧業展」に出
展。
当日は、会場を訪れる多〈の来場者に向けて、福祉事業所へ発注でぎる業務や商品などの広報
を行った。
当センタープース来訪者との名刺交換は、QR名G QQ社H 。その内Q社とは福祉事業所とのマッチン
グが成立。

塀じゆさんフェスタ

Q月V日G 土H に健康福祉ブラザにおいて「揮じゆさんフェスタj を開催
イベント内容
F 各区の事業所ネットワークによる授産製品の展示販売

福祉事業所の職員や利用者による活動や製品のoqG マイクパフオーマンスH も実施
L 事業所による屋台☂ フードカーの出店
L 事業所によるワークショップ

レジンで作るカラフルマグネット、自分で絵を描〈ェコポット、流木を使用した写真立て、ハンド
マッサージ体験
L ぐージグル

まるたせんせによる参加型のマジックや歌などのシヨー
利晶学園大阪立命館高等学校ダンス部によるダンスバフオーマンス

L 授産活動に関する啓発バネル展示
F 南海電鉄のアンケートプース
なお当日は、棋市立百舌鳥支援学校中学部R年生が有志で参加。各区ネットワークプースで展示
販売のお手伝いをされた後、ステージでまるたせんせと歌やダンスで共演された。
参加事業所数Y 各区ネットワークによる展示販売全V区のネットワークよりQS事業所

屋台F フードカーT事業所、ワークショップR事業所
来場者数Y 約VT〇名
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G SH 目標と実績

指標 目標値 実績値

レクリェーシヨン教室の開催数 PU教室 PW教室

交流イベントの間催数 前期Q回、後期R回 前期Q回、後期R回

文化芸術教室の開催数 S教室 S教室

レクリエーション教室の延参加者数G 参加率H ═ STO人G WODH TTW人G XTDH

交流イベントの延参加者数 RM OOÒ QK RTV人

文化芸術教室の参加者数G 参加率H ═ RRO人G WOONOH RWO人G XODH

s\¤\i ? q̀snぱn‹QOQTの出展点数 QTO点 ROU点

プラザアートフェステイN? くルの参加者数 QK OOO人 QM SRP人

プラザボランティアの登録者数 PUÒ PPÙ

プラザボランティアの延活動回数G R時間以上H UOO回 QWQ回

ボランティアスキルアップ研修会の参加者数 TO人 h r M̀

企業等からの発注に対するマッチングF コーディネート件数 UO件 UX件

L SXL



G TH 市民交流センター総括
アブラザ全体の連携業務について
プラザ運営協議会を每月k回開催し、会議を通じてプラザ内PQセンターと情報交換及
ぴ共有を行い、諸問題が免生した場合には対応の検討や協力を要請し連携を図った。
塀市との定期会議を每月t 回開催し、塀市所管課と情報共有、報告、相談および事業の
協趣を実施することで円滑に事業を推進した。
共同事業体運営委員会を毎月k回開催し、共同事業体センター長間で各種専門委員会の
実施状況の確認、事業の実施予定等について情報共有を行った。
視察の受入れについては、看護専門学校をはじめ、monや病院、韓国の障害福祉団体等、
海外からの見学にも幅広く対応した。

イ市民交流センター事業について
料理やバン作りなどのレグリェーション教室はPW教室で延べ参加者数はTTW人、陶芸
や絵画などの文化芸術教室はS教室開催し延ぺ参加者数はRWO人であった。教室の合計
では、延ぺ開催回数knk回、延べ参加者数はXRW人z G 参考H 応募者数延べXRU人、内当選
者SPW人| で、目標値VWO人を上回った。参加者の内訳は障害のおる方がWOD、ない方
がQOD。障害の状況では身体障害の方RUD? G 昨年よりR。NO減少H 、精神障害の方QPD? G 昨
年よりS。N〇増加H 、知的障害の方PWD? G 昨年よりQD増加H 、重複障害の方PD? G 昨年度よ
りQD減少H 、その他瞳害の方S。NO? G 昨年度よりkD減少H といった割合となった。教室
参加者の利用者アンケートでは、教室内容について『満足WUD」、「やや満足XDj と回
答いただいた。また、XWDの方に「継続的に参加したい。」と回答いただいた。引き続き、
障害があっても、安全に楽しく参加できる教室運営を行っていきたい。
「第z Q回ブラザアートフェスティバル」をPO月QR日G 木H からQU日G 日H に開催し
た。障害のある方々が制作したアート作品の公募展では過去最高のROU点の応募があっ
た。また、市外事業所から、奈良県の「たんぽぽの家j を招待し、障害のあろ方が制作
した色鮮やかな作品を展示していただいた。来場者は、昨年よりRQO人多いQK ? SRk人で
過去最高の来場者数となり、目標のQK OOO人を達成できた。
ボランティア養成育成事業では、ポランティアの登録者数は、けU人で目標のPUO人を

達成できなかった。ボランティア募集案内を館内に掲示したり、機関紙、イベントのち
らし等に募集案内を掲載しoqを強化したが、実績に結びつかなかった。次年度は、関係
機関や大学等に周知を行い登錄者の増加に努めていきたい。活動回数については、R時
間未満の活動はTOO回、R時間以上の活動はQWQ回、合計VWQ回となり前年度比約XD
の増加となった。
「障害理解促進事業」については、共同事業体各センター職員で協力し、PVの市内の小
学校等に車いすバスケットボール体験M ボッチャ体験、点字体験や見えないM 見えにく
い体験等を実施し延べPK OQS名が参加した。
交流事業の延べ参加者については、目標RK OOO人に対し、QK ? RTV人で前年度よりVX名増
加したが目標未達となった。次年度は、目標達成に向けてより魅力ある企画づくりに取
り組む。
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ウ授産活動支援センター事業にっいて
授産活動支援センターに寄せられた相談の総件数はRVO件で、前年度の総件数RVR件と
ほぼ同数となった。

製品販売や役務のマッチングコーディネート件数は、UX件でほぼ例年どおりの件数であ
った。

各種セミナーについては、授産活動に係る課題や活動意欲の向上を目的として、「共に考
えよう！これからの授産活動j と「販充価格の決め方セミナー」をテーマに開催した。
延ぺz X事業所からQX名の参加があった。また、事業所間の連携強化や情報共有を目的
として「福祉のミライ交流会j を「高齢になっても安心して働けるェ夫M アイデア交流
会」と「普段の情報共有の方法についてj をテーマに情報交換を開催し延ぺ【U事業所か
らQO名の参加があった。

授産活動活性化のための人材派遣事業については、「美原の古代米を使用した焼き菓子製
造の技術支援j ? 「菓子製造について、販路拡大、マーケティング、広報等知識習得支援j

「さつまいもの生育不良改善支援」をR事業所に対し延ぺX回の人材派遣を行った。
健康福祉プラザを会場に塀じゆさんフェスタを開催した。各区事業所ネットワークによ
る活動紹介、授産製品の展示販売G 全V区のネットワークからQS事業所が出店H やステ
ージイペントG 利晶学園大阪立命館高等学校ダンス部にダンスバフオーマンス等H を行
った。また、塀市立百舌鳥支援学校中学部R年生有志が社会体験として作業所の手伝い
等を行った。VTO名の参加があり、様々な関係機関と連携し授産活動の広報M 啓発に取
り組むことができた。

「大阪勧業展QOQTj ? G マイドーム大阪で開催H に出展し、企業等から福祉事業所へ発注で
きる様々な業務や商品などのoqを行った結果、Q社が福祉事業所とのマッヂングに至っ
た。
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Q? 生活リハビリテーシヨンセンター

G PH 自立訓錬事業利用者の状況

ア機能訓錬

びH 利用者数

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月h ? Q月h ? R月h 合計

利用契約者数 QQP? QQP? QPP? QQP? QQP? QRP? QTP? QQP? QRP? QO PXP? PX

うち、
新規利用G 瘍約H Q Q O h O P Q O Q O O OP? PO

退所G 契約解除H Q P O O O O R P R P O RP? PS

G イH 利用者の性別☂ 年齢G 月末時点H

S月 T月PU月h ? V月h ? W月h ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月h ? Q月h ? R月

男

P? W歳F h h h h h P Q Q Q Q Q

R? O歳F Q P h h h P P P P P P

S? O歳F S S S S S S S R R R R

T? O歳L T T S T T T T S R Q Q

U? O歳L Q Q Q Q Q R R R T S S

合計 PS PR PQ PR PR PS PT PR PS PQ PQ

Q

P

R

Q

S

PQ

女

P? W歳L O O O O O O O O O O O

R? O歳L O O O O O O O O O O O

S? O歳F Q R R R R R S R R R R

T? O歳F U U U U U U U U U T S

U? O歳F O O O O O O O O O O O

合計 W X X X X X PO X X W V

O

O

R

S

O

V

合計M

P? W歳L P P P h P h Q Q Q Q Q

R? O歳L Q P P P P h h P P h P

S? O歳L U V V V V V W U U U U

T? O歳L PP PP PO PP PP h h h h PO X V U

U? O歳F Q Q Q Q Q R R R T S S

合計 QQ QQ QP QQ QQ QR QT QQ QR QO PX

Q

P

U

U

S

PX

けH 利用者の障害種別G 月末時点H

S月 T月 U月h ? V月h ? W月h ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月h ? Q月PR月

視覚障害 O O O O O O O O O O O O

聴覚障害 O O O O O O O O O O O O

肢体不自由 PW PX PW PX PX PX QO PX PX PU PT PT

音声・言語障害 R Q Q Q Q R S Q R R R R

内部障害 O O O O O O O O O O O O

難病 O O O O O O O O O O O O

高次脳機能障害 P

合計h ? QQ

P

QQ

P

QP

P

QQ

P

QQ

h

QR

P

QT

P

QQ

P

QR

P

QO

h

PX

P

PX
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G ェH 利用の状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? Wガh ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月h ? Q月h ? R月h 合計
開所日数 QP QO QP QQ QO QO QQ PW QO PX PW QP QSQ

利用者実人数 QO QO PX PX PX QO QQ QO QQ QO PW PU QX

延利用件数 PUU PUV PWP PWU PVk PVR QOS PUO QOQ PVO PTU PUQ QK OXWP

P日平均利用者数VM X? |? WM S? |? WM U? |? WM T? h ? WM U? |? WM V? |? XM R? h ? WM X? h ? knM l ? h ? WM X? h ? WM V? h ? VM V? h ? WM V

けH 新規利用者の契約時の状況

S月h ? T月 U月 V月 W月 X月 P? O月 PP月 P? Q月 P月 Q月 R月 合計

医療機関を退院 O P O O O P P O Q O O O T

他の事業所を退所h ? O O O O O O O O O O O O O

離職 O O O O O O O O O O O O O

特別支援学校卒業h ? O O O O O O O O O O O O O

在宅 Q P O P O O h O O O O O T

その他 O O O O O O O O O O O O O

合計h ? Q Q O h O P Q O Q O O O PO

ひH 新規利用者の契約に至ったきっかけ

S月h ? T月 U月 V月 W月 X月 P? O月 PP月 P? Q月 P月h ? Q月 R月 合計
医療機関から紹介 h P O O O h Q O P O O O U

他の事業所から紹介? O P O O O O O O O O O O h

市M 相談機関から紹介? h O O h O O O O O O O O Q

本人・家族から相談h ? O O O O O O O O h O O O P

その他 O O O O O O O O O O O O O

合計h ? Q Q O h O h Q O Q O O O PO

G キH 退所G 契約解除H 者の訓錬終了後の進路
他の取業所を利用 就職G 復職H N就学 入院 入所 在宅 その他 合計

利用者数 V S O O R O PS

イ生活訓錬

びH 利用者数

S月T月U月V月W月X月PO月PP月PQ月P月Q月R月合計
利用契約者数 RW RU RU RU RU RR RT RT RU RT RS RT

うち、
新規利用G 契約H P h Q R h O Q P S O h Q PW

退所G 奨約解除H ? R Q R P R O h R P Q h R QR
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G イH 利用者の性別☂ 年齢

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PP? O月h PP月h P? Q月h P月 Q月 R月

P? W歳F U U U U T S S S R R R R

R? O歳F O O O P h P h h h h k h

男
S? O歳F S S S T T T T T S S S S

T? O歳L W V U T T S S T W W W X

U? O歳F U T T T U U W V U U T T

合計 QS QQ QP QQ QQ QO QQ QQ QQ QQ QP QQ

P? W歳L O O O O O O O O O O O O

R? O歳F R Q Q Q Q Q Q Q Q Q Q k

女
S? O歳L R R S S S S S S S S R S

T? O歳L U V V U U U U U U T U U

U? O歳F Q Q Q Q Q P P P Q Q Q Q

合計 PS PS PT PS PS PR PR PR PS PR PR PR

P? W歳F U U U U T S S S R R R R

R? 〇歳F R Q Q R R R R R R R R Q

合計
S? O歳L V V W X X X X X W W V W

T? 〇歳F PS PS kR PP h h PO PO h k PS PR PS PT

U? 〇歳L W V V V W V X W W W V V

合計 RW RU RU RU RU RR RT RT RU RT RS RT

けH 利用者の輝害種別G 月末時点H
S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月 X月 h ? O月h h ? P月h P? Q月h P月 Q月 R月

知的障害 O O O O O O O O O O O O

精神障害 O O O O O O O O O O O O

発達障害 O O O O O O O O O O O O

高次脳機能障害 RV RU RU RU RU RR RT RT RT RS RR RQ

身体障害 h O O O O O O O O O O O

音声M 言語障害PO? PO

難病? h ? ›? h ? ›
合計h ? RW? h ? RU

O

O

RU

O

O

RU

O

O

RU

O

O

RR

O

O

RT

O

O

RT

P

O

RU

h

O

RT

P

O

RS

R

O

RT
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G 工H 利用の伏況

S月h ? T月h ? U月 V月 W月 X月h h O月|PP月|PQ月|P月h ? Q月h ? R月h 合計

開所日数 QP? h ? QOP? QPP? QQ QO QOP? QQ? h ? PWP? QOP? PXP? PWP? QPP? QSQ

利用者実人数 RSP? RRP? RTP? RT? h ? RRP? RQP? RSP? RSP? RTP? RS? P? RRP? RQP? TP

延利用件数 QTQ? QUQ? QXR? QVT? QST? QRO? QVT? QSO? QST? QSS? QRR? QVX? |RK

P日平均利用者数h kQM OPPRM P? h ? PSM O? h ? PQM T? h ? PQM R? h ? PPM T? h ? PQM T? h ? PRM R? h ? PQM R? h ? PQM W? h ? PQM X? h ? PRM R? h ? PQM V

けH 新規利用者の契約時の状況

S月 T月 U月 V月h ? W月 X月h h O月|PP月|PQ月|P月h ? Q月 R月 合計

医療機関を退院 O P O P h O Q P S O O O PO

他の事業所を退所h ? O O O O O O O O O O O O O

離職 h O O h O O O O O O P O R

特別支援学校卒業h ? O O O O O O O O O O O O O

在宅 O O Q P O O O O O O O Q T

その他 O O O O O O O O O O O O O

合計h ? P P Q R P O Q P S O h Q PW

ひH 新規利用者の契約に至ったきっかけ

S月h ? T月h ? U月h ? V月PW月 X月 P? O月 PP月 P? Q月 P月 Q月 R月h 合計

医療機関から紹介h ? O P P Q P O P h Q O P P PP

他の事業所から紹介h ? O O O O O O O O O O O O O

市・相談機関から紹介h P O O O O O O O P O O O Q

本人M 家族から相談? O O P h O O h O h O O h T

その他 O O O O O O O O O O O O O

合計h ? h h Q R P O Q P S O h Q PW

G ギH 退所G 契約解除H 者の訓錬終了後の進路

他の取紫所を利用 就職G 復職H N就学 入院 入所 在宅 その他 合計

利用者数 PP V O O T O QR

G クH 当事者・家族支摸

S月 T月h ? U月h ? V月h ? W月 X月h h O月i l P月 P? Q月 P月h ? Q月h ? R月h 合おL

家族懇談会 R Q T P Q O h S S h Q? h ? QT

学習怨淡会のa交流会H QV PO SU PW? h ? POP
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G QH 高次脳機能障害支摸普及事業

ア相談支擾

びH 相談支操の状況

S月PT月h ? U月h ? V月PW月h ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月h ? Q月PR月h 合計

新規実人数 PX PT PW? h ? h h PP X? h ? QT PT? h ? kh PU? h ? PR? h ? RO? h ? PXR

継続実人数 TR? TT UO? h ? TW? h ? SW? h ? UO? h ? TU? h ? UP? h ? UV? h ? US? h ? VO? h ? VT? VQV

実人数合計 VQ? h ? VO? h ? VW? h ? UX? h ? TX? h ? UX? h ? WP? h ? VU? h ? VW? h ? WO? h ? WR? h ? POT? h ? XQO

延相談件数 QQQ? PQTO? PQTP? PQTW? PPXS? PPXR? PQWW? PQTV? PQUW? PQUW? PQRS? PRQW? |RK Ol l

G イH 相談者内訳

S月 T月 U月 V月 W月 X月 P? O月 PP月 h ? Q月 P月 Q月 R月 ぐ卜

本人 RT? RV TS QW? h ? QR QW? h ? QX RS QW? h ? ST UT TU? |? SUQ

家族 TX? h ? UP SP? h ? TQ? h ? SS RU? h ? SU? h ? TP UO? h ? UV? h ? RQ? h ? SX? h ? TXW

行政関係 QQP? QQ? h ? QTP? QV Pk PX PT? h ? PT PW? h ? QT? h ? QR? h ? QO? h ? QSQ

医療関係 TQ? UT UU WO? h ? TO TQ? XP VU VT? h ? UO? h ? UO? h ? WX? h ? WPU

福祉関係 RXP? SP? h ? TOP? TVP? UQ SQ? h ? WT? h ? TO TX? h ? TR? h ? SR? h ? WV? h ? UUW

教育関係 P O O P Q S R O Q R P Q PX

就労関係 h h PV PP kh h U PQ? h ? RO QR? h ? X X QP? |? PUP

その他 R V S Q h U V h R U P S ST

合計PQQQ? PQTO? PQTP? PQTW? h ? PXS? P? PXR? |QWW? |QTV? |QUW? |QUW? |QRS? PRQW? PRK OPP

けH 相談方法

S月h ? T月h ? U月h ? V月PW月h ? X月|PO月|PP月|PQ月|P月h ? Q月PR月h 合計

来所相談 QO? QS QX? h ? RS? PQO? P? QS? P? RPP? RP? P? QQPRT? P? ST? P? TP? P? RUU

電話相談 PVW? h ? PVT? h ? PXS? |? PVW? h ? PRP? h ? PPX? h ? QPW? h ? PVO? h ? PWT? h ? PWQ? h ? PSW? h ? QQS? |QK POQ

訪問相談 PS V U PP? h ? S PT U? h ? QU PS X W QO? h ? PSO

オンライン Q kh T V? h ? V O Q O X PO? PPQ? PPS? h ? VX

e ẁ? ・電子メ? ーノリW RR PV? h ? QW? PRQ? RT RP? h ? RO? h ? RW? RQ QP PX? h ? RQS

合計PQQQ? |QTO? h ? QTP? |? QTW? |? PXS? h ? PXR? |? QWW? |? QTV? |? QUW? |? QUW? |? QRS? |? RQW? |sK ni l

G ェH 対応時間帯・対応時間

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月|PO月|PP月|PQ月 P月 Q月PR月h 合計

対応
時間

帯

午前 WU WW h l l PPS? h ? WR UX PRR PPQ XW POQ WV XQ PK PVT

午後 PRU PUQ PSO PSS h l l PQS PTT PST PVO PUU PSV QRU PK WRU

合計 QQQ? PQTO? PQTP? PQTW? PPXS? PPXR? PQWW? PQTV? PQUW? PQUW? PQRS? PRQW? |RK ? ni l

R? O分未満PQOO? h ? QRO? QQT? QQW? h ? PWQ? h ? PVR? |? QUR? |? QQX? |? QST? |? QST? |? QPO? |? QWT? |QK VPT

P時間未満
対応
時間

PQ PV QQ QP X PU QO QT QO PU PX RT QRQ

Q時間未満h PO? h ? R R X? R S T Q R U T W? h ? UP

Q時間以上 O O P O O O O P O P O O R

合計 QQQ? PQTO? PQTP? PQTW? PPXS? PPXR? PQWW? PQTV? PQUW? PQUW? PQRS? PRQW? |RK ? ni l
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はH 主な相談内容

S月 T月 U月 V月 W月 X月 h ? O月 PP月 P? Q月 P月 Q月 R月 合計

訓練利用 VR? |? RR VS VT? h ? SW? h ? SX? h ? VT? h ? UQ? h ? UQ? h ? VU? h ? VQ? h ? POV? |? WOU

地城移行 WW? h ? XW? h ? PQS? h ? PPO? h ? WV? h ? XO? h ? POV? h ? PRV? |? PPP? |? POT? |? VT? |? PRV? |PK QUX

健康医療 QU? |? UR TU UV? h ? RU? h ? RW? h ? VR? h ? QV? h ? US? h ? WW? h ? TR? h ? US? h ? UTT

就労 RW? h ? UQ RV RT? RP PW? h ? RR SX TO? PRX? PTO? PUV? TOX

自励車運転 RQ? h ? QR PS PW? h ? PV? h ? PU? h ? SQ? h ? QX? h ? QX? h ? QO? h ? PU? h ? QW? h ? QWS

その他 PQ? h ? PV PT PO? PP PR PO R U h h QR? h ? PW PSX

合計PQUX? PQXU? h ? RQO? PRPT? PQRO? PQQS? PRSO? PROV? P? RQQ? P? RRX? P? QWX? |? SQk? |RK UVQ

イ普及啓発G 他の機関等からの依頼対応H

開催日 開催内容 参加者数

S月S日 元厚生労働副大臣、市議会議員、こども家庭庁職員G 当事者親H
塀市支援拠点機関事業説明・施設見学・意見交換会 T

T月RO日 塀チャレンジャーズピアカウンセラー
塀市支援拠点機関事業説明・意見交換 h

V月QQ日 塀市中堅教諭等資質向上研修プログラム
「子どもの高次脳機能障害、リハビリ体験等」 T

W月W日 なごや高次脳機能障害支援センターG 名古屋市総合リハセンターH
施設見学・意見交換会 R

W月QS日 日本学校ソーシャルワーク学会第PX回全■ 大会
第Q分科会「子どもの高次脳機能障害についてj

RO

X月PO日 近畿大学医学部・地域包括ケア実習
「生活リハビリテーションセンターについてj W

X月PQ日 名古星市障害福祉部G 総合リハセンター企画調盤担当H
施設見学・意見交換会 S

PO月Q日 広島県立総合リハビリテーションセンター
施設見学・意見交換会 S

PO月Q日 近畿大学附属看護専門学校
「地城・在宅看護論実習h i S

PO月R日 かんぎ作業所実習生施設見学 R

Pz 月QP日
第RU回福祉タクシー研修会

脳の病気やケガの後に起こる『高次脳機能障害』
～適切な対応や配慮とは～

QT

PQ月S日 かんぎ作業所実習生施設見学 Q

PQ月W日 すずかけクリニックG 名古屋市H
施設見学・意見交換会

Q

k月PV日 第PQ回回復期リハビリテーションよろず研究会
「退院支援～社会復帰を目指してj 学習講演

RV
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k月QW日 佐賀県立地城生活リハビリセンター
施設見学・意見交換会

Q

Q月S日 愛知県高次脳機能障害支援拠点機関「笑い太鼓i
施設見学M 意見交換会 h

R月U日 松原徳洲会病院G lrv? ・? rs? ・? osH
施設見学・意見交換会

R

ウ人材育成

びH センター開催

開催日 開催内容 参加者数

S月QS日 清惠会三宝病院出張勉強会
第R回「認知リハビリテーションの進め方i PR

T月PU日 就労移行支援事業所ハンズ天王寺出張勉強会G オンラインH
第P回「高次脳機能障害とは」 PQ

T月QQ日 清恵会三宝病院出張勉強会
第S回「就労支援についてG 事例紹介H i PP

U月PW日
第P回塀市高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業研

修会G 会湯・オンライン同時開催H
「復職支援における医療と福祉の連携i

WQ

U月QO日 相談支援事業所オールハンズ出張勉強会
第P回「高次脳機能障害とはj ? 「神経心理学的検査の見方i PO

U月QS日 就労移行支援事業所ハンズ天王寺出張勉強会G オンラインH
第Q回「就労支援について」 QT

U月QT日
リンク訪問看護ステーション出張勉強会G オンラインH

第P回
「生活リハヒF F リテL ションセンタL とは」「介護保険M 障害福祉M 医療の制度j

PP

U月QU日 清恵会三宝病院出張勉強会
第T回「地域生活における失語症のある方への支援j PO

V月S日 就労移行支援事業所ハンズ天王寺出張勉強会G オンラインH
第R回「失語症の方への対応についてj ? 「てんかんについてj RQ

PQW日
訪問看護ステーションぽかぽかG 美原病院H 出張勉強会

「高次脳機能障害とは
～適切な対広と支援者が知っておきたいこと～」

QQ

PRO日
リンク訪問看護ステーション出張勉強会G オンラインH

第Q回「自立訓練事業の紹介i
「高次脳機能障害者の自動車運院評価についてj

W

PQV日 リンク訪問看誰ステーション出張勉強会G オンラインH
第R回「高次脳機能障害のある方の復職M 就労支援についてj PR

PRO日
第Q回塀市高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業研

修会G 会湯M オンライン当日参加H
「脳の病気やけがの後におこる眼症状とその対応」

QQ

PX日
相談支援事業所オールハンズ出張勉強会

第Q回「社会的行動障害への適切な対応と支援者知っておきたいこと、
接し方i

W
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X月RO日
ふるさぽ一とケアプランセンター出張勉強会

第P回
「高次脳機能障害の理解と対応～感情コントロールを中心に～j

X

|W日～PO月U日
第Q回塀市高次脳機能障害及びその関速障害に対する支援普及事業研

修会G オンデマンド配信視聴者H
「脳の病気やけがの後におこる眼症状とその対応」

PXS

PO月kV日
塀平成病院出張勉強会

–高次脳機能障害のわる方の社会参加についてi SQ

PP月X日
第R回塀市高次脳機能障害及びその関速障害に対する支援普及事業研

修会
「知っておきたい脳卒中のお話～最新治療からその予防まで～j

h l l

PQ月z X日 相談支援事業所オールハンズ出張勉強会
第R回「高次脳機能障害者の就労についてi

V

Q月kV日
東第Q地域包括支援センター出張勉強会

「高次脳機能障害を理解する～症状M 対ぽM 支援のポイントを知る
¿ i

QS

Q月kW日

第S回塀市高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業研
修会G オンラインH

「退院後のリハビリテーションについてちよっと考えてみました。～
その人らしい地域リハビリテーションの最適解とは～i

QT

PQ日～RガPT日

第S回塀市高次脳機能障害及びその関速障害に対する支援普及事業研
修会G オンデマンド配信H

「退院後のリハビリテーションについてちよっと考えてみました。～
その人らしい地域リハビリテーションの最適解とは～i

PTR

R月X日
ふるさぽ一とケアプランセンター出張勉強会G X名中Q名オンラインH

第Q回? 「若年者G 第Q号披保険者H の社会参加についてi
X

R月QR日
ふるさぽ一とケアプランセンター出張勉強会

第R回? 「家族の精神的ストレスと対応についてi
W

G イH 他の機関等からの依頼対応

開催日 開催内容 参加者数

S月X日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウュイさカル、i S

T月PR日
理学療法士M 作業療法士による技術指導

生活介誰事業所「ゴービーしh mjri Q

T月PS日 理学療法士による技術指導
生活介誰事業所「ヘッドウュイさ力̀、j Q

U月け日
理学療法士によ

生活介護事業所「ヘッ
る技術指導
ドウュイさ力̀、j

R

V月PU日 理学療法士によ
生活介護事業所「ヘッ

る技術指導
ドウェイさ力、いj R

W月QO日
理学療法士によ

生活介譲事業所「ヘッ
る技術指導
ドウェイさ力、いj

Q

X月PV日
理学療法士によ

生活介護事業所「ヘッ
る技術指導
ドウュイさ力、いj

R

PO月W日 理学療法士によ
生活介護事業所「ヘッ

る技術指導
ドウュイさカル、j

R

h k月PQ日
理学療法士によ

生活介談事業所「ヘッ
る技術指導
ドウェイさ力、いi

Q
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PQ月k›日
理学療法士による技術指導

生活介誰事業所「ヘッドウュイさ力、いj
P

k月kS日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウュイさ力̀、j
R

Q月S日
理学療法士による技術指導

生活介謹事業所「ヘッドウュイさ力、いj
Q

R月g日
理学療法士による技術指導

生活介護事業所「ヘッドウュイさ力、いj
R

ェネットワーク構築G 各区自立支摸協議会等への参加状況H

S月 T月 U月 V月 W月 X月 h ? O月 PP月 P? Q月 P月 Q月 R月 合計

市・各区自立支ほぬ謠会h ? S T S R S Q P R T S Q T SQ

府コーディネーター会謎h ? k P h P h h h h h h h P PQ

医療機関との会議等h ? S R T S P S R V R Q R U ST

事業所との会議等h P R W V S O P S P P P R RS

その他 h R R Q Q P Q h O h P h PW

合計h ? h h PT QP PV PQ W W PU PO X W PU PTP

G RH 目標と実績

指標 目標値 実績値

自立訓練事業延ぺ利用回数G 稼働率H UK WOO回G WODH TK PVP回G UPM PDH

自立訓練事業利用者満足度G 退所者・家族H WTD以上 XRM UD? G SSNSVH

高次脳機能障害者等への相談支援延ぺ件数 QK WOO件 RK M OPP件

研修会・勉強会の参加者数 UOO人 WUP人
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G SH 生活リハビリテーションセンター総括

ア自立訓錬事業

主に脳や脊髄の病気やケガが原因で生じた後遣障害のある方々に対して、その人らしレ、
地城生活の再開を目的とした身体障害及び高次脳機能障害に対するリハビリテーションサ

♥ビスとして、自立訓練G 機能訓練または生活訓練H を実施した。サービス種別の選択は、
利用者每の瞳害特性を踏まえ主として提供するブログラム内容によって決定されるが、身
体障害及ぴ高次脳機能障害の障害像に応じて最適な訓練内容のサーピスを提供した。また、
リハビリテーションサービス提供の他、社会保障制度や杜会資源等の情報提供と当事者に
閲係する様々な医療M 福祉M 就労M 教育等の機関との速携M 調整などの支援コーディネート

を行った。

コロナ禍において訓練事業継続のために導入したテレビ会議システムを用いた訓練プロ

グラムは、h bs化が進む社会において復職を含む地域生活の再開に必要なコミュニケーショ

ン能力の向上に有効であることから、今年度も継続して行った。
また、週P回の月替わりプログラムとして、自動車運転再開プログラムやコグニサイズ

G 運動と認知課題を同時に行うプログラムH のほか、失語症のある利用者を対象とした発声
プログラムの一環として外部講師による音楽療法を行った。これらのプログラムを通じて、
同じ課題を持った利用者同士が交流し自身の障害への気づきを深めるという、高次脳機能

障害に対して有効とされるグループ訓練を実施することができた。
身体障害のある方々に対しての理学療法、作業療法、言語療法は医療機関、訪問リハピリ

テーションやディケア等と連携し個々の課題に広じたリハビリテーションを引き継ぎ提供

することができた。

機能訓練では、令和V年度新規利用者PO名を含むQX名に対して延ぺQK OXW回の訓練を
提供した。新規利用者は令和U年度のPS名からは減少したが、契約時の状況については半
数のT名が医療機関退院からの利用となっており、医療と福祉の連携が継続できていると
考えられる。また、在宅であったT名のうち、R名は介護保険での通所サービスや訪問リハ
ビリを利用する中でより積極的な社会参加に向けた自立度の向上を目的として、介護保険
サービスとの併用で利用を開始した。利用者の多様な二ーズに応じ、地域生活の再構築に向
けた機能訓練を継続的に提供することができた。

生活訓練では、令和V年度新規利用者PW名を含むTP名に対して延ぺRK OVR回の訓練を

提供した。新規利用者は令和U年度のQW名からはPO名減少しナこ。契約時の状況ではPO名
が医療機関退院からの利用となっており、身体障害のない高次脳機能障害のある方が退院
後に利用するリハビリテーションサービスとして医療機関との連携が行えていると考えら

れる。一方で、医療機関退院後に復職したものの業務遂行上の課題が顕在化し退職を余儀な
くされ訓練利用となった方がR名いた。また、在宅であったT名の内、特にサービスを利用

せず在宅生活となっていた方がQ名おり、必要な支援につながるまでに時間を要したケー

スもみられた。
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訓練内容としては、機能訓練ではリハビリテーション計画書を作成し理学療法、作業療

法、言語療法などの個別訓練と集団訓練をバランスよく提供した。また、生活訓練では個別

訓練計画を作成し高次脳機能障害者にせする認知リハビリテーションの他、就労や余暇活

励等一人ひとりの目標に沿ったプログラムを提供した。身体障害と高次脳機能障害が重複

する利用者も多く訓練内容は障害像に応じて適切なものとなろようモニタリングを行いな

がら提供した。特に、社会生活力の自立度を評価する指標であるrh lじ›ǀi \l ? h ‹d¡fi¡‹d¡‹ǀ¡

l¡\s·–¡H を利用開始時に測定し、利用終了時に訓練効果を検征できるように取り組んだ。

退所者は機能訓練PS名、生活訓練QR名の合計RV名であった。訓練終了後の進路の内訳

について、機能訓練、生活訓練を合わせると、「他の事業所利用i がPW名、「就職G 復職H

N就学」が‹名、「入院」「入所j がO名、特に通所サービス等を利用しない「在宅」がW名

であった。生活訓練においては、短期間の訓練利用後に復職したケースが複数見られた。比

較的軽度の高次脳機能障害であっても、復職に向けた準備や課題整理のためにリハビリテ

ーションを継続する必要性について、医療機関において適切に説明されたことで、早期復職

後の離職を未然に防ぐことができていると考える。? �

家族支援については、家族懇談会を新春交流会と併せて開催したP月を除きPP回開催し、

令和U年度と同数の延ぺQT名の参加があった。従来より早レ、時期に案内を配布したことで、

就労しているご家族も時間を調整して参加しやすくなり、特に新規利用者の家族の参加が

多くあった。同じ立場の家族同士が交流する機会の重要性が改めて確認された。また、退所

者と現利用者の当事者M 家族との交流機会を目的とした学習懇談会を計画通り年S回開催

し、令和U年度とほぼ同数の延ぺPOP名の参加があった。特に新春交流会への参加が多く

あり、コロナ播で希薄になっていた利用者同士の交流が活発になり、声をかけ合い誘い合う

妻が見られるなど、コミュニケーションの促進が見られた。

イ高次脳機能障害支摸普及事業

相談支援においては新規実人数PXR人、継続実人数はVQV人、延ぺ相誤件数はRK OPP件

であった。前年度は新規実人数PWX人、継続実人数はVSU人、延ぺ相談件数はRK RPS件であ

り、今年度もほぼ同程度の対応件数となった。相談者の内訳では、医療関係のWPU件が最多

となっており、医療機関において高次脳機能障害者の支援拠点機関として一定の認識をい

ただいているものと考える。

支援普及研修会においては、関係団体、支援機関向け研修会としてU月PW日、W月RO

日、Q月PW日の計R回を、U月は対面とオンラインとのハイブリッド、W月は対面とオンラ

インとのハイブリッドに加え、後日のオンデマンド配信、Q月はオンラインと後日のオンデ

マンド配信を併せて開催した。医療機関関係者向けの研修会は、土曜日の午後の開催に加え

オンデマンド配信を行ったことで、特に回復期医療機閲関係者より「参加しやすい」との意

見を多くいただいた。関係団体、支援機関向け研修会の延べ参加者数はSVU人となった。さ

らに、当事者M ご家族M 市民向け研修会は、脳卒中の最新治療から予防までをテーマに講師
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との対談形式の講演会を対面形式のみで開催しh h h 人の参加をいただいた。講演会の周知

にあたり、大型ショッピングモールでのチラシ設置やz おおさか健活マイレージアスマイ

ルj を活用した。参加者数に大きく変化はなかったが、一般市民が「高次脳機能障害j とレ、

う言葉に触れる機会になったと考えている。

また、出張勉強会については、年度初めに各区の自立支援協鶴会において改めて案内を行

ったことにより依頓が多くあり、PW回開催し、延ぺQVS人の参加をいただいた。医療機関

での開催後にはセラピストや医療ソーシャルワーカーからの相談が増加する傾向にあった

これらセンターが主催した支援普及研修会及び出張型勉強会の延ぺ参加者数はWUP人とな

った。

その他にも全国障害者リハビリテーション研究集会や日本高次脳機能学会においてセン

ターの訓練この取組について演題発表を行い、全■ の関係者に対して情報発信をすることが

できた。また、他府県のリハビリテーションセンターからの視察が複数件あり、自立訓練プ

ログラムの企画立案や実施方法、効果検証方法にっいての意見交換や、高次脳機能障害者支

援法の施行に向けての情報交換を行った。また、大阪府高次脳機能障がい支援者恭成研修

G 基礎研修H 講師及びファシリテーター、G 実践研修H 演習講師及びファシリテーターを各

Q回、それぞれQ名づつ派遣した。

ウ目標設定と事業結果

自立訓練延ぺ利用回数は機能訓練QK OXW回、生活訓練RK OVR回の合計TK PVP回、稼働率

はUPM PDと年度目標の延利用回数UK WOO回、稼働率WODを大きく下回り目標達成は出来な

かった。自立訓練サービス提供において新規利用者が機能訓練と生活訓練を合わせてQW名

と令和U年度のSQ名より減少した。また、P日の平均利用者数においては機能訓練WM V名、

生活訓練のPQM V名と令和U年度の機能訓練XM S名、生活訓練PSM O名から減少した。特に、

生活訓練利用者の多くは休職中や退職後間もない方であり、障害福祉サービス利用料のP割

負担に加え、通所に係る交通費がかかるため、利用回数を制限せざるを得ないことが主な要

因となっている。

利用者満足度については、聴取時期を均質化するために從来通り利用終了時のアンケー

卜調査を行った。令和V年度利用終了者の機能訓練PS名、生活訓練QR名の合計RV名のう

ち、長期間の利用休止、入院等で利用再開が見込めず終了となった方、定期通所が前年度中

に終了した方を除く? 、当事者RO名と利用者家族QR名の合計TR名をアンケート対象とした。

このうち利用者QV名、利用者家族QO名の合計SV名から回答をいただき、アンケート回収

率はWWM VONOであった。

利用者アンケート回答者QV名の内けービス利用に満足している」という設問に対して「よ

くあてはまるG PVH i M ? 「あてはまるG XH i との回答があり、利用に満足しているという結果

の割合はXUM R。NOとなった。また、利用者家族に対する「サービス利用に満足しているj と

いう設問に対して「よくあてはまるG PTH 」、「あてはまるひH 」との回答があり、利用に満
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足しているという結果の割合はXOM ODとなった。アンケート回収が行えた利用者QV名と利

用者家族QO名の合計SV名中SS名から「利用に満足しているi との回答をいただいた結果、

今年度の利用者満足度はXRM UDと目標のWTD以上の利用満足度を達成することができた。

高次脳機能障害者等への相談支援延べ件数は、RK ? ni l 件で目標のQK WOO件を達成した。専

任の支援コーディネーターQ名体制で医療機関からの退院支援要請など丁寧かつ迅速な対

広ができたと思われる。市外からの相談もあり、特に他府県で発症し退院後塀市での地域生

活の再開に向けた支援依頼におレ、ては、医療機関とテレビ会議システムを用いたカンファ

レンスを行うなど早期からの丁寧な支援介入が行えており、当事者M ご家族の安心につなが

っている。

研修会M 勉強会の参加者数は支援者向け研修会R回と当事者M ご家族M 市民向け講演会P

回の合計S回の支援普及研修会と、PW回の出張勉強会を合わせて延ぺWUP人となり目標の

UOO人を大き〈上回ることができた。オンデマンド配信は、参加者が都合の良い日時に視聴

できるという利点があり、支援普及を広く行う手法として有効であると考えられる。一方で
従来の支援普及研修会が目的としていた地域におけるネットワークづくりの機会は減少し

ており、開催形態として大きく様変わりしている側面も見られた。今後の開催にあたっては

研修内容や対象者の属性に応じて、より効果的な方法を選択し実施していく必要があると
考えます。

PQ月には高次脳機能障害者支援法が成立し令和W年S月P日施行となった。本法にお

いて定められた「高次脳機能障害者支援センターj の業務としては、「相談支援及び情報提

供、専門的な支援、研修の実施等、普及啓発及び全国協謙会への参加等j と、これまで支援

拠点機関として行ってきた内容となっている。PS年間のノウハウを最大限に活かしながら、

次年度も法の趣旨に則った質の高レ、高次脳機能障害者支援に取り組んでいきたレ�〇
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R施設利用状況
G PH プールの使用状況

ア専用使用G コース専用含むH
S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

障害の
ある方

PW歳未満? O O O O O O P O O O O O P

PW歳以上? O O O O U U P O O O O O PR

小計h ? O O O O U U Q O O O O O PS

介理者 O O O O PO PT S O O O O O QX

障害の
ない方

PW歳未満? O O O O O O O O O O O O O

PW歳以上? O O O O O O O O O O O O O

小計h ? O O O O O O O O O O O O O

PW歳未満? O O O O O O P O O O O O P

合計 PW歳以上 O O O O PU? h ? QP T O O O O O SQ

合計h ? O O O O PU QP U O O O O O SR

使用数 O O O O R R P O O O O O V

稼働率 OM OD? h ? OM OD? h ? OM OD? h ? O力％? h ? QM XD? h ? QM XD? h ? PM PD? h ? OM OD? h ? OM OD? h ? O力％? h ? OM OD? h ? O力％ OM UD

イ共用使用
S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月 P月 Q月 R月 合計

障害の
ある方

PW歳未満 UQ UV POW PUS QPR XT UO TO TW RQ TR XU PK OTW

PW歳以上? PK QWX? PK ROV? PK TWQ? PK TWR? PK TRO? PK RSW? PK PVS? PK POW? PK PSP? PK OTW? PK OXU? PK PSV? |l TK RUR
小計h ? PK RTP? PK RVS? PK UXO? PK VSVPブSR? PK SSR? PK QRS? PK PTW? PK PXX? PM OXO? PK PSX? PK QSR? PPUK SQP

介謎者 QXU? ROR? RXS? SWS? TOX? RVQ? ROW? QVV? QUQ? QVQ? QUW? ROV SK OTQ

障害の
ない方

PW歳未満? QOT? QVP? RUV? TVX? TWR? QWP? PRP? PRV? PPT? PPO? PST? PXS? h ? RK PPW
PW歳以上? URO? VWX? XVT? PM POUt ? PK PTV? |? PK OQW? |? VTX? VSQ? UPV? UUS? USX? VRT? h ? XK WTP

小計 WRT PK OUO? PK RSQ? PK UWT? PK VSO? PK ROX? WXO WVX VRQ VVS VXS XQX? PPQK XUX
PW歳未満 QUV RRW SVT VSR VXU RVU PXP PWV PVR? PSQ PXW QXO SK PVU

合計 PW歳以上? QK QPT? QK RXX? QK XTP? RK PVR? RK PXU? QフSW? QK QSP? QK PQV? QK OQO? PK XXS? QK OPR? QK PWX? PQXK QUU
合計 QK SWQ? QK VRV? RK SQU? RK XPU? RK XXQ? RK PQS? QK SRQ? QK RPS? QK PXR? QK PRU? QK QPP? QK SVX? |RRK SSQ

G QH 体育室の使用状況
ア専用使用

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP月 PQ月 P月 Q月 R月 合計

障害の
ある方

PW歳未満? SP RS ST VO XS RQ RQW QU RV RV VP PQU XSP

PW歳以上? QUW? QTO? RPV? RPS? QXW? QSP? PK VUW? |? QTS? QVR? QQO? SUT? QSX? h ? SK XPV
小計h ? ROX? QWS? RUQ? RWS? RXQ? QVR? |? QK OXU? |? QWO? RPO? QTV? TRU? RVT? TK WTW

介護者 UR SV TR RU ST RR XX SR PRS? TT UV? PSS WPX

障害の
ない方

PW歳未満? PPX? WV? PSQ? QUV? PWQ? PPV? PSP? PQR WQ PST? PWT? QVW PK WUW

PW歳以上? QVO? QSW? RUW? SUO? RVW? QVQ? PK POO? h ? RSQ? RPW? SOV? TUQ? STX? h ? TK PWS
小計h ? RWX? RRT? TPO? VQV? TUO? RWX? PK QSP? SUT? SOO? TTQ? VSV? VRV? VK OTQ

PW歳未満? PUO? PQP? PWV? RRV? QVU? PSX? SUX? PSX PPX PWQ QTU SOS QK WOX

合計 PW歳以上? UOP? TST? VRW? WPO VQP TSU? QK XUV URX VQT UWQ PK OXSP? WTQ? PPOK XQO
合計h ? VUP UUU XQT PM PSV XXV UXT RK SRU VWW WSS WUS PK RTOP? PK QTUPPRM VQX

使用枠数 VV WS VU WQ WW VX XQ WS VV VS WP WO XVS

稼働率 VVM WD WOM WD VRM PD VWM WD WSM UD VらOD WWM TD WルOD WPM PD? l ? VVM PD? P? WSM SD VSM PD WOM OD
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イ共用使用
S月h ? T月h ? U月h ? V月 W月 X月PPO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月 合計

障害の
ある方

PW歳未満h ? O O O O Q O P O O P P P U

PW歳以上? RX SU SV RX RP RU QU RU RS SU SQ QWF ? STO

小計 RX SU SV RX RR RU QV RU RS SV SR QX? h ? STU

介護者 PO V V U PO V W PO PS PP W X POV

障害の
ない方

PW歳未満? QO QP PR SS SO RP PW PW PT QS RT QS? ROR

PW歳以上? PU QP PT PW QQ RS QP PX PW PT PO PU? QQT

小計 RU SQ QW UQ UQ UT RX RV RR RX ST SO TQW

PW歳未満h ? QO? h ? QP PR SS SQ RP PX PW PT QT RU QT? ROX

合計 PW歳以上? UT VS UX UR UR VV TT UT UU VQ UO TR? VWQ

合計 WT XT WQ POV POT POW VS WR WP XV XU VW PK OXP

G RH トレーニング室の共用使用状況
S月 T月 U月 V月 W月h ? X月 PO月PPP月 PQ月h P月h ? Q月 R月h 合計

障害の
ある方

P? W歳未満 P Q R S W Q P P P P R QW

PW歳以上? PK OWQ? |? PM OTV? |? PK OVV? |? PK OXV? |? PK POT? |? PK OWT? |? XTV? XTS? XTO? XTX? PK OPOH ? PK PPW? |PQK STP
小計h ? PM OWRP? PK OTX|? PK OWO|? PK POP? PK PPR|? PK OWU? |? XTX? XTT? XTP? XUO? PK OPP|? PK PQP? PPQM SVX

介理者 QOW? QQX? QUR? QTQ? QVQ? RPQ? QRO? QOO? QPO? QQO? PXR? QRR? QK WQQ

障害の
ない方

PW歳未満h ? O R S Q Q T S Q O O U Q RO

PW歳以上 QSX QVR? h ? QVU? |? QTP QTU? |? QQW QOP? h ? QVR QOQ? h ? QTP? h ? QUU QTT? |? QK XWH

小計 QSX QVU? QWO? QTR QTW? QRR QOT? h ? QVT QOQ? h ? QTP? h ? QVQ QTV? RM OPP

PW歳未満 P T V U PO U U R P P V T TW

合計 PW歳以上? PK TRX? |? PK TTX? |? PM UPU? |? PK UOO? |? PM URR? |? PK UQT? |? PK RWW? h ? PM SQV? |? PK RUQ? h ? PK SRO? h ? PM SUX? |? PK UOU? PPWM QTS
合計h ? PM TSOt ? PK TUS|? PK UQR? |? PK UOU? |? PM USR? |? PK URP? PM RXS? |? PM SRO? |? PK RUR? |? PK SRP? PK SVU? |? PK UPP? PPWK RPQ

G SH 研修室等の使用状況

ア大研修室の専用使用状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月PPO月PPP月h PQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

h 使用数 UP SV UP TQ TP SX UO UP TR UP ST RQ? |? URR

h 使用者数 UWP? TSX? VQR? UPO? SXV? VQT? VSV? VUO? UXT? UQX? TPX? RXW? PVK TRR

h 稼働率 TOM WD? h ? RVM XD? h ? TOM WD? h ? SPM XD? h ? SPM PD? h ? SOM WD? h ? SWM SD? h ? TOM WD? t ? SQM VD? h ? SXM QD? h ? SOM QD? h ? QTM WD? h ? SRM SD

イ研修室̀の使用状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月PX月PPO月h PP月h PQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

h 使用数 UO TQ UW TS TQ TX TW SO UT SS SV TO? |? USX

h 使用者数 RSQ QTO? h ? RWS QVS QTO? h ? ROR? h ? QTW? h ? QVX RQW QXW QSW? QXT? |RK TOX

h 稼働率 TO力％? SPM XD? TUM VD? SRM TD? SPM XD? SXM QD? SUM WD? RRM RD? TQM SD? RTM TD? SQM OD? SOM RD? SSM TD

ウ研修室aの使用状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月i PO月PPP月PPQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

h 使用数 RO RW SX SU RQ SQ SV SX RS RR SP RV? SVW

h 使用者数 PSQ? h ? PSP? h ? PUV? h ? PXO? h ? POV? h ? PTS? h ? PXT? h ? PWV? h ? PQT? h ? PQV? h ? PPP? h ? POU? PPM VTQ

h 稼働率 QTM OD? h ? ROM UD? h ? S〇M WD? h ? RVM PD? h ? QTM WD? h ? RTM OD? h ? RVM XD? t ? SOM WD? h ? QVM SD? h ? QUM UD? h ? RUM UD? h ? QXM WD? h ? RQM WD
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ェ研修室fの使用状況

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 Pぐ PQ月 P月 Q月 R月 合計

使用数 RT RU SQ RS RP SR SS SV RP RS SQ RQ? h ? STP

使用者数 PSW? h ? PTV? |? PUQ? h ? PWR? h ? POV? h ? PTT? h ? QOT? h ? PTR? h ? POX? h ? PPW? |? H RQ? h ? PPW? PPM VSV

稼働率 QXM QD? h ? QXM OD? h ? RTM OD? h ? QVM SD? h ? QTM OD? h ? RTM WD? h ? RTM TD? h ? RXM QD? h ? QTM OD? h ? QVM SD? h ? RVM TD? h ? QTM WD? h ? RPM OD

才研修室cの使用状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月h PO月h PP月h PQ月h P月PQ月h ? R月h 合計
使用数 TH TT US TR SQ SS UT SU UR SR TO SV? h ? UQR

使用者数 QOU PXO QSR PXV PWR PUO QOR PUX QPR PTW PWS? QPW? |QK RQS

稼働率 SQM TD? SSM SD? TRM RD? SQM VD? RRM XD? RUM VD? TQM SD? RWM RD? TOM WD? RSM VD? SSM UD? RVM XD? SQM VD

カクッキングルームの使用状況

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 Pぐ PQ月 P月 Q月 R月 合計

使用数 PR PX QQ V PS PU X PQ PX PU QR PW? h ? PWW

使用者数 SS TU? h ? POT SR VV XP SR UO SU TU XQ WT? VXW

稼働率 P〇M WD? h ? PTM RD? h ? PWM RD|? TM UD? PPM RDP? PRM RD|? VM RD? POM OD|? PTM RD|? PQM XD|? QOM TDH ? PSM TD@ ? PQM XD

キクラフトルームの使用状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月h ? X月h ? PO月 ！び PQ月h P月h ? Q月PR月h 合計

使用数 SS SS SS SQ RX SP RX SO SV RR RV SR? |? SXR

使用者数 PQW? h ? PVV? h ? PUV? h ? PUU? h ? PTU? h ? PSX? h ? PTR? h ? PUP? h ? PUR? h ? PRS? h ? PSO? h ? PSP? PPM WRT

稼働率 RUM VD? h ? RTM TD? h ? RUM VD? h ? RRM XD? h ? RPM TD? h ? RSM QD? h ? RPM TD? h ? RRM RD? h ? RVM XD? h ? QUM UD? h ? RRM OD? h ? RSM VD? h ? RRM WD

ク大研修室、研修室 ¿̀ c、クッキングルーム、クラフトルーム諸室全体の使用状況

S月h ? T月h ? U月h ? V月h ? W月PX月PPO月 Pび PQ月h P月h ? Q月h ? R月h 合計

使用数 QXS? QXP? RTO? QWW? QUP? QXS? RQQ? QXT? RPQ? QUS? QWT? QTX? PRK TPT

使用者数 PK UXP? PPK TQO? PPK XTP? PPM UUR? P? PK RVV? h h プRV? h ? PK WOS? PPK VUXPPぷVX? PPM TQO? PPK SQU? PPM RUP? PPXM SXW

稼働率 RTM OD? |? RRM TD? |? SPM VD? h ? RRM QD? h ? ROM PD? h ? RTM OD? |? RVM PD? h ? RTM PD? h ? RTM XD? h ? ROM SD? |? RUM SD? |? QXM WD? h ? RSM SD

ケ諸室新規団体の使用状況

S月 T月 U月 V月 W月 X月 PO月 PP� PQ月 ！月 Q月 R月 合計

使用数 S O P P P P O Q O O Q R PT

G TH 目標と実績

指標 目標値 実績値

施設使用者数 PPSM OOÒ WUK PPT
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G UH 施設使用状況の総括
M スポーツセンターの使用者数はUUK UPV人G 前年比XVM ? TDH

内訳は、以下のとおり。
プール専用使用
プール共用使用
体育室専用使用
体育室共用使用
トレーニング室

SR人G 前年比QXDH

RRK SSQ人G 前年比XW。NOH

PRK VQX人前年比POUDH

しOXP人G 前年比XO。N›H

kWK RkQ人G 前年比XQDH
開館日数が前年よりもk日少ないため、体育室の専用利用以外は減少した。
プールについては、驚忙期のW月、X月、PO月は前年よりも増加傾向になったが、季節
の変わり目のS月、U月、け月が減少傾向になったため前年比を下回った。
トレーニング室については、障害者大人、障害者小人の利用が減少していろため全体の

利用数に影響した。

M 大研修室、研修室 M̀ aM fM c、クッキングルーム、クラフトルームの使用者数は
z XK SXW人G 前年比XUM SDH
内訳は以下のとおり。
大研修室? VK TRR人G 前年比z け％H
研修室 ?̀ RK TOX人G 前年比WSDH
研修室a? しVTQ人G 前年比WODH
研修室ǀ? PK ? VSV人G 前年比WQONOH
研修室c? QK RQS人G 前年比POTDH
クッキングルームVXW人G 前年比XWDH
クラブトルームPM WRT人G 前年比XSDH

施設使用者数では、WUM PPT人G 前年比QM WD減H であった。目標に対する達成率は、VTM TD
となった。
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S指定管理者の目標の逢成及ぴ自己評価並ぴに管理業務の総括
G c目標の達成状況

指標・目標 実績

適正な管理運営

の確保═
有責事故発生件数O件 有責事故発生件数O件

利用者サービス
の向上への取り

組み

利用者アンケート調査の満足度
回答者のWTD以上が『とても良い』

『良い』

利用者アンケート調査の満足度
回答者のWUM QDが『とても良レ、』『良
レP

市民交流センタ

一の事業成果

交流イベントの参加者数

年間RK OOO人以上

文化芸術M レクリェーション教室
延ぺ参加者数年間VWO人以上

交流イベントの参加者数
年間QK RTV人
文化芸術M レクリェーション教室
延べ参加者数年間XRW人

生活リハビリテ

ーシヨンセンタ

一の事業成果

センター利用者満足度WT? D以上
センター訓練利用者数UK WOO回以

上

センター利用者の満足度XRM UD
センター訓練利用者数TK PVP回

G QH 自己評価並びに管理業務の給括
ア適正な管理運営の確保について

›評価に至った具体的な理由G 成果と課題H
・令和V年度の施設管理や事業運営にっいては、塀市立健康福祉プラザ指定管理業務仕様

書及び基本事業計画書や令和V年度事業計画書に基づき実施するとともに、利用者のみ
なさまには、安全M 安心に利用していただけるよう努めた。また、施設の保守点検等に
より、設備M 備品の破損箇所がないかを確認する等、利用者のみなさまの安全を最優先
に施設維持管理に努めた。

M 有責事故件数は、O件で目標を達成できたG gQS～gQXY O件SgROY P件F ql Y O件ぐqQY
R件ぐqRY Q件きqS? Y R件ぐqT～qVY O件H 。
・施設使用者数G 共用使用M 専用使用H はWUK PPT人で、令和V年度の目標のz PSK ? OOO人
を達することができなかった。諸室の稼働率は、令和U年度RQM QDから令和V年度RSM SD
となりQD上がった。引続き、機関紙や動画を配信し目標達成に努めていきたい。

・施設維持管理業務に関しては、来館者が安全かつ安心して利用できるよう「予防保全i
を基本として、管理基準をもとに市民交流センターが、全体業務のコントローラーとな
り、受託業者と連携を図りながら効率的かつ効果的に施設維持管理を行った。

›課題への対応策等
・常に利用者目線での施設運営を心がけるとともに、職員の資質、専門性の向上を図るぺ

く研修に取り組む。個人情報の漏えいを防止するため、引き続き毎年研修に取り組む。
また、健康福祉プラザ運営協議会や共同防火管理協議会の開催、合同消防訓練の実施等

L UXL



を通じて、ブラザ全体の危機管理M 安全管理体制の維持・向上を図る。
職員が一丸となってプラザの安全管理に取り組むことにより、当共同事業体の責に帰す
る事故等の免生を防止する。
過去z S年間の実績やノウハウ等を活かし、事業の充実や適切な施設維持管理に務める。
電気、ガス、水道の使用量にっいては、前年度比、電気：約QD増加、カズ：約け％増
カロ、水道：約PM SD増加となった。使用料金では前年度より、電気料金は約XQ万円の増
カロ、ガス料金約QT万円の増加、上下水料金は約QR万円増加した。引き続き休憩時間中
の消灯など電気節減にプラザ全体で取り組む。
平成QX年S月から「塀市手話言語M コミュニケーション条例j 、令和S年T月から「障
害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策椎進法j 、令和U年S月から「改正
障害者差別解消法」が施行されている。当施設の設置目的や役割等から、障害のある方
とない方が効果的に相互理解、障害者理解を深められるよう合理的配慮としてP階玄関
に音声案内機を設置し、利用者の方々にk階ェントランスホールの催し物の案内等のお
知らせなどを行った。

イ利用者サービスの向上への取り組みについて

›評価に至った具体的な理由G 成果と課題H
M 令和V年度の利用者アンケート調査の結果は、満足度WUM QDで目標値のWTDを達成で

きた。回答数はPXT件で、昨年よりkQQ件の減少、一昨年よりW件の減少となった。回
答数の減少は、配布数の減少が要因と考えられる。アンケート協力の呼びかけを強化し、
回答数の増加に努めていぎたい。

M 利用者満足度調査、文化M 芸術M スポーツ教室等の参加者アンケート、利用者からの苦
情M 要望等から利用者ニーズや課題等を把握・分析し改善に取り組む。

›課題への対だ策等
M 利用者アンケートの実施や意見箱の設置により引ぎ続きプラザ全体のニーズ把握並ぴに

施設運営の改善に役立てる。また、利用者との日頃からのコミュニケーションを通じて、
生の声をお伺いすることを重視し、引き続ぎ利用者ニーズの把握に努める。

M 利用者サービスの質や満足度の向上につながるよう職員研修等を通じて、職員の専門性
や支援技術等の向上に努め、業務改善・事業等の充実に積極的に取り組んでいく。また、
日頃から親切、丁寧な対応を心掛け、公平M 公正な施設運営に努めるとともに、よりぎ
め細やかなサービスの提供に向け、プラザー九となって取り組んでいく。

M 苦情や要望等を申し出しやすいよう、来館、電話、e ẁM 電子メール、意見箱の投書等の
様々な方法により受け付けろ。

M 共同事業体センター長会議において、苦情内容を共有し速やかに原因分析を行い、対応
方針を検討する。また、苦情内容や苦情対応方法等をプラザ運営協議会を通じて、プラ
ザの全職員に周知することにより、プラザ職員が一九となって再発防止、サービス向上
に取り組んでいく。

M 共同事業体の広報委員会を中心に、イベントや教室などの募集情報や結果報告を、塀市
広報、プラザホームベージやしh md等で効率的に発信していき、プラザの認知度を高めて
レ、し
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ウ収支の実績について

›評価に至った具体的な理由G 成果と課題H

M 令和V年度の事業費の支出額は、ガス使用量の増加等により、前年度より約PPW万円増

加した。また、人件費の支出額は、最低賃金の上昇や給与改定等で人件費が上昇したこ

とから前年度より約しSRO万円増加した。収入においては、施設利用料収入が約RV万円

増加した。また、生活リハビリテーションセンターの訓練等給付費収入が、利用者減少

により、約TTO万円滅少した。全体としては、約しWVS万円の赤宇決算となった。

›課題への対応策等

☁ 第R期指定管理期間も基本計画書及び年度事業計画書に基づき、これまでの実繕やノウ
ハウを活かしながら、「利用者サービスの向上j と「安定的な事業運営j に重点を置き、
適切かつ効率的な事業運営に取り組む。

M 利用者の快適な利用空間を確保しながら、積極的に節電M 節水M 省ェネルギーに取組む
ことにより、使用量及び光熱水費の節減に努める。なお、空調管理については、設定温
度の一元化を基本としつつ、利用者や職員にとって、快適に過ごせる環境となるよう柔
軟な対応を行う。

・設備機器類のメンテナンスを計画的に実施することにより、施設維持における耐用年数
の伸長に取り組む。

M 最低賃金が每年上がるため人件費が每年増加している。また、原油価格高騰等により光
熱費が毎年上がり続けていろことが、赤字決算の要因となっている。引続き、支援金等
について所管課と協議を進める。
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社会福祉法人名社会福祉法人揮市社会福祉事業団

資金収支計算書
G 自H 令和V年S月z 日G 至H 令和W年R月RP日

第P号第P様式

G 単位Y 円H

勘定科目 予算G H̀ 決算①H 差異G H̀ L G aH

事
業
活
動
に
i Y
る
収
支

収

̀

障害福祉サービス等事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入

PK UWUK WVVK OOO

QTOK OOO
PK OQVK OOO

PK UWTK XWWK RWW
XPK QVT

RQTK UQP
PK TQSK RSQ

WWWK UPQ
L XPK QVT
L VTM UQP

L SXVK RSQ
事業活動収入計G PH PK UWWK PTSK OOO PM UWVK XQXM UQU QQもRVS

支

出

人件費支出
事業費支出
事務費支出
支払利息支出

PK PSPK POVK OOO
QTSK OPPK OOO
RTしSRSK OOO

TQQK OOO

PK PPXK X〇VK RQR
QSOK XOXK RTP
RSOK POもWVT

TPXK WTW

QPK PXXK UVV
PRK POPK USX
PPK RQXM PQT

QK PSQ
事業活動支出計G QH PK VSVK OVSK OOO PK V〇PK SSPK S〇V STK URQK TXR

事業活動資金収支差額G RH ¥G l H L G QH L TWK XQOK OOO L PRK TPPK VWP L STK S〇WK QPX
収
̀

施
設
整
備
等
に
i Y
る
収
支h 施設整備等資金収支差額G UH ¥G SH L G TH

施設整備等収入計G SH

支

出

固定資産取得支出
ファイナンス・リース債務の返済支出

l K ? PPXK 〇O〇
UK QSもOOO

PK PPWK RV〇
UK QSPK PWQ

URO

QK WPW

施設整備等支出計G TH VK RURK 〇OO VK RTXK TTQ RK SSW
L VK RURK OOO L VK RTXK TTQ L RK SSW

そ
の

他
の

活
動
【こ
�じ
ろ
収
支

収
̀

積立資産取崩収入 XPK TRXK OOO XPK URRK VQS L XSK VQS
その他の活動収入計G VH XPK TRXK OOO XPK URRK VQS L XもVQS

支

出

積立資産支出 RRK QWWK 〇O〇 RRK QTPK QPT RUK VWT

その他の活動支出計G WH RRK QWWK OOO RRM QTPM QPT RUK VWT
その他の活動資金収支差額G の¥Y ⑦̃? G の TWK QTPK OO〇 TWM RWQM TOX L PRPK TOX

予備貴支出G kの

当期資金収支差額合計ひl H ¥G RH JG UH JG XH L G POH L WK ORQK OO〇 RVK TPPK ? PVU? h ? L STK TSRK PVU

前期末支払資金残高G PQH RPしOTUK OO〇 RPPK OTUK RWS L RWS
当期末支払資金残高G PPH JG PQH RORK OQSK OOO RSWK TUVK TU〇 L STK TSRK TU〇

L ? VQL
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社会揺祉法人名社会福祉法人塀市社会德社斯彙団

法人本部拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月h g? G 至H 令和W年R月RPa

第P号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 予算G H̀ 決算ほH 差異G H̀ L G aH

収

̀

受取利息配き金収入
受取利息配当金収入

その他の収入
雑收入

QTOK OOO
QTOK OOO
RVOK OOO
RVOK OOO

RQTK UQP
RQTK UQP
RXOK UVU
RXOK UVU

L VTM UQP
L VTK UQP
L QOM UVU
L QOK UVU

斯業活動収入計G kH UQOM OOO VPUM QXV L XUK F

事

業

活

動

に

i Y

ろ

収

支

支

出

人件貴支出
役員報酬支出
職員給料支出
職員賞与支出
非常勘職員給与支出

非常励職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職共済掛金支出

法定福利廣支出
事務毅支出

揺利厚生資支出
旅貴交通從支出
餌務消耗品毀支出
印刷製本貴支出
修繕從支出
通信運搬提支出
業務委託廣支出
手数料支出
保晚料支出
拷借料支出
土地・建物黄借料支出
租税公媒支出
保守料支出
渉外殺支出
諸会叙F 支出
車柄資支出
雑支出

支払利息支出
支私利息支出

SXK QOUK OOO
UK RTSK OOO

PXK WUQK OOO
VK SQWK OOO
WK VQRK OOO
VK PSもOOO
しTVXK OOO

QWTM OOO
QWTK OOO

UK TTもOOO
WK XTWK OOO

PXTK OOO
TOK OOO

XSOK OOO
UTM OOO

SRQM OOO
PVSM OOO

PK TUUM OOO
WOOK OOO

PK ROWK OOO
PRもOOO

QK UOOK OOO
QRK OOO

RUQK OOO
z OK OOO
XRK OOO

PTUK OOO
TOK OOO

PUXK OOO
PUXK OOO

SWK WQQK OXP
UK RPXK WOO

PXK UOWK WWS
VK SQVK SQO
WK VOWK QVO
VK PQXK RVO
PK TVWK XOO

QWTM OOO
QWTK OOO

UK SVQK VPV
VK OWWK QWR

PUSK XTO
PXK TXO

RWUK RVP

UOK PXU
PK TSXK TRW

UPSK RXS
PK QVQK SOO

WQM OOT
QK RTWK UPW

XK UOO
RSOK UOQ

WOK OOO
POQK OPX
SWK OOO

PUWK WUP
PUWK WUP

RWRK XOX
RSK QOO

QTRK PPU
TWO

PSK VRO
PSK URO

POO

WしQWR
しWUXK VPV

ROM OTO
ROK SPO

TTRK UQX
UTK OOO

SRQK OOO
PPRK WOS
PUK SUQ

PWTK UOU
RTK UOO
TしXXT

QSしRWQ
PRM SOO
QしRXW
POK OOO
PRK OOO
TRK XWP

QK OOO
PRX

PRX

事業活励支出計G QH TWK RRRK OOO TUK OVXK QRT QK QTRK VUT
事業活⑩資金収支差額G RH ¥G PH L G QH L TVK VPRK OOO L TTM RUQK XRW L QK RTOK OUQ

施
設
整
備
等
【こ
ǀ¢ ǀ
る
収
支

収
̀ 施設整備等収入計G SH

支

K F i j i

固定資産敗得支出
器具及び備品取得支出

ファイナンス・リース廣Y ほの返済支出
ファイナンス・リース債務の返済支出

PK PPXK OOO
しPPXK OOO
QK XWOK OOO
QK XWOK OOO

PK PPWK RVO
PK PPWK RVO
QK XVXK RRX
QK XVXK RRX

URO
URO

UUP

UUP

施設堅備等支出計G TH SK OXXK OOO もOXVK VOX しQXP

施設整備等資金収支差額G UH ¥G SH L G TH L もOXXK OOO L SK OXVK VOX L PK QXP

そ
の

他
の

活
動
に
上
る

収

̀

糊立資産取崩収入
経営安定化積立資産取崩収入

拠点区分間操入金収入
拠点区分問繰入金収入

っぼみ園拠点区分間綠入金収入
もず園拠点区分間繰入金収入
能康福祉フF ラサF 拠点区分操入金収入

WPK OOOK OOO
WPK OOOK OOO
USK TRTK OOO
UもTRTK OO〇
SOM XQXM OOO
QOK TSRK OOO

RK OURK OOO

WPK OOOK OOO
WPK OOOK OOO
USK TRTK OOO
UもTRTK OOO
SOK XQXK OOO
QOK TSRK OOO

RK OURK OOO
その他の活動収入計びH PSTM TRTK OOO PSTK TRTK OOO

支 積立資産支出 VSUM OO〇 VSTK PVP WQX

L ? VT? L



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

法人本部拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月Pa? G 至H 令和W年R月Rぽ

第P号第S横式

G 単位Y ? el H

勘定科目 予算G H̀ 決算G aH 差異G H̀ L G aH
収
支

出 退職給付引当資産支出 VSUK OOO VSTK PVP WQX

その他の活動支出計G の VSUK OOO VSTK PVP WQX

その他の活動資金収支差額G XH ¥けH L G WH PSSK VWXK OOO PSSK VWXK WQX L WQX

予備貴支出G Pの

当期資金収支差額合計G PPH ¥ひH JG UH JG XH L G l の WQK XVVK OOO WTK RQXK PWQ L QK RTQK PWQ

前期末支払資金残高G PQH PXVK TPOK OOO PXVK TOXK XPT WT

当期末支払資金残高G PPH JG kQH QWOK SWVM OOO QWQK WRXK OXV L QK RTQK OXV

L ? VU? L



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福秘事業団

っぼみ園拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第P号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 予算G H̀ 決算①H 差異G H̀ L G aH

収

̀

事

業

活

動

Sこ

よ

る

収

支

障害福祉サービス等事業収入
障害児施設給付費収入

障害児通所給付錄収入
障害児相談支援給付費収入

利用者負担金収入
診療所収入

診療報酬収入
診療所利用者負担金収入

その他の事業収入
協定料収入
受託事業収入G 公費H

経常経貴寄附金収入
経常経廣寄附金収入

その他の収入
受入研修費収入
講師派遣収入
雑収入

TXRK OXSK OOO
PSXK OVしOOO
PSOK UTUK OOO

WK SkTK OOO
PK WOXK OOO

QXK QOTK OOO
QVK PWPK OOO
QK OQもOOO

SPRK OOXK OOO
SPQK XOVK OOO

POQK OOO

RUUK OOO
QPOK OOO
PQUK OOO
ROK OOO

TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
PK WXXK QUX

ROK PTPK PTV
QVK XWVM TXV
QK PURK TUO

SPRK OVもOOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

SWOK RQO
QTPK XUO
PRWK RUO
XOM OOO

L SK OOWK 〇RX
L QK XOUK UPR
L QK WOOK XVS

L POTK URX
L XOK QUX

L XSUK PTV
L WOUK TXV
L PRXK TUO

L UTK OOO

L UTK OOO
L QOK URV
L QOK URV

L PPもRQO
L SPK XUO
L PQK RUO
L UOK OOO

事業活動収入計G PH TXRK SUOK OOO TXVK UOQK XXU L もPSQK XXU

支

出

人件費支出
職員給料支出
職員賞与支出
非常勤職員給与支出

非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業毀支出

給食費支出
医薬品費支出
診療・療養等材料貴支出
保健衛生資支出
保育材料黄支出
水道光熱錬支出
保険料支出
賃借料支出
教育指導費支出
車輔費支出
雑支出

事務費支出
福利厚生貴支出
職員被服費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出
燃料費支出
修繕費支出
通信遥搬費支出
広報費支出
業務委託費支出
手数料支出
賃借料支出
租税公課支出
保守料支出
諸会費支出
雑支出

SPPK UUUK OOO
QOTK RWTK OOO
UXK UVOK OOO
WOK WTSK OOO
QVM SVしOOO
TRK RWRK OOO
QK VTTK OOO
QK VTTK OOO

TRK OOQK OOO
WTK WQSK OOO
UK RUOK OOO

TRTK OOO
VSOM OOO
QVXK OOO

しUWRK OOO
PTK RXVK OOO

UQVK OOO
TXM WXOM OOO

PQしOOO
PRQM OOO
UOM OOO

SRK TXVK OOO
PK XXXK OOO

PQSM OOO
QTRK OOO
RPWK OOO

PK RPWK OOO
POK OOO

UK OOOK OOO
PK WTVK OOO
PK QXUK OOO

PWK RRもOOO
QK OSPK OOO

TQQK OOO
WWK OOO

WK XOもOOO
SXRM OOO
SOK OOO

SOQK WTもQPV
PXXK RSOK QQQ
UXK UUXK ROP
VWK WOPK XWS
QUK UOSK XUS
TQK PXVK OQO

QK VTTK OOO
QK VTTK OOO

TQK QWVK VPO
WRK RRQK USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PもXVRK QSP

UQSK TVQ
TWK VXSM OSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXM WPT
PK VPもOPW

URK VWO
QQもQTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
しUQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQK WVV

SQPK TTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

WK WPPK VWR
UK OSもVVW

UXX

QK OTQK OPU
WUUK ORU

PK PWTK XWO

VPSK QXO
QK SXPK RTS

RUXK VVU
QTOK WOX
TQK UWV
TWM UWV
WSK PPS

SQRK VTX
QM SQW

PK OXTK XTW
VTK OOO
PWK PRU
UOK OOO

QK QOVK PWT
QWもXWQ
UOM QQO
QWM VTO

POWM URO
URPK TQQ

POM OOO
PVUM PQS
QQXK SSX
UXK PVO

PTVM XRO
QVWK PQR
POOK SSS

PTK OOO
PPM USP
TK QOO

SOK OOO

VV
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社会福社法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

っぼみ園拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月ぽG 至H 令和W年R月Rk日

第P号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 予算G H̀ 決算G aH 差異G H̀ L G aH
支払利息支出

支払利息支出
PRSM OOO

PRSK OOO
PRRK RQU

PRRK RQU

UVS

UVS
事業活動支出計G QH TSPK QQPK OOO TQVK VPOK OOS PRK TPOK F

事業活動資金収支差額ひH ¥G l H L G QH TQK QRXK OOO UXK WXQK XXQ L PVK UTRK XXQ
収
̀

施
設
整
備
等
i Z
ǀt
る
収
支h 施設整備等資金収支差額G UH ? �? G SH ? L ? G TH

施設盤備等収入計G SH

支

出

ファイナンス・リース漬務の返済支出
ファイナンス・リース債務の返済支出

PK QTOK OOO
PK QTOK OOO

PK QSXK RVO
PK QSXK RVO URO

施設整備等支出計G TH PK QTOK OOO PK QSXK RVO URO
L PK QTOK OOO L PK QSXK RVO L URO

そ
の

他
の

活
動
もこ
i Y
る
収
支

収
̀

積立資産敗崩収入
自主事業積立資産取崩収入

UTOK OOO
UTOK OOO

UTOK OOO
UTOK OOO

その他の活動収入計G VH UTOK OOO UTOK OOO

支

出

積立資産支出
退職給付引当資産支出
自主事業積立資産支出

拠点区分間緣入金支出
拠点区分間繰入金支出

本部拠点区分緣入金支出

PもVSPM OOO
PもO^もOOO

UUVK OOO
SOK XQXK OOO
SOK XQXK OOO
SOK XQXK OOO

PもVRXK TTW
PもOVQK TTW

UUVK OOO
SOK XQXK OOO
SOK XQXK OOO
SOK XQXK OOO

PK SSQ
しSSQ

その他の活動支出計G WH TTK UVOK OOO TTK UUWK TTW PK SSQ
その他の活動資金収支差額G XH ¥ひH L G の L TTK OQOK OOO L TTK OPWK TTW L PK SSQ

予備費支出ひの

当期資金収支差額合計G PPH ¥ひH JG UH JG XH L G l の L SM ORPK OOO PRK UQTK OUS? |? L PVK UTUK OUS

前期末支払資金残高G PQH RPK TQXK OOO RPK TQXK USQ L USQ
当期末支払資金残高G PPH JG PQH QVK SXWK OOO STK ? PTSK VOU? |? L PVK UTUK VOU

L ? VWL



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

もず園拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

予算G H̀
UPPK WUQK OOO
QPWK UQPK OOO
QOXK SWOK OOO

XK PSPK OOO
QK TTWK OOO

QTK OVPK OOO
QRK QXRK OOO

PK VVWK OOO
RUTK UPQK OOO
RUTK RUUK OOO

QSUK OOO

PPOK OOO
POK OOO

POOK OOO
UPPK XVQK OOO
TORK TRXK OOO
QUしWWSM OOO
XOM RUWM OOO
VXK UXTK OOO
QPK TWQK OOO
TWK PPRK OOO

VQTK OOO
UK OQQK OOO
QK OVXK OOO
RK XSRK OOO

UもWSTK OOO
XRK TVTK OOO
WK RUOK OOO

RRWK OOO
PK POWK OOO

QROK OOO
QK STXK OOO

PPK PXPK OOO
XVWM OOO

UWK TPTK OOO
RTK OOO

PWPK OOO
PWOK OOO

RVK QWQK OOO
QK TUXK OOO

WWM OOO
QORK OOO
SWRK OOO

PK RVRK OOO
QK VSPK OOO
PK VOSK OOO
PK XSSK OOO

PSK STRK OOO
QK TXUK OOO
しPWSK OOO

VRK OOO
VK RTWK OOO

SVRM OOO

第P号第S様式

G 単位Y 円H

決算G aH 差異G H̀ L G aH
UOVK VXTK WVP
QPQK XSQK RQV
QOPK XQXK UTO

PPK OPQK UVV
QK SPVK SVU

QUK VWPK OUW
QもVRSK XOW

QK OSUK PUO
RUTK UTTK OOO
RUTK RUUK OOO

QWXK OOO
VOK URW
VOK URW

RWSK TOO
QRRK WWO
TVK OOO
XRK UQO

SK OUUK PQX
TK UVWK UVR
VK TTOK RTO

L PK WVPK UVV
PSOK TQS

L PK VPOK OUW
L PK SSPK XOW

L QUWK PUO
L SRK OOO

L SRK OOO
L VOK URW
L VOM URW

L QVSK TOO
L QQRK WWO

L TVK OOO
UK RWO

UOWK QTPK OOX
SXRK UXWK RTV
QTTK TRRK PQT
XOK RUVK PWS
VVM PPSM RTP
QPK SSXK RSR
TTK UUTK OOW

VQSK QWP
TK XWWK XRS
QK OSUK SRS
RK XSQK TOO

URK XVOK SWQ
WXK VVRK UOP
VK SXQK UQV

QQWK SUT
PM POVK SWS

PSTM SVV
QK QWRK SVS
XK WOPK TSS

XVTK USW
UVK RVRK XTW

QUK OOO
PTWK XUS
PVXK XUO

RUM QOPK VRV
QK POQK TOO

SXK QRO
PSXK QOO
QWVK ROO

PK RVOK QQR
QK VSOK QTQ
PK TVPK SQQ
PK XSRK VOO

PもSRTK SRS
QK TOOK RRR
PK PUXK UVQ

VQK UOO
VK RTVK OVP

STQK WOO

RK VQOK XXP
XK WSOK USR
UK RTOK WVT

WPU

QK TWOK USX
PRムUTV

QK SSVK XXQ
VPX

RRK OUU

RQK TUU
TOO

WVSK TPW
RK WOPK RXX

WUVK RVR
POXM TRT

TPU

WもTQR
PVTK TQU

PK RWXK STU
QK RTQ

PK PSPK OSQ
XK OOO

QQM ORU
SO

PK OWOK QUR
SUUK TOO

RWM VVO
TRK WOO

PXTM VOO
QK VVV

VSW

PRQK TVW

ROO

PVK TUU
XTK UUV
kもRQW

SOO

XQX

QOK QOO
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等
支
支
支
?
支
?
支
支
支
支
費
支
支
?
出
?
一

一
動
一
支
支
員
職
約
費
支
支
済
貴
出
支
養
費
費
貴
出
出
費
出
?
資
費
費
費
品
出
費
出
廣
出
出
支
出
出
一

活
出
料
与
職
勤
契
員
付
金
共
利
出
支
費
療
生
料
熱
支
支
導
支
出
生
服
通
究
耗
支
搬
支
託
支
支
課
支
支

入
一
塞
支
給
賞
動
常
期
職
給
職
職
福
支
資
品
M
衛
材
光
料
料
指
費
出
支
厚
被
交
研
消
費
運
費
委
料
料
公
料
費
一

収
一
事
一
費
員
員
常
非
短
遣
職
退
退
定
費
食
薬
療
健
育
道
険
借
育
斬
支
費
利
員
費
修
務
繕
信
報
務
数
借
税
守
会
一

雑
件
職
職
非
?
派
退
?
法
業
給
医
診
保
保
水
保
賃
教
車
雑
務
福
職
旅
研
事
修
通
広
業
手
賃
租
保
諸

二
人
?
事
?
事

入収–
?
■
レ

負
入
じ
入
収

入
者
収
入
収
金
入

収
用
業
入
収
金
附
収
入

酬
利
事
収
業
附
寄
入
費
収

報
所
の
料
事
寄
費
収
修
遣

療
療
他
定
託
費
経
の
研
派

診
診
の
協
受
経
常
他
入
師

そ
?
常
経
の
受
講

経
そ

入

支

収

る

s
L
G

に

動

活

業

事

算
一

予
一

h
?
入

目
一
入
?
収

収
入
貴

科
業
入
収
付

一
事
収
費
給

定
一
等
貴
付
援
入

ー
ス
付
給
支
収

勘
ビ
給
所
談
金

h
h
設
通
相
担
入

ー
サ
施
児
兄
負
収
一

一
祉
児
害
害
者
所
M

一
福
害
障
障
用
療
一

一
害
障
?
利
診

障

収



社会福祉法人名j 土会福祉法人塘市社会福祉事業団

もず園拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月Pg? G 至H 令和W年R月RP日

第P号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 予算G H̀ 決算G aH 差異G H̀ L G aH
雜支出

支払利息支出
支払利息支出

SOM OOO
PSUM OOO
PSUM OOO

PSもXRR
PSもXRR

SOM OOO
PK OUV
PK OUV

事業活動支出計G QH URSK TSQK OO〇 UPXK WPWK UQW PもVQRK RVQ
事業活動資金収支差額びH ¥G PH L G QH L QQK TVOK OOO L PPK TUVK UPX L PPK OOQK RWP

収
̀

施
設
整
備
等
【こ
よ
る
収
支? 施設整備等資金収支差額G UH ¥G SH L G TH

施設整備等収入計G SH

支

出

ファイナンス・リース漬務の返済支出
フアイナンス・リース債務の返済支出

PK RRTM OO〇
PK RRTK OOO

PK RRもPRP
PK RRSK PRP

WUX

WUX

施設整備等支出計ほH PM RRTM OOO PK RRSK PRP WUX
L PM RRTM O〇O L PK RRSK PRP L WUX

そ
の

他
の

活
動
Sこ
i Y
る
収
支

収

̀

積立資産取崩収入
退職給付引当資産取崩収入
自主事業積立資産取崩収入

RK OWVK OOO
QK OVWK OOO
PM OOXM OOO

RK 〇TTK SRS
QK OSUK SRS
PK OOXK OOO

RPK TUU
RPK TUU

その他の活動収入計G VH RK OWVK OO〇 RK 〇TTK SRS RPK TUU

支

出

積立資産支出
退職給付引当資産支出
自主事業積立資産支出

拠点区分間繰入金支出
拠点区分問繰入金支出

本部拠点区分繰入金支出

PQK QRもOOO
PPM QVVM OOO

XTVK OOO
QOM TSRM OOO
QOK TSRK OOO
QOM TSRM OOO

PQK QOOK S〇R
PPK QSRK SOR

XTVK OOO
QOK TSRK OOO
QOK TSRK OOO
QOK TSRK OOO

RRK TXV
RRK TXV

その他の活動支出計けH RQK VVVK OOO RQK VSRK SOR RRK TXV
その他の活動資金収支差額G XH ¥G VH ? ��晳? G WH L QXK UXOK OOO L QXK UWVK XUX L QM ORP

予備費支出G Pの

当期資金収支差額合計G PPH ¥ぴH JG UH JG XH L G l の L TRK TXTK OOO L SQK TWXK VPX L PPK OOTK QWP

前期末支私資金残高けQH UQK XVRK 〇〇〇 UQK XVQK X〇P XX
当期末支払資金残高G PPH JG PQH XK RVWK OOO QOK RWRK PWQ L PPK OOTK PWQ

L ? WO? L



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

健康福祉プラザ拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月Pa? G 至H 令和W年R月RP日

第P号第S様式

G 単位Y 円H

施

勘定科目 予算G H̀ 決算G aH 差異G H̀ L ①H

l |w

入

障害福祉サービス等事業収入
自立支援給付費収入

訓練等給付費収入
利用者負担金収入
特定費用収入
その他の事業収入

協定料収入
その他の事業収入

その他の収入
受入研修費収入
講師派遣収入
雑収入

SWPK XQPK OOO
SXK OPQK OOO
SXK OPQK OOO
UK QVPK OOO

WK OOO
SQUK UROK OOO
SQUK PRVM OOO

SXRK OOO
PWPM OOO
PRXK OOO
SQM OOO

SWしOXOM SVW
SWK VWQK RXX
SWM VWQK RXX

UK OVOK TVP
PRK SUT

SQUK QQSK OSR
SQTK VTPK XVR

SVQK OVO
QUWK WSU
QQTK SSO
SQK WOO

UOU

WROK TQQ
QQXK UOP
QQXK UOP
QOOK SQX
L TK SUT

SOTK XTV
RWTK OQV

QOK XRO
L WVK WSU
L WUK SSO

L WOO
L UOU

事業活動収入計G PH SWQM POQM OOO SWPK RTXK RQS VSQK UVU事業活動収入計G PH SWQM POQM OOO SWPK RTXK RQS VSQK UVU

支

出

事業活動支出計G QH TPQK XVWK OOO SXVK WRRK TSO PTK PSSK SUO
事業活動資金収支差額ひH ¥G PH L G QH L ROK WVUK OOO L PUK SVSK QPU L PもSOしVWS

施 収

勘定科目 予算G H̀ 決算G aH 差異G H̀ L ①H

収

̀

事

業

活

動

【こ

i Z

る

収

支

障害福祉サービス等事業収入
自立支援給付費収入

訓練等給付費収入
利用者負担金収入
特定費用収入
その他の事業収入

協定料収入
その他の事業収入

その他の収入
受入研修費収入
講師派遣収入
雑収入

SWPK XQPK OOO
SXK OPQK OOO
SXK OPQK OOO
UK QVPK OOO

WK OOO
SQUK UROK OOO
SQUK PRVM OOO

SXRK OOO
PWPM OOO
PRXK OOO
SQM OOO

SWしOXOM SVW
SWK VWQK RXX
SWM VWQK RXX

UK OVOK TVP
PRK SUT

SQUK QQSK OSR
SQTK VTPK XVR

SVQK OVO
QUWK WSU
QQTK SSO
SQK WOO

UOU

WROK TQQ
QQXK UOP
QQXK UOP
QOOK SQX
L TK SUT

SOTK XTV
RWTK OQV

QOK XRO
L WVK WSU
L WUK SSO

L WOO
L UOU

事業活動収入計G PH SWQM POQM OOO SWPK RTXK RQS VSQK UVU

支

出

人件貴支出
職員給料支出
職員賞与支出
非常勤職員給与支出

非常勤職員給与支出
短期契約職員給与支出

退職給付支出
退職金支出
退職共済掛金支出

法定福利費支出
事業費支出

給食費支出
保健衛生貴支出
教養娯楽貴支出
水道光熱廣支出
燃料費支出
消耗器具備品費支出
保険料支出
貸借料支出
教育指導盤支出
車輔費支出
報償費支出

事務黄支出
福利厚生費支出
旅費交通費支出
研修研究費支出
事務消耗品費支出
修繕費支出
通信運搬費支出
広報費支出
業務委託費支出
手数料支出
保険料支出
賃借料支出
租税公課支出
保守料支出
配分金支出
諸会費支出

支払利息支出
支払利息支出

PVUK UXUK OOO
WXK SSもOOO
RPK TSXK OOO
QTK TTもOOO
UK RRPK OOO

PXK QQRK OOO
WK UTTK OOO
UK WOQK OOO
PK WTRK OOO

QPK SXSK OOO
VSK UPQK OOO

PK WXWK OOO
PORK OOO

PK ROQK OOO
UWK PUQK OOO

TOK OOO
RRK OOO

VRもOOO
PPOK OOO
QVTK OOO
PWOM OOO

しVUTK OOO
QUPK TXVK OOO

TROK OOO
QVVK OOO
QQVK OOO

PK WPTK OOO
WK TOOK OOO
QK TRSK OOO

WWQK OOO
RXK PXSK OOO

しQUWK OOO
PTQK OOO

PK WSTK OOO
UOK OOO

XK TPWK OOO
PXもVTTK OOO

SOK OOO
VRK OOO
VRK OOO

PVSK TRQK UTW
WVK VWXK VOQ
RPK TSVK VPO
QTK RORK TVW
UK RROK UOO

PWK XVQK XVW
WK UTRK VXO
UK WOPK QXO
PK WTQK TOO

QPK QRVK WVW
UVK WORK POS

PM WORK QXR
POQM SPT

PK QRVK TST
UしVQVK PVR

VRRK OPO
PPOK OOO
QVPK VVT
PQUK UXX

PK UXPK PXS
QTTK SQTK OSO

SVSK RQO
PSOK WQO
PWWK XSU

PK OUVK VUT
VK WRVK QTW
PK XVTK SPO

VTQK OWQ
RWK UVXK OWO

PK OSOK VOU
PRPK OWO

PK RVRK WOW
TXM OOO

XK SSPK XVS
PXQK QQRK TXP

RXK QOO
VQM VRW
VQK VRW

QK PURK RSQ
PK UTSK QXW

PK QXO
QTOK SQQ

SOO

QTOK OQQ
PK QPO

VPO
TOO

QTUK PQQ
UK WOWK WXU

XもVOV
TWT

USK STT
UK SRSK WQV

TOK OOO
RRK OOO

XXO

RK QQT
TRK ROP
VRK WOU

UK PVPK XUO
TTK UWO

PRUK PWO
RWK OTS

VSVK QRT
UUQK VSQ
TTWK TXO
PQXK XPW
TPSM XQO
QQVK QXS
QOK XQO

SVPK PXQ
PK OOO

VUK OQU
QK TRPK SOX

WOO

QUQ

QUQ

事業活動支出計G QH TPQK XVWK OOO SXVK WRRK TSO PTK PSSK SUO
事業活動資金収支差額ひH ¥G PH L G QH L ROK WVUK OOO L PUK SVSK QPU L PもSOしVWS

施 収

WP

一
出

出
一
支

出

出•

出•

出

出
出
出
支

支
支
支
費

出支

出•費fl
叩

出
出
出

支
支
支

出
出
支

出
支
与
?
出

支
与
給
?
支

与
給
員
?
金
出

出
出
給
員
職
出
出
掛
支

支
支
員
職
約
支
支
済
費
出
貴
貴
廣
出
備
出
出
盤
出
出
費
費
費
品
出
費
出
費
出
出
出
支
出
出
出
出
支
一
動

出
料
与
職
勤
契
付
金
共
利
出
支
生
楽
熱
支
具
支
支
導
支
支
出
生
通
究
耗
支
搬
支
託
支
支
支
課
支
支
支
支
息
活

支
給
賞
勤
常
期
給
職
職
福
支
費
衛
娯
光
費
器
料
料
指
費
費
支
厚
交
研
消
費
運
費
委
料
料
料
公
料
金
費
息
利
一
業

凝
員
員
常
非
短
職
退
退
定
費
食
健
養
道
料
耗
険
借
育
輔
償
黄
利
費
修
務
繕
信
報
務
数
険
借
税
守
分
会
利
払
一
事

一
件
職
職
非
?
退
?
法
業
給
保
教
水
燃
消
保
貸
教
車
報
務
福
旅
研
事
修
通
広
業
手
保
賃
租
保
配
諸
払
支

一
人
?
事
?
事
?
支
一

支

収

る

s
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に
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業

事



♥福祉法人名社会福祉法人���会福祉事業団

健康福祉プラザ拠点区分資金収支計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第P号第S様式

G 単位：円H

勘定科目 予算G H̀ 決算ほH 差異G H̀ L ①H
施設整備等収入計G SH設入

整
備
等
t こ
i Y
る
収
支h 施設整備等資金収支差額G UH ¥G SH L G TH

支

出

ファイナンス・リース漬務の返済支出
ファイナンス・リース債務の返済支出

UVXK OOO
UVXK OOO

UVWK RSQ
UVWK RSQ

UTW
UTW

施設整備等支出計G TH UVXK OOO UVWK RSQ UTW

L UVXK OOO L UVWK RSQ L UTW
そ
の

他
の

活
動
【こ
¡¢ ǀ
る
収
支

収

̀

積立資産取崩収入
退職給付引当資産取崩収入
事業研究積立資産取崩収入

UK WOQK OOO
UK WOQK OOO

UK XQWK QXO
UK WOPK QXO

PQVK OOO

L PQUK QXO
VPO

L PQVK OOO
その他の活動収入計G VH UK WOQK OOO UK XQWK QXO L PQUK QXO

支

出

積立資産支出
退職給付引当資産支出

拠点区分間緣入金支出
拠点区分間緣入金支出

本部拠点区分緣入金支出

TK TUVK OOO
TK TUVK OOO
RK OURK OOO
RK OURK OOO
RK OURK OOO

TK TUUK OWR
TK TUUK OWR
RK OURK OOO
RK OURK OOO
RK OURK OOO

XPV

XPV

その他の活動支出計かH WK UROK OOO WK UQXK OWR XPV
その他の活動資金収支差額G XH ¥びH L G WH L PM WQWM OOO L PK VOOK VXR L PQVK QOV

予備錬支出G Pの

当期資金収支差額合計G ·H ¥G RH JG UH JG XH L G l の L RRK RWRK OOO? |? L PWK WTRK RTP? |? L PもTQXK USX

前期末支払資金残高G PQH PXK OSもOOO? PXK OSRK XQU VS
当期末支払資金残高G PPH JG PQH L PもRRXK OOO PXOK TVT? h ? L PもTQXK TVT

L ? WQ? L



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

事業活動計算書
G Ã H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第P横式

G 単位Y 円H

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増減G H̀ L ①H
L � 収

益
障害福祉サービス等事業収益
経常経費寄附金収益

しUWTK XWWK RWW
XPK QVT

PK UPRK OUVK XTX
TOM OOO

VQK XQOK SQX
SPM QVT

サービス活動収益計G PHビ

ス

活
動
増
減
の

部? サービス活動増滅差額ひH ¥G PH L G QH

しUWUK OVXK UUR PK UPRK PPVK XTX VQK XUPK F

費

用

人件費
事業費
事務費
減価償却毀

しPSTM PQOK WPS
QSOK XOXK RTP
RSOK POもWVT

PRK OQQK VPP

PK OXTK QRもRWQ
QRXK RSQK TST
RRVK QQOK PXW

PRK OUUK RVP

SXK WWUK SRQ
PK TUUK WOU
QK WWもUVV

L SRK UUO

サービス活動費用計G QH PK VRXK ? PTVK VTP? PK UWSK WURK SXU TもQXもQTT
L TRK OVWK OWW L VPK VSTK TRV PWK UUVK SSX

L �
h

ビ

ス

活
動
外
増
減
の

部

収
益

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益

RQTK UQP
PK TQSK RSQ

PTK QPO
しRXUK RWQ

RPOK SPP
PQVK XUO

サービス活動外収益計G SH PK WSXK XUR PK SPPK TXQ SRWK RVP

費

用

支払利息 TPXK WTW STWK VVU UPK OWQ

サービス活動外黄用計G TH TPXK WTW STWK VVU UPK OWQ
サービス活動外増減差額G UH ¥G SH ? ��? G TH PK RROK POT XTQK WPU RVVK QWX

経常増滅差額びH ¥ひH JG UH L TPK VSVK XWR L VOM VXQK VQP PXK OSもVRW
特
rF H
増
減
の

部

収
益 特別収益計G WH
費
用

固定資産売却損・処分損 U L U

特別費用計G XH U L U
特別増減差額G Pの¥G のL G の L U U

当期活動増滅差額G PPH ¥G VH JG POH L TPK VSVK XWR L VOK VXQK VQV PXK OSもVSS
繰
越
活
動
増
減
差
額
の

部

前期繰越活動増減差額G PQH QSXK SQVK UVV RQOK TSもSOS L VPK PPUK VQV
当期末繰越活動増滅差額G PRH ¥G PPH JG PQH PXVK UVXK UXS QSXK VTPK UVV L TQK OVPK XWR
基本金敗崩額G PSH
その他の積立金取崩額G PTH WQK VWUK OOO PM URUK OOO WPK PTOK OOO
その他の積立金積立額G PUH PM UQもOOO PK XUOK OOO L RRUM OOO

次期繰越活動増減差額G PVH ¥G PRH JG PSH JG PTH L G PUH QVWK WSPK UXS QSXK SQVK UVV QXK SPSK OPV

WR? L
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社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

法人本部拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S様式

G 単位：円H

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増滅G H̀ L G aH
収
益 サービス活動収益計G PH

¿ �¿

h

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

費

用

人件費
役員報酬
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定福利費
事務費

福利厚生費
旅費交通費
事務消耗品貴
印刷製本費
通信運搬費
業務委託費
手数料
保険料
賃借料
土地M 建物賃借料
租税公課
保守料
渉外費
諸会費
車輔費
雑費

減価償却費
減価償却費

SXK QRWK QUQ

UK RPXK WOO
PXK UOWK WWS
TK PQUK SQO
QK SQUK OOO
WK ? USしQVO
VK PQXK RVO
PK TPPK XOO
しOROK PVP

QWTK OOO
VSTK PVP

UK OWTK VPV
VK OWWK QWR

PUSK XTO
PXK TXO

RWUK RVP

UOK PXU
PK TSXK TRW

UPもRXS
PK QVQK SOO

WQK OOT
QK RTWK UPW

XK UOO
RSOK UOQ

WOK OOO
POQK OPX
SWK OOO

XK TVPK PPS
XK TVしPPS

SWK VROK WWQ
UK ORTK QOO

PXK SXRK WXX
SK UWOK TWO
QK VTTK OOO
XK PORK PQO
UK TQVK PQO
QK TVUK OOO

TWOK STS
QVRK OOO
ROVK STS

UK OWQK UQX
VK OXXK SOW

PSQK XOO
ROK RWO

RSUK PSX
TQK WOO
VXK PXS

PK STもWQW
TUもPRQ

PK QWRK URO
VPK XRT

QK RWRK XVV
ROM QOO

RPRK XPV
POK OOO
WOK OOO

PWVK RUU
UWK OOO

XK WQSK QSV
XK WQSK QSV

TOVK RWO
QWもUOO
PPSK XWT
SSTK WSO

L RQXK OOO
L SUしWTO
UOQK QTO

L しOUSK ? knn
SSXK VPV

PQK OOO
SRVK VPV

RK OWW
̃PしPQT

QQK OTO
L POK VXO

SOK QQQ
L TQM WOO
L PWK XXW
XSK VPO
TOK QUQ

L PしQRO
POK OVO

L QTK RTX
L QOK UOO
QUK UWT

L POK OOO

L WTK RSV
L QOK OOO

L QTRK PRR
L QTRK PRR

サービス活動費用計G QH UTK WXVK UTX UTK UTSK TRV QSRK PQQ
サービス活動増減差額G RH ? ¥¥? G PH L G QH L UTK WXVK UTX L UTK UTSK TRV L QSRK PQQ

サ

ビ
ス

活
動
外
増
減
の

部

収

益

受取利息配当金収益
受取利息配当金収益

その他のサービス活動外収益
雑収益

RQTK UQP
RQTK UQP
RXOK UVU
RXOK UVU

PTK QPO
PTK QPO

RWUK SWO
RWUK SWO

RPOK SPP
RPOK SPP

SK PXU
SK PXU

サービス活動外収益許G SH VPUK QXV SOしUXO RPSK UOV

費

用

支払利息
支私利息

PUWK WUP
PUWK WUP

POXK OWV
POXK OWV

TXK VVS
TXK VVS

サービス活動外費用計G TH PUWM WUP POXK OWV TXK VVS
サービス活動外増滅差額G UH ? ¥¥? G SH ? ��Ù? G TH TSVK SRU QXQK UOR QTSK WRR

経常増減差額びH ¥ひH JG UH L UTK RTOK QQR L UTK RUしXRS PPK VPP

収

益

拠点区分間繰入金収益
拠点区分間繰入金収益

っぼみ園拠点区分間繰入金収益
もず園拠点区分間繰入金収益
健康福祉ヂラデ拠点区分繰入金収益

特
別
増
減
のh 費h 固定資産売却損・処分損

UもTRTK OOO
USK TRTK OOO
SOK XQXK OOO
QOK TSRK OOO
RK OURK OOO

QOK OXUK OOO
QOK OXUK OOO
VK SRTK OOO
XK USUK OOO
RK OPTK OOO

SSK SRXK OOO
SSK SRXK OOO
RRK SXSK OOO
POK WXVK OOO

SWK OOO
特別収益計G の USK TRTK OOO QOK OXUK OOO SもSRXK OOO

U L U

L ? WU? L



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

法人本部拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S横式

G ボ位Y 円H
勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増滅G H̀ L G aH

部 用 器具及び備品売却損・処分損 U L U
特別費用計G XH U L U

特別増減差額G Pの¥G WH L G の USM TRTK OOO QOK OXTK XXS? SSK SRXK OOU
当期活動増滅差額G PPH ¥びH JG l の L WPTK QQR L STK QUTK XSOP? SSK STOK VPV

繰
越
活
動
増
減
差
額
の

部

前期繰越活動増減差額G PQH QPしPSWK RXU QTUK SPもRRU? L STK QUTK XSO
当期末繰越活動増滅差額G PRH ¥G kPH JじQH QPOK RRRK PVR QPしPSWK RXU L WPTK QQR
基本金取崩額G PSH
その他の積立金取崩額G PTH WしOOOK OOO WしOOOK OOO

経営安定化積立金取崩額 WしOOOK OOO WしOO〇K OOO
その他の積立金積立額G PUH

次期操越活動増減差額G PVH ¥G PRH JG PSH JG PTH L G PUH QXしRRRK PVR QPしPSWK RXU WOK PWSK VVV

L WVL



♥福社法人名社会福祉法人耶市社会福祉事業団

っぽみ園拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S様式

G 単位：円H

L ¢ �

収

益

障害福祉サービス等事業収益
障害児施設給付費収益

障害児通所給付黄収益
障害児相談支援給付費収益

利用者負祖金収益
診療所収益

診療報酬収益
診療所利用者負担金収益

その他の事業収益
協定料収益
受託事業収益G 公費H

経常経費寄附金収益
経常経費寄附金収益

TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
PK WXXK QUX

ROK PTしPTV
QVK XWVK TXV

QK PURK TUO
SPRK OVSK OOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOM URV

TPRK WXVK VSV
PSWK VQSK XTT
PSOK XVOK PRS

VK VTもWQP
しURUK XXT

QXK SQTK QST
QVK QTPK OXT
QK PVもPTO

RRもPPOK TTQ
RRRK XTOK TTQ

PUOK OOO

WRK QOSK QXQ
RK QTQK UTW
QK SWUK WSO

VUTK WPW
QUQK QVS
VQTK XPQ
VRUK TOQ
L POK TXO

VWK XURK SSW
VWK XTUM SSW

VK OOO
QOK URV
QOK URV

サービス活動収益計G PH TXVK PQQK UVU TPRK WXVK VSV WRK QQSM XQX

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

費

用

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付廣用
退職共済掛金
退職給付引当金緣入

法定福利提
事業費

給食費
医薬品費
診療・療養等材料費
保健衛生費
保育材料毀
水道光熱廣
保険料
賃借料
教育指導費
軍輔費

事務費
福利厚生毀
職員被服費
旅資交通費
研修研究毀
事務消耗品費
燃料費
修繕費
通信運搬費
広報黄
業務委託貴
手数料
賃借料
租税公課
保守料
諸会費

滅価償却費
滅価償却我

SPVK UXSK VVT
PXXK RSOK QQQ
SVM QRUM ROP
QWK VTPK OOO
VVK ? h rnK ? XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTK OOO

PものQK TTW
SWM RTWM VPO
WRK RRQK USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PSK XVRK QSP

UQSK TVQ
TWK VXもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
PK VPSK OPW

URK VWO
QQもQTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
PK UQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQM WVV

SQPK TTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
PK QXOK QXU

SOWK TOWK PTX
PXTK SWXK UVO
SWK PWTK QVR
QVK XWRK OOO
VTK QSRK WTV
QXK VRPK SPV
STK TPQK SSO
PRK ROTK UQW
QK URXK OOO

POK UUUK UQW
SWK ROOK VRP
WQK XXSK ROR
UK PSUK ROQ

RRUK TTV
VOOK STP
POWK XVP

PK TQTK ROR
PTK RSUK WWO

UOQK XSX
TWK OSPK WVQ

UWK TSW
PPUK SVO

SPK XXWK RQR
PM VSVK TPU

PSUK PWO
QOUK TOO
QVXM WOO

PK OSもPRR
UK QOV

TK UQRK TTQ
PK UVUK TUS

UPUK TUP
PXK TXXK VVO

PK SUOK VVV
SSRK OOX

VRK UOO
WK UQUK RTS

SSVK WOO
しRQOK UVU
PK RQOM UVU

XK PWUK UPU
RK WTOK TTQ
L XSWK XVQ
VUWK OOO

PK XRVK PQV
L SK QWSK STR

UK QQPK TWO
RK TQPK XRO

PPUK OOO
RK SOTK XRO

TVM XVX
RRWK RSR

L PTUK OVW
L TQK RUU
L PRK PRW
PPPK RSQ
VRK TWR

L RVRK URX
QPK UQR

VTQK PVO
L QQK TSW
L QK UOU

L UOWK TOW
L RRK SXW
L WQK SOO

PVK VTO
L VOK SRO

L RTVK UTT
L UK QOV

QOOK RQS
L SXK OPR
UPOK QUX

L PK SQRK VOO
ROQK POO
L QPK STR

L UOO
QUUK OOT
SOK OOO

L ROK RWO
L ROM RWO

サービス活動黄用計G QH TSRK VOVK TRQ TRもWQPK SUP WK WWUK OVP
サービス活動増減差額ひH ¥G PH L G QH TRK SPTK PSS L QOK XQRK VPS VもRRWK WTW

サ
収

その他のサービス活動外収益
受入研修費収益

SWOK RQO
QTPK XUO

QUTK PXQ
PXVK SOO

QPTK PQW
TSK TUO

サービス活動収益計G PH TXVK PQQK UVU TPRK WXVK VSV WRK QQSM XQX

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付廣用
退職共済掛金
退職給付引当金緣入

法定福利提
事業費

給食費
医薬品費
診療・療養等材料費
保健衛生費
保育材料毀
水道光熱廣
保険料
賃借料
教育指導費
軍輔費

事務費
福利厚生毀
職員被服費
旅資交通費
研修研究毀
事務消耗品費
燃料費
修繕費
通信運搬費
広報黄
業務委託貴
手数料
賃借料
租税公課
保守料
諸会費

滅価償却費
滅価償却我

SPVK UXSK VVT
PXXK RSOK QQQ
SVM QRUM ROP
QWK VTPK OOO
VVK ? h rnK ? XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTK OOO

PものQK TTW
SWM RTWM VPO
WRK RRQK USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PSK XVRK QSP

UQSK TVQ
TWK VXもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
PK VPSK OPW

URK VWO
QQもQTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
PK UQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQM WVV

SQPK TTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
PK QXOK QXU

SOWK TOWK PTX
PXTK SWXK UVO
SWK PWTK QVR
QVK XWRK OOO
VTK QSRK WTV
QXK VRPK SPV
STK TPQK SSO
PRK ROTK UQW
QK URXK OOO

POK UUUK UQW
SWK ROOK VRP
WQK XXSK ROR
UK PSUK ROQ

RRUK TTV
VOOK STP
POWK XVP

PK TQTK ROR
PTK RSUK WWO

UOQK XSX
TWK OSPK WVQ

UWK TSW
PPUK SVO

SPK XXWK RQR
PM VSVK TPU

PSUK PWO
QOUK TOO
QVXM WOO

PK OSもPRR
UK QOV

TK UQRK TTQ
PK UVUK TUS

UPUK TUP
PXK TXXK VVO

PK SUOK VVV
SSRK OOX

VRK UOO
WK UQUK RTS

SSVK WOO
しRQOK UVU
PK RQOM UVU

XK PWUK UPU
RK WTOK TTQ
L XSWK XVQ
VUWK OOO

PK XRVK PQV
L SK QWSK STR

UK QQPK TWO
RK TQPK XRO

PPUK OOO
RK SOTK XRO

TVM XVX
RRWK RSR

L PTUK OVW
L TQK RUU
L PRK PRW
PPPK RSQ
VRK TWR

L RVRK URX
QPK UQR

VTQK PVO
L QQK TSW
L QK UOU

L UOWK TOW
L RRK SXW
L WQK SOO

PVK VTO
L VOK SRO

L RTVK UTT
L UK QOV

QOOK RQS
L SXK OPR
UPOK QUX

L PK SQRK VOO
ROQK POO
L QPK STR

L UOO
QUUK OOT
SOK OOO

L ROK RWO
L ROM RWO

サービス活動黄用計G QH TSRK VOVK TRQ TRもWQPK SUP WK WWUK OVP
トービス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH TRK SPTK PSS L QOK XQRK VPS VもRRWK WTW
その他のサービス活動外収益

受入研修費収益
SWOK RQO
QTPK XUO

QUTK PXQ
PXVK SOO

QPTK PQW
TSK TUO

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増減G H̀ L ①H

L ¢ �

収

益

障害福祉サービス等事業収益
障害児施設給付費収益

障害児通所給付黄収益
障害児相談支援給付費収益

利用者負祖金収益
診療所収益

診療報酬収益
診療所利用者負担金収益

その他の事業収益
協定料収益
受託事業収益G 公費H

経常経費寄附金収益
経常経費寄附金収益

TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
PK WXXK QUX

ROK PTしPTV
QVK XWVK TXV

QK PURK TUO
SPRK OVSK OOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOM URV

TPRK WXVK VSV
PSWK VQSK XTT
PSOK XVOK PRS

VK VTもWQP
しURUK XXT

QXK SQTK QST
QVK QTPK OXT
QK PVもPTO

RRもPPOK TTQ
RRRK XTOK TTQ

PUOK OOO

WRK QOSK QXQ
RK QTQK UTW
QK SWUK WSO

VUTK WPW
QUQK QVS
VQTK XPQ
VRUK TOQ
L POK TXO

VWK XURK SSW
VWK XTUM SSW

VK OOO
QOK URV
QOK URV

サービス活動収益計G PH TXVK PQQK UVU TPRK WXVK VSV WRK QQSM XQX

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

費

用

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付廣用
退職共済掛金
退職給付引当金緣入

法定福利提
事業費

給食費
医薬品費
診療・療養等材料費
保健衛生費
保育材料毀
水道光熱廣
保険料
賃借料
教育指導費
軍輔費

事務費
福利厚生毀
職員被服費
旅資交通費
研修研究毀
事務消耗品費
燃料費
修繕費
通信運搬費
広報黄
業務委託貴
手数料
賃借料
租税公課
保守料
諸会費

滅価償却費
滅価償却我

SPVK UXSK VVT
PXXK RSOK QQQ
SVM QRUM ROP
QWK VTPK OOO
VVK ? h rnK ? XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTK OOO

PものQK TTW
SWM RTWM VPO
WRK RRQK USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PSK XVRK QSP

UQSK TVQ
TWK VXもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
PK VPSK OPW

URK VWO
QQもQTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
PK UQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQM WVV

SQPK TTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
PK QXOK QXU

SOWK TOWK PTX
PXTK SWXK UVO
SWK PWTK QVR
QVK XWRK OOO
VTK QSRK WTV
QXK VRPK SPV
STK TPQK SSO
PRK ROTK UQW
QK URXK OOO

POK UUUK UQW
SWK ROOK VRP
WQK XXSK ROR
UK PSUK ROQ

RRUK TTV
VOOK STP
POWK XVP

PK TQTK ROR
PTK RSUK WWO

UOQK XSX
TWK OSPK WVQ

UWK TSW
PPUK SVO

SPK XXWK RQR
PM VSVK TPU

PSUK PWO
QOUK TOO
QVXM WOO

PK OSもPRR
UK QOV

TK UQRK TTQ
PK UVUK TUS

UPUK TUP
PXK TXXK VVO

PK SUOK VVV
SSRK OOX

VRK UOO
WK UQUK RTS

SSVK WOO
しRQOK UVU
PK RQOM UVU

XK PWUK UPU
RK WTOK TTQ
L XSWK XVQ
VUWK OOO

PK XRVK PQV
L SK QWSK STR

UK QQPK TWO
RK TQPK XRO

PPUK OOO
RK SOTK XRO

TVM XVX
RRWK RSR

L PTUK OVW
L TQK RUU
L PRK PRW
PPPK RSQ
VRK TWR

L RVRK URX
QPK UQR

VTQK PVO
L QQK TSW
L QK UOU

L UOWK TOW
L RRK SXW
L WQK SOO

PVK VTO
L VOK SRO

L RTVK UTT
L UK QOV

QOOK RQS
L SXK OPR
UPOK QUX

L PK SQRK VOO
ROQK POO
L QPK STR

L UOO
QUUK OOT
SOK OOO

L ROK RWO
L ROM RWO

サービス活動黄用計G QH TSRK VOVK TRQ TRもWQPK SUP WK WWUK OVP
サービス活動増減差額ひH ¥G PH L G QH TRK SPTK PSS L QOK XQRK VPS VもRRWK WTW

サ
収

その他のサービス活動外収益
受入研修費収益

SWOK RQO
QTPK XUO

QUTK PXQ
PXVK SOO

QPTK PQW
TSK TUO
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社会福祉法人名社会福祉法人堀ボ社会福祉事業団

っぼみ園拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増減G H̀ L G aH
ビ

ス

活
動
外
増
滅
の

部

益
講師派遣収益
雜収益

PRWK RUO
XOK OOO

TTK OOO
PQM VXQ

WRM RUO
VVK QOW

サービス活励外収益計G SH SWOM RQO QUTK PXQ QPTK PQW

我

用

支払利息
支払利息

PRRK RQU
PRRK RQU

PSQK RPV
PSQK RPV

L WK XXP
L WK XXP

サービス活動外費用計G TH PRRK RQU PSQK RPV L WK XXP
サービス活動外増減差額G UH ¥G SH ? L ? G TH RSUK XXS PQQK WVT QQもPPX

経常増滅差額びH ¥G RH JG UH TRM VUQM PRW L QOK WOOK WRX VSK TUQK XVV
特
別
増
滅
の

部

収
益 特別収益計G WH
費

用

拠点区分間繰入金費用
拠点区分間繰入金費用

本部拠点区分繰入金費用

SOK XQXK OOO
SOK XQXK OOO
SOK XQXK OOO

VK SRTK OOO
VK SRTK OOO
VK SRTK OOO

RRK SXもOOO
RRK SXSK OOO
RRK SXもOOO

特別齊用計G の SOK XQXK OOO VK SRTK OOO RRK SXSK OOO
特別増滅差額G Pの¥G WH L G XH L SOK XQXK OOO L VK SRTK OOO L RRK SXもOOO

当期活動増減差額G PPH ¥ひH JG Pの PQK WRRK PRW L QWK QRTK WRX SPK OUWK XVV
繰
越
活
動
増
滅
差
額
の

部

前期緣越活動増減差額G PQH RK SWTK RUS RPK VQPK QOR L QWK QRTK WRX
当期末緣越活動増減差額G PRH ¥G PPH JG PQH PUK RPWK TOQ RK SWTK RUS PQK WRRK PRW
基本金取崩額G PSH
その他の積立金取崩額G PTH UTOK OOO UTOK OOO

自主事業積立金取崩額 UTOK OOO UTOK OOO
その他の積立金積立額G PUH UUVK OOO UTOK OOO PVK OOO

自主事業積立金積立額 UUVK OOO UTOK OOO PVK OOO

次期繰越活動増減差額G PVH ¥G PRH JひSH JG PTH L G PUH PUK ROPK TOQ RK SWTK RUS PQK WPUK PRW

L WXL



社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

もず園拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月Rほ

第Q号第S様式

G 単位Y 円H

サービス活動収益計G PH UOVK WUUK TOX UPRK WQVK OPP L TK XUOK TOQ

資

用

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

派遣職員資
退職給付費用

退職共済掛金
退職給付引き金繰入

法定福利費
事業費

給食費
医藥品費
診療M 療養等材料費
保健衛生費
保育材料廣
水道光熱費
保険料
賃借料
教育指導廣
車輔費
報償費
雑費

事務費
福利厚生費
職員被服費
旅廣交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料
賃借料
租税公課
保守料
諸会費

滅価償却貴
滅価償却費

TOTK OPTK RQU
QTTK TRRK PQT
UPK ORQK PWS
RVK XVXK OOO
VTK UQTK RTP
QOK QXPK RSR
TTK RRSK OOW

VQSM QWP
PTK PWTK XOR
RK XSQK TOO

PPK QSRK SOR
TWK XRTK SWQ
WXK VVRK UOP

VK SXQK UQV
QQWK SUT

しPOVK SWS
PSTK SVV

QK QWRK SVS
XK WOPK TSS

XVTK USW
UVK RVRK XTW

QUK OOO
PTWK XUS

PVXK XUO
RUK QOPK VRV
QK POQK TOO

SXK QRO
PSXK QOO
QWVK ROO

PK RVOK QQR
QK VSOK QTQ
PK TVPK SQQ
PK XSRK VOO

PもSRTK SRS
QK TOOK RRR
PM PUXM UVQ

VQK UOO
VK RTVK OVP

STQK WOO
PK RVWK ROQ
PK RVWK ROQ

SVUK UUOK OXP
QTTK WSRK TPO
TWK QRXK UQV
RTK WTXK OOO
TPK XPVK SRP
PSK UURK RXV
RVK QTSK ORS
RK SUUK SOT

PUK ROUK TPV
RM VVUK TOO

PQK TROK OPV
TTK OQVK UOP
XOK PRRK SWT

VK TQWK VOW
RWPK VRO
VXUK TUO
PUWM SUP

QK PTPK RUU
POK PUWK QQS

XPVK RVR
UVM QRWK RRQ

RQK PRV
PRPK SUV
RWXK PUV
QQXK XUO

RQK XSXK QUQ
しWWWK ROO

RPK TQO
PUXK UUO
QOWK QOO

しPXPK SQR
QK WRUK QOW
しTSUK UTT

QXVK OOO

PもQVVK TTW
PK XTXK OXW
しOXUK RSQ

VPM SOO
UK XQRK OXW

STQK WOO
PK SOWK UWQ
しSOWM UWQ

QWK RTTK QRT
L RPOK RWT

QK VXQK TTV
QK PQOK OOO

QRK VOVK XQO
TK UQVK XSU

PWK OVXK XVS
L QK VSQK PQS
L PK PQOK UPS

PUUK OOO
L PK QWUK UPS

RK XOVK WWP
L RTXK WWS
L RUK OWP

L PTRK QUT
RPOK XQS
L QQK XWS
PRQK POW

L RUUK UWO
TWK QVT

PRTM UQU
L UK PRV
QVK SXV

L RWXK PUV
L TOK OOO

RK QTQK SVT
QPもQOO

PVK VPO
L QOK SUO

VXK POO
PVWK WOO
L XTK XTU

QSM VUV
PK USUK VOO

PTVK WVU
TSPK QRT

VRK RRO
PM QOO

SRRK XVR

L ROM RWO
L ROK RWO

サービス活動費用計G QH URQK RUWK XUU UOPK PTPK TQO RしQPVM SSU
サービス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH L QもTOQK STV PQK UVTK SXP L RVK PVVK XSW

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増減G H̀ L ①H

収

益
�

障害福祉サービス等事業収益
障害児施設給付廣収益

障害児通所給付費収益
障害児相談支援給付鼓収益

利用者負担金収益
診療所収益

診療報酬収益
診療所利用者負担金収益

その他の事業収益
協定料収益
受託事業収益G 公費H

経常経費害附金収益
経常経費寄附金収益

UOVK VXTK WVP
QPQK XSQK RQV
QOPK XQXK UTO

PPK OPQK UVV
QK SPVK SVU

QUM VWPM OUW
QもVRSK XOW
QK OSUK PUO

RUTK UTTK OOO
RUTK RUUK OOO

QWXK OOO
VOK URW
VOK URW

UPRK VVVK OPP
QPXK XWRK XOS
QPPK UUSK VRW

WK RPXK PUU
QK TRWK OWX

QTK UOTK TPW
QRK UTUK QSW

PK XSXK QVO
RUTK USXK TOO
RUTK RUUK OOO

QWRK TOO
TOM OOO
TOK OOO

L TK XWしPSO
L VK OSPK TVV
L XK VRTK OWW

QK UXRK TPP
L PQOK UPR

PK PVTK TTO
PK OVWK UUO

XUK WXO
TK TOO

TK TOO
QOK URW
QOK URW

サービス活動収益計G PH UOVK WUUK TOX UPRK WQVK OPP L TK XUOK TOQ

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

資

用

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

派遣職員資
退職給付費用

退職共済掛金
退職給付引き金繰入

法定福利費
事業費

給食費
医藥品費
診療M 療養等材料費
保健衛生費
保育材料廣
水道光熱費
保険料
賃借料
教育指導廣
車輔費
報償費
雑費

事務費
福利厚生費
職員被服費
旅廣交通費
研修研究費
事務消耗品費
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料
賃借料
租税公課
保守料
諸会費

滅価償却貴
滅価償却費

TOTK OPTK RQU
QTTK TRRK PQT
UPK ORQK PWS
RVK XVXK OOO
VTK UQTK RTP
QOK QXPK RSR
TTK RRSK OOW

VQSM QWP
PTK PWTK XOR
RK XSQK TOO

PPK QSRK SOR
TWK XRTK SWQ
WXK VVRK UOP

VK SXQK UQV
QQWK SUT

しPOVK SWS
PSTK SVV

QK QWRK SVS
XK WOPK TSS

XVTK USW
UVK RVRK XTW

QUK OOO
PTWK XUS

PVXK XUO
RUK QOPK VRV
QK POQK TOO

SXK QRO
PSXK QOO
QWVK ROO

PK RVOK QQR
QK VSOK QTQ
PK TVPK SQQ
PK XSRK VOO

PもSRTK SRS
QK TOOK RRR
PM PUXM UVQ

VQK UOO
VK RTVK OVP

STQK WOO
PK RVWK ROQ
PK RVWK ROQ

SVUK UUOK OXP
QTTK WSRK TPO
TWK QRXK UQV
RTK WTXK OOO
TPK XPVK SRP
PSK UURK RXV
RVK QTSK ORS
RK SUUK SOT

PUK ROUK TPV
RM VVUK TOO

PQK TROK OPV
TTK OQVK UOP
XOK PRRK SWT

VK TQWK VOW
RWPK VRO
VXUK TUO
PUWM SUP

QK PTPK RUU
POK PUWK QQS

XPVK RVR
UVM QRWK RRQ

RQK PRV
PRPK SUV
RWXK PUV
QQXK XUO

RQK XSXK QUQ
しWWWK ROO

RPK TQO
PUXK UUO
QOWK QOO

しPXPK SQR
QK WRUK QOW
しTSUK UTT

QXVK OOO

PもQVVK TTW
PK XTXK OXW
しOXUK RSQ

VPM SOO
UK XQRK OXW

STQK WOO
PK SOWK UWQ
しSOWM UWQ

QWK RTTK QRT
L RPOK RWT

QK VXQK TTV
QK PQOK OOO

QRK VOVK XQO
TK UQVK XSU

PWK OVXK XVS
L QK VSQK PQS
L PK PQOK UPS

PUUK OOO
L PK QWUK UPS

RK XOVK WWP
L RTXK WWS
L RUK OWP

L PTRK QUT
RPOK XQS
L QQK XWS
PRQK POW

L RUUK UWO
TWK QVT

PRTM UQU
L UK PRV
QVK SXV

L RWXK PUV
L TOK OOO

RK QTQK SVT
QPもQOO

PVK VPO
L QOK SUO

VXK POO
PVWK WOO
L XTK XTU

QSM VUV
PK USUK VOO

PTVK WVU
TSPK QRT

VRK RRO
PM QOO

SRRK XVR

L ROM RWO
L ROK RWO

サービス活動費用計G QH URQK RUWK XUU UOPK PTPK TQO RしQPVM SSU
サービス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH L QもTOQK STV PQK UVTK SXP L RVK PVVK XSW
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社会福祉法人名社会福祉法人♥j 土会福祉事業団

もず園拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 当年度決算G H̀ ? h 前年度決算G aH 増滅G H̀ L ①H
L t �

ビ

ス

活
動
外
増
滅
の

部

収

益

その他のサービス活動外収益
受入研修費収益
講師派遣収益
雑収益

RWSM TOO
QRRK WWO
TVK OOO
XRK UQO

RVTK WWW
QQRK XUO
PRQK VSO

PXK PWW

WK P
XK F

L VTK F
VSK M

サービス活動外収益計G SH RWもTOO RVTK WWW WK P

費

用

支払利息
支払利息

PSSK XRR
PSSK XRR

PTUM XTQ
PTUK XTQ

L PQK OPX
L PQM OPX

サービス活動外資用計G TH PSSK XRR PTUK XTQ L PQK OPX
サービス活動外増減差額G UH ¥G SH ? L ? G TH QRXK TUV QPWK XRU QOK URP

経常増減差額びH ¥G RH JG の L QもQUQK WXO PQK WXSK SQV L RVK PTVK RPV
特
別
増
減
の

部

収
益 特別収益計G WH
費

用

拠点区分間繰入金貴用
拠点区分間繰入金費用

本部拠点区分繰入金費用

QOK TSRK OOO
QOK TSRK OOO
QOK TSRK OOO

XK USUK OOO
XK USUK OOO
XK USUK OOO

POK WXVK OOO
POK WXVK OOO
POK WXVK OOO

特別費用計G XH QOK TSRK OOO XK USUK OOO POK WXVK OOO
特別増減差額G Pの¥G WH ? L ? G XH L QOK TSRK OOO L XK USUK OOO L POK WXVK OOO

当期活動増減差額G PPH ¥びH JG l の L SSK WOTK WXO RK QSWK SQV L SWK OTSK RPV
繰
越
活
動
増
滅
差
額
の

部

前期緣越活動増減差額G PQH QVK OSUK RTT QRK UTOK XQW RK RXTK SQV
当期末繰越活動増減差額G PRH ¥G PPH JG PQH L PVK VTXK TRT QUK WXXK RTT L SもUTWK WXO
基本金取崩額ひSH
その他の積立金取崩額G PTH PK OOXK OOO XWUK OOO QRM OOO

自主事業積立金取崩額 しOOXK OOO XWUK OOO QRK OOO
その他の積立金積立額G PUH XTVK OOO WRXK OOO PPWK OOO

自主事業積立金積立額 XTVK OOO WRXK OOO PPWK OOO

次期繰越活動増減差額G PVH ¥G PRH JG PSH JG PTH L G PUH L PVK VOVK TRT QVK OSUK RTT L SSK VTRK WXO

L ? XP? L



社会福祉法人名社会福祉法人廣市社会福祉事業団

健康福祉プラザ拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年SガPa? G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増滅G H̀ L G aH
障害福祉サービス等事業収益

自立支援給付疑収益
訓練等給付費収益

利用者負担金収益
特定我用収益
その他の事業収益

協定料収益
その他の事業収益

SWPK OXOK SVW
SWM VWQK RXX
SWK VWQK RXX

UK OVOK TVP
PRK SUT

SQUK QQもOSR
SQTK VTPK XVR

SVQK OVO

SWTK RXRK QOP
TもQUWM QSO
TもQUWK QSO

UK POTK XSV
PUK WPT

SQTK OOQK PXX
SQもTVQK TTX

SQXK USO

L もROQK VQR
L TK SWTK WSP
L TK SWTK WSP

L RTK RVU
L RK RTO

PK QQPK WSS
PK PVXK SPS

SQK SRO
サービス活動収益計G PH SWPK OXOK SVW SWTK RXRK QOP L もROQK VQR

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職絵付引当金操入

法定福利費
事業費

給食費
保健衛生貴
教養娯楽費
水道光熱費
消耗器具備品費
保険料
賃借料
教育指導費
車輔費
報償資

事務費
福利厚生費
旅費交通貴
研修研究費
事務消耗品齊
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料
保険料
賞借料
租税公課
保守料
配分金
諸会費

滅価償却費
滅価償却費

PVRK PVQK STP
WVK VWXK VOQ
QPK URTK VPO
PPK SOVK OOO
QTK RORK TVW

UK RROK UOO
PWK XVQK XVW
VK SPWK TWR
PK WTQK TOO
TK TUUK OWR

PXK UPVK WVW
UVK WORK POS

PM WORK QXR
POQK SPT

PK QRVK TST
UPK VQVK PVR

VRRK OPO
PPOK OOO
QVPK VVT
PQUK UXX

PK UXPK PXS
QTTK SQTK OSO

SVSK RQO
PSOK WQO
PWWK XSU

PK OUVK VUT
VK WRVK QTW
PK XVTK SPO

VTQK OWQ
RWK UVXK OWO

PK OSOK VOU
PRPK OWO

PK RVRK WOW
TXK OOO

XK SSPK XVS
PXQM QQRM TXP

RXK QOO
VWQK XXX
VWQK XXX

PUPK RRTK QTO
WQK TSTK RRP
PXK XTTK OOW
PPK TRQK OOO
QSK PUQK WXU
UK OSWK VRO

PWK PPSK PUU
もPWXK OQW
しXPしOOO
QK QVWK OQW

PWK XTOK XWV
UUM QPもVTV

PK VWVK UXP
WPK WVQ

PK PVQK UOX
UOK TOUK TWQ

RQK VPS
UXUK TUO
PTもOOO
PVXK XUV
PRWK SQT

しSUもRRV
QTTK PVRK QOT

SUVM POO
PWOK PTO
PXUK TSO

PK QWWK UPO
SK XOUK QSS
QK OPTK QXR

VRXK UUQ
SRK UVUK TWU

TVTK PTP
PQTK RVO

しTUSK TTR
UTK SOO

XK PVUK TWO
PXOM PTUM VUU

RXK QOO
TPQK VUU
TPQK VUU

PPK WRVK QOP
TK QSもRVP
PK UWOK VOQ
L PQTK OOO

l K ? PSOK UWQ
QWPK WVO
WTWK WPQ

RK QQXK TTT
L TWK TOO

RK QWWK OTT
UUUK WXP

PK TWWK RSV
PTK UOQ
QOK TSR
UもXRU

しQQOM TXP
L RQM VPS

RUK STO
L SSK OOO

XPK WOW
L PしVQU
QQUK WTV
QTPK WRT

VK QQO
L RXK RRO
L VK TXS

L QQOK WST
QK XRPK OPS

L RXK WWR
PQK SQO

L もXXVK TOU
SUTK TTT

TK VPO
L PXOK VST

L UK SOO
QUTK RXS

QK OUUK WQT

QVOK QRR
QVOK QRR

サービス活動費用計G QH SXVK PWRK TXS SWRK QRTK XVW PRK XSVK UPU
L ビス活動増減差額ひH ¥G l H L G QH L PUK OXRK PPU QK PTVK QQR L PWK QTOK RRX

その他のサービス活動外収益
受入研修費収益
講師派遣収益
雑収益

QUWK WSU
QQTK SSO
SQM WOO

UOU

RUWM WQQ
PTUK OWO
TVM QWO

PTTK SUQ

L XXK XVU
UXK RUO

L PSK SWO
L PTもWTU

サービス活動外収益計G SH QUWK WSU RUWK WQQ L XXK XVU
支私利息

支払利息
VQK VRW
VQM VRW

TOK SQO
TOK SQO

QQK RPW
QQK RPW

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算G aH 増滅G H̀ L G aH

収

益

障害福祉サービス等事業収益
自立支援給付疑収益

訓練等給付費収益
利用者負担金収益
特定我用収益
その他の事業収益

協定料収益
その他の事業収益

SWPK OXOK SVW
SWM VWQK RXX
SWK VWQK RXX

UK OVOK TVP
PRK SUT

SQUK QQもOSR
SQTK VTPK XVR

SVQK OVO

SWTK RXRK QOP
TもQUWM QSO
TもQUWK QSO

UK POTK XSV
PUK WPT

SQTK OOQK PXX
SQもTVQK TTX

SQXK USO

L もROQK VQR
L TK SWTK WSP
L TK SWTK WSP

L RTK RVU
L RK RTO

PK QQPK WSS
PK PVXK SPS

SQK SRO
サービス活動収益計G PH SWPK OXOK SVW SWTK RXRK QOP L もROQK VQR

L „L

ビ

ス

活

動

増

減

の

部

費

用

人件費
職員給料
職員賞与
賞与引当金繰入
非常勤職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付費用
退職共済掛金
退職絵付引当金操入

法定福利費
事業費

給食費
保健衛生貴
教養娯楽費
水道光熱費
消耗器具備品費
保険料
賃借料
教育指導費
車輔費
報償資

事務費
福利厚生費
旅費交通貴
研修研究費
事務消耗品齊
修繕費
通信運搬費
広報費
業務委託費
手数料
保険料
賞借料
租税公課
保守料
配分金
諸会費

滅価償却費
滅価償却費

PVRK PVQK STP
WVK VWXK VOQ
QPK URTK VPO
PPK SOVK OOO
QTK RORK TVW

UK RROK UOO
PWK XVQK XVW
VK SPWK TWR
PK WTQK TOO
TK TUUK OWR

PXK UPVK WVW
UVK WORK POS

PM WORK QXR
POQK SPT

PK QRVK TST
UPK VQVK PVR

VRRK OPO
PPOK OOO
QVPK VVT
PQUK UXX

PK UXPK PXS
QTTK SQTK OSO

SVSK RQO
PSOK WQO
PWWK XSU

PK OUVK VUT
VK WRVK QTW
PK XVTK SPO

VTQK OWQ
RWK UVXK OWO

PK OSOK VOU
PRPK OWO

PK RVRK WOW
TXK OOO

XK SSPK XVS
PXQM QQRM TXP

RXK QOO
VWQK XXX
VWQK XXX

PUPK RRTK QTO
WQK TSTK RRP
PXK XTTK OOW
PPK TRQK OOO
QSK PUQK WXU
UK OSWK VRO

PWK PPSK PUU
もPWXK OQW
しXPしOOO
QK QVWK OQW

PWK XTOK XWV
UUM QPもVTV

PK VWVK UXP
WPK WVQ

PK PVQK UOX
UOK TOUK TWQ

RQK VPS
UXUK TUO
PTもOOO
PVXK XUV
PRWK SQT

しSUもRRV
QTTK PVRK QOT

SUVM POO
PWOK PTO
PXUK TSO

PK QWWK UPO
SK XOUK QSS
QK OPTK QXR

VRXK UUQ
SRK UVUK TWU

TVTK PTP
PQTK RVO

しTUSK TTR
UTK SOO

XK PVUK TWO
PXOM PTUM VUU

RXK QOO
TPQK VUU
TPQK VUU

PPK WRVK QOP
TK QSもRVP
PK UWOK VOQ
L PQTK OOO

l K ? PSOK UWQ
QWPK WVO
WTWK WPQ

RK QQXK TTT
L TWK TOO

RK QWWK OTT
UUUK WXP

PK TWWK RSV
PTK UOQ
QOK TSR
UもXRU

しQQOM TXP
L RQM VPS

RUK STO
L SSK OOO

XPK WOW
L PしVQU
QQUK WTV
QTPK WRT

VK QQO
L RXK RRO
L VK TXS

L QQOK WST
QK XRPK OPS

L RXK WWR
PQK SQO

L もXXVK TOU
SUTK TTT

TK VPO
L PXOK VST

L UK SOO
QUTK RXS

QK OUUK WQT

QVOK QRR
QVOK QRR

サービス活動費用計G QH SXVK PWRK TXS SWRK QRTK XVW PRK XSVK UPU
サービス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH L PUK OXRK PPU QK PTVK QQR L PWK QTOK RRX

L �

ビ

ス

活
動
外

収

益

その他のサービス活動外収益
受入研修費収益
講師派遣収益
雑収益

QUWK WSU
QQTK SSO
SQM WOO

UOU

RUWM WQQ
PTUK OWO
TVM QWO

PTTK SUQ

L XXK XVU
UXK RUO

L PSK SWO
L PTもWTU

サービス活動外収益計G SH QUWK WSU RUWK WQQ L XXK XVU

費
支私利息

支払利息
VQK VRW
VQM VRW

TOK SQO
TOK SQO

QQK RPW
QQK RPW

XQ

収
益
費
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サ
♥
ビ
ス
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動
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ま

用
の
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部
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社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

健康福祉プラザ拠点区分事業活動計算書
G 自H 令和V年S月P日G 至H 令和W年R月RP日

第Q号第S様式

G 単位Y 円H

勘定科目 当年度決算G H̀ 前年度決算①H 増滅G H̀ L ①H
増
減
の

部

用
サービス活動外貴用計G TH VQK VRW TOK SQO QQK RPW

サービス活動外増減差額G UH ¥G SH ? ・・h ? G TH PXUK POW RPWK SOQ L PQQM QXS
経常増減差額びH ¥ひH JG UH L PTK WXVK OOW QK SVTK UQT L PWK RVQK URR

特
rF H
増
減
の

部

収
益 特別収益計G WH
費

用

拠点区分間繰入金費用
拠点区分間繰入金廣用

本部拠点区分繰入金資用

RK OURK OOO
RK OURK OOO
RM OURK OOO

RK OPTK OOO
RK OPTK OOO
RK OPTK OOO

SWK OOO
SWK OOO
SWK OOO

特別費用計④H RK OURK OOO RK OPTK OOO SWK OOO
特別増滅差額G Pの¥G のL G の L RK OURK OOO L RK OPTK OOO L SWK OOO

当期活動増減差額G PPH ¥びH JG l の L PWK XUOK OOW L TRXK RVT L PWK SQOK URR
繰h 前期繰越活動増減差額G PQH
越
活
動
増
減

VK VSVK TUQ WK VTVK XRV L PK OPOK RVT
当期末繰越活動増滅差額G PRH ¥G PPH JG PQH L PPK QPQK SSU WK QPWK TUQ L PXK SRPK OOW
基本金取崩額G PSH
その他の積立金取崩額G PTH PQVM OOO PQVK OOO

事業研究穆立金取崩額 PQVM OOO PQVK OOO
その他の積立金積立額G PUH SVPK OOO L SVPK OOO

額
の

部

事業研究積立金積立額 SVPK OOO L SVPM OOO

次期繰越活動増減差額G PVH ¥G PRH JG PSH JG PTH L G PUH L PPK OWTK SSU VK VSVK TUQ L PWK WRRK OOW

L ? XR? L
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計算書類に対する注記
別紙P

G 法人全体H
PM 継続事業の前提に関する注記

該当なし

QM

G PH

G QH

重要な会計方針
固定資産の減価償却の方法
車両運搬具、器具及び備品、ソフトウェア

定額法による。
有形リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によろ。
引当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人
福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金
過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及びせ

応する社会保険料の額を計上している。

RM 重要な会計方針の変更
該当なし

SM 法人で探用する退職給付制度
独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

探用している。

TM 法人が作成すろ計算書類等と拠点区分、サービス区分
当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。
G c

G QH

G RH

G SH

法人全体の許算書類G 会計基準省令第P号第P様式、第Q号第P様式、第R号第P様式H
社会揺祉事業における拠点区分別内訳表G 会計基準省令第P号第R様式、第Q号第R様式、第R号第R様式H

ため省略すろ。
各拠点区分におけるサービス区分の内容
①法人本部拠点区分
②つぼみ園拠点区分

ア児童発達支援事業サービス区分
イ障害児相談支援事業サービス区分

L XWL



③もず園拠点区分
ア児童発達支援事業サービス区分
イ障害児相談支援事業サービス区分

④健康福祉プラザ拠点区分
ア身体障害者福祉センター事業サービス区分
イ障害福祉サービス事業サービス区分

UM 基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
G 単位Y 円H

基本財産の種類 前期宋残高h 当期増加額h 当期減少額h 当期末残高
定期預金 TK OOOK OOO O O? TK OOOK P

合 計 TK OOOK OOO O O TK OOOK P

VM 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
該当なし

WM 担保に供している資産

該当なし

XM 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、滅価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
G 単位：円H

取得価額 滅価償却
累計額

当期末残高

車両運搬具
器具及び備品
有形リース資産
ソフトウェア

RK POWK WUX

SWK PXWK VRX

RQK OVOK TOO

RK QXTK XOO

RK POWK WUU

RWK QQSK PQT

POK TSRK WUQ

QK OUQK SRR

合 計 WUK UVもOOW? TRK XRXK QWU

R

XK XVSK UPS

QPK TQUK URW

PK QRRK SUV

RQK VRもVQQ

P? OM 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
該当なし

P? PM 満期保有目的の償券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

P? QM 関連当事者との取引の内容
該当なし
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P? RM 重要な偶発債務
該当なし

P? SM 重要な後発事象
該当なし

P? TM 合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け
該当なし

P? UM その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
純資産の状態を明らかにすろために必要な事項
リース取引に関すろ注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース資産の内容G 有形リース資産H

事業運営用サーバ機器一式、及び医事システムー式であろ
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計算書類に対する注記
別紙Q

G 法人本部H
PM 重要な会計方針
G PH 固定資産の減価償却の方法

車両運搬具、器具及び備品、ソフトウニア
定額法によろ。

有形リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

引当金の計上基準
①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人
福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を計上していろ。

②賞与引当金
過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給すろ賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

ぴ対応する社会保険料の額を計上している。

G QH

QM 重要な会計方針の変更
該当なし

RM 採用する退職給付制度
独立行政法人播祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用している。

SM 拠点が作成する計算書類等とサービス区分
当拠点区分において作成すろ計算書類等は以下のとおりになっていろ。
G c法人本部拠点計算書類G 会計基準省令第P号第S様式、第Q号第S様式、第R号第S様式H
G QH 拠点区分資金収支明細書G 別紙R? G ⑩H H は省略する。
G RH 拠点区分事業活動明細書G 別紙R? G ⑩H H はサービス区分がPつの拠点区分のため省略すろ。

TM 基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増滅の内容及び金額は以下のとおりである。
G 単位：円H

基本財産の種類 前期末残高h 当期増加額 当期滅少額 当期末残高
定期預金 TK OOOK OOO O O TK OOOK OOO

合 計 TK OOOK OOO O O TK OOOK OOO
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UM 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
該当なし

VM 担保に供している資産
該当なし

WM 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累訃額及ぴ当期末残高は、以下のとおりである。
G 単位：円H

取得価額 滅価償却
累計額

当期末残高

車雨運搬具
器具及び備品
有形リース資産
ソフトウェア

QK VWもXWO

SOK OOQK TQW

PTK QOVK TOO

QK VVVK TOO

QK VWもXVW

ROK QOVK TOU

もTUQK QTO

PK TSSK ORR

Q

XK VXTK OQQ

POK USTK QTO

PK QRRK SUV

合 計 UOK VVQK TOW RXK OXWK VUV QPK UVRK VSP

XM 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
該当なし

P? OM 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及ぴ評価損益
該当なし

P? PM 重要な後発事象
該当なし

P? QM その他社会福祉法人の資金収支及ぴ純資産増減の状況並ぴに資産、負債及ぴ
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
リース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース資産の内容G 有形リース資産H

事業運営用サーバ機器一式である
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計算書類に対する注記
別紙Q

P? �

G つぼみ園拠点区分H
重要な会計方針

G c固定資産の減価償却の方法
有形リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。
ひH 引当金の計上基準

①退職給付引当金

簡便法を採用しておりK ? 職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人
福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除レ、た金額を計上している。

②賞与引当金

過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給すろ賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及
び対応する社会保険料の額を計上している。

QM 重要な会計方針の変更
該当なし

RM 採用する退職給付制度
独立行政法人播祉医療機構の退職手き共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

採用している。

SM 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。
G Oっぼみ園拠点計算書類G 会計基準省令第P号第S様式、第Q号第S様式、第R号第S様式H
G QH 拠点区分資金収支明細書G 別紙R? G ⑩H H は省略する。
ひH 拠点区分事業活動明細書G 別紙R? G ⑩H H

①児童発達支援事業サービス区分
②障害児相談支援事業サービス区分

TM 基本財産の増減の内容及び金額
該当なし

UM 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
該当なし

�? POVL



VM 担保に供している資産
該当なし

WM 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりであろ。
G 単位：円H

取得価額 減価償却
累計額

当期末残高

有形リース資産 UK STPK SWS QK RSTK SUW SK POUK OPU

合 計 UK STPK SWS QK RSTK SUW もPOUK OPU

XM 債権額、徵収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
該当なし

P? OM 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

P? PM 重要な後発事象
該当なし

P? QM その他社会播祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並ぴに資産、負債及ぴ
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
リース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース資産の内容G 有形リース資産H

事業運営用サーバ機器一式、及ぴ医事システムー式である
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計算書類に対する注記
別紙Q

G QH

G もず園拠点区分H
PM 重要な会計方針
G c固定資産の減価償却の方法

有形リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

引当金の計上基準
①退職給付引当金

簡便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人
福祉医療機構において支給されるべき退職手当金を除いた金額を許上している。

②賞与引当金
過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応する社会保険料の額を計上していろ。

QM 重要な会計方針の変更
該当なし

RM 採用する退職給付制度
独立行政法人福祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手当規程に基づく法人独自の退職給付制度を

探用している。

SM 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において作成する許算書類は以下のとおりになっている。
G PH もず園拠点計算書類G 会計基準省令第P号第S様式、第Q号第S様式、第R号第S様式H
G QH 拠点区分資金収支明細書G 別紙R? G ⑩H H は省略する。
ひH 拠点区分事業活動明細書G 別紙R? G ⑩H H

①児童発達支援事業サービス区分
②障害児相談支援事業サービス区分

TM 基本財産の増減の内容及び金額
該当なし

UM 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫捕助金等特別積立金の取崩し
該当なし
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VM 担保に供している資産
該当なし

WM 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
G 単位Y 円H

取得価額 滅価償却
累計額

当期末残高

有形リース資産 UK WXPK TPU QK TQPK SVW もRVOK ORW
合 計 UK WXPK TPU QK TQPK SVW もRVOK ORW

XM 債権額、徵収不能引当金の当期末残高、債権のま期末残高
該当なし

P? OM 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

P? PM 重要な後発事象
該当なし

P? QM その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
リース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース資産の内容G 有形リース資産H

事業運営用サーバ機器一式、及び医事システムー式である
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計算書類に対する注記
別紙Q

G 健康福祉プラザ拠点区分H
PM 重要な会計方針
G PH 固定資産の滅価償却の方法

車同運搬具K ? 器具及び備品、ソフトウニア
定額法による。

有形リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

G QH 引当金の計上基準
①退職給付引当金

筋便法を採用しており、職員退職手当規程に基づき計算した期末自己都合要支給額から独立行政法人
福祉医療機構において支給されるぺき退職手当金を除いた金額を計上している。

②賞与引当金
過去の支給実績を勘案し翌会計期に支給する賞与の見積額のうち当該会計年度までに負担すべき額及

び対応すろ社会保険料の額を計上している。

QM 重要な会計方針の変更
該当なし

RM 採用する退職給付制度
独立行政法人播祉医療機構の退職手当共済制度及び職員退職手き規程に基づく法人独自の退職給付制度を

探用している。

SM 拠点が作成する計算書類等とサービス区分
当拠点区分において作成する計算書類等は以下のとおりになっている。
G PH 健康福祉プラザ拠点計算書類G 会計基準省令第P号第S様式、第Q号第S様式、第R号第S様式H
ひH 拠点区分資金収支明細書G 別紙R? G ⑩H H は省略する。
ひH 拠点区分事業活動明細書G 別紙R? G ⑧H H

①身体障害者福祉センター事業サービス区分
②障害福祉サービス事業サービス区分

TM 基本財産の増減の内容及び金額
該当なし

�? h h h ? �



UM 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫捕助金等特別積立金の取崩し
該当なし

VM 担保に供している資産
該当なし

WM 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
G 単位Y 円H

取得価額 減価償却
累計額

当期末残高

車同運搬具
器具及び備品
有形リース資産
ソフトウェア

RQRK WWX

WK PXUK QPP

RK TQOK OOO

TPWK SOO

RQRM WWW

WK OPUK UPX

PK PPSK UUU

TPWK SOO

h

PVXM TXQ

QK SOTK RRS

O

合 計 PQK TTWK TOO? XK XVRK TVR? QK TWもXQV

XM 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
該当なし

P? OM 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

P? PM 重要な後発事象
該当なし

P? QM その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増滅の状況並びに資産、負債及び
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
リース取引に関する注記

所有権移転外ファイナンス・リース取引
リース資産の内容G 有形リース資産H

事業運営用サーバ機器一式である

L ? PPQ? L
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社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団
事業M 拠点z OOOXY つぽみ園|

っぼみ園拠点区分事業活動明細書
G 自H 令和V年S月k日G 至H 令和W年R月RP日

別紙R? G ⑩H

G 単位：円H

勘定科目 つh ¢ M 被h ほぜね巧 つねまモ額ぽ③巧 合計 内部取引消去 拠点区分合計

L uF

収

益

隙害福社サーピス等事菜収益
障害児施設給付毀収益

隙害児通所給付数収益
障害児相淡支拔給付從収益

利用者負担金収益
診療所収益

診療報酬収益
診療所利用者負担金収益

その他の車業収益
協定料収益
受託事業収益G 公貴H

経常経資寄附金収益
経常経数寄附金収益

TVUK QRTK SOO
PSRK STUK XVS
PSRK STUK XVS

PK WXXK QUX
ROK PTしPTV
QVK XWVK TXV
QK PURK TUO

SOOK VQWK OOO
SOOK TUPK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

QOK WUUK URX
WM TQOK URX

WK TQOM URX

PQK RSUK OOO
PQK RSUK OOO

TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
PK WXXK QUX

ROK ? kTしPTV
QVK XWVK TXV
QK PURK TUO

SPRK OVもOOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
しWXXK QUX

ROK PTPK PTV
QVK XWVK TXV
QK PURM TUO

SPRK OVSK OOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

サーピス活励収益許G kH TVUK QTUM ORV QOM WUUM URX TXVM ? QQK UVU TXVK PQQK UVU

ピ

活

励

塘

減h

の

部

毀

用

人件貴
職員給科
職員賞与
ぽ与引当金繰入
非常励職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付数用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定播利揮
車業費

給食提
医蔣品数
診療M 療養等材料費
保趣衛生費
保育B料毀
水道光熱毀
保険料
資借料
教育指導費
輔費

事務費
播利厚生L 愛
職員被服践
旅我F 交通ほ
研條研究数
束務消耗品費
修繕費
通信運搬毅
広報焚
業法委託数
手段料
賀借料
租税公課
保守料
諸会毀

減価懷却毀
滅価潰却費

RXXK QRPK SXW
PWWK OQもXQQ
SもRORK USW
QVK RTUK OOO
VVK PWOK XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRもOQO
PUK QRWK OWT
QK UUOK OOO

PRK TVWK OWT
SUK PQVK WTX
WRK QSRK WUQ

TK XXOK QQS
QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PもXOVK WRR

UPSK RVU
TWK VXSK OSQ

SUK OOO
POOK UWS

SOK RTPK QRV
PK UUSK PWW

URK VWO
PUVK QRO
QOQM VXO
UVTK QVV

TK WQRK WVU
PK SQVM SSX
PK QQUK WRO

PWK OXVK XPP
PK RUQK UPX

SQOK RWV
VRK OOO

WK UXWK POO
SSVK WOO

PK OOWK PST
しOOWK PST

PWK SURK QVV
PPK RPTK ROO
QK XRQK UTR

TWXK SVR
XTK OOO

SXもSVR
QM QROK WTP

WWK VWS

UTK SOW
POK PXU

PRK PWO
しORWK TVW

SXK WRO

TVK OQO
UK TWO

PPM QOP

QOOK POQ

VWK PTX
F POOK QTW

PK PUX

PXもQTX
SOK OOO

QWQK PTP
QWQK PTP

SPVK UXもVVT
PXXK RSOK QQQ
SVK QRUK ROP
QWK VTPK OOO
VVK PWOK XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTK OOO

kもOVQK TTW
SWK RTWK VPO
WRK RRQM USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVM RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
kもXVRK QSP

UQSK TVQ
TWK ? ^XもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
PK VPもOPW

URK VWO
QQSK QTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
PK UQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQK WVV

SQしTTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
PK QXOK QXU

SPVK UXSK VVT
PXXK RSOM QQQ
・PVK QRUM ROP
QWK VTPK OOO
VVK PWOK XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTM OOO

PもOVQK TTW
SWM RTWK VPO
WRK RRQK USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PSK XVRK QSP

UQSK TVQ
TWM VXもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
しVPSK OPW

URM VWO
QQもQTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
しUQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQK WVV

SQPK TTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
しQXOK QXU

サービス活動從用計G QH TQRM WRもVSQ PXM WVQK VXO TSRK VOVK TRQ TSRK VOVK TRQ
サーピス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH TQK SQPK QXT XXRM WSX TRK SPTK PSS TRK SPTM PSS

ピ

毀

用

サービス活動從用計G QH TQRM WRもVSQ PXM WVQK VXO TSRK VOVK TRQ TSRK VOVM TRQ
サーピス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH TQK SQPK QXT XXRM WSX TRK SPTK PSS TRK SPTM PSS

サ

ピ

ス

活
励

その他のサーピスを動外収益
受入研條與収益
講師派遺収益
雑収益

SRPK XUO
QTPK XUO
XOM OOO
XOK OOO

SWK RUO

SWK RUO

SWOK RQO
QTPK XUO
PRWK RUO
XOK OOO

SWOK RQO
QTPK XUO
PRWK RUO
XOK OOO

サービス活動外収益計G SH SRPM XUO SWK RUO SWOM RQO SWOK RQO
支仏利息

支払利息

サーピスを励外廣用計じH
部 サーピス活動外德滅差額G の¥G SH ♥じH RQRK PRW QRM WTU RSUK XXS RSUK XXS
経常増滅差額びH ¥G RH JG UH TQK VSもSRR PM OPVK VOT TRK VUQM PRW TRK VUQM PRW

勘定科目 つh ¢ M 被h ほぜね巧 つねまモ額ぽ③巧 合計 内部取引消去 拠点区分合計
TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
しWXXK QUX

ROK PTPK PTV
QVK XWVK TXV
QK PURM TUO

SPRK OVSK OOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

L uF

収

益

隙害福社サーピス等事菜収益
障害児施設給付毀収益

隙害児通所給付数収益
障害児相淡支拔給付從収益

利用者負担金収益
診療所収益

診療報酬収益
診療所利用者負担金収益

その他の車業収益
協定料収益
受託事業収益G 公貴H

経常経資寄附金収益
経常経数寄附金収益

TVUK QRTK SOO
PSRK STUK XVS
PSRK STUK XVS

PK WXXK QUX
ROK PTしPTV
QVK XWVK TXV
QK PURK TUO

SOOK VQWK OOO
SOOK TUPK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

QOK WUUK URX
WM TQOK URX

WK TQOM URX

PQK RSUK OOO
PQK RSUK OOO

TXVK POQK ORX
PTPK XVVK UPR
PSRK STUK XVS

WK TQOK URX
PK WXXK QUX

ROK ? kTしPTV
QVK XWVK TXV
QK PURK TUO

SPRK OVもOOO
SPQK XOVK OOO

PUVK OOO
QOK URV
QOK URV

サーピス活励収益許G kH TVUK QTUM ORV QOM WUUM URX TXVM ? QQK UVU TXVK PQQK UVU

ピ

活

励

塘

減

の

部

毀

用

人件貴
職員給科
職員賞与
ぽ与引当金繰入
非常励職員給与

非常勤職員給与
短期契約職員給与

退職給付数用
退職共済掛金
退職給付引当金繰入

法定播利揮
車業費

給食提
医蔣品数
診療M 療養等材料費
保趣衛生費
保育B料毀
水道光熱毀
保険料
資借料
教育指導費
輔費

事務費
播利厚生L 愛
職員被服践
旅我F 交通ほ
研條研究数
束務消耗品費
修繕費
通信運搬毅
広報焚
業法委託数
手段料
賀借料
租税公課
保守料
諸会毀

減価懷却毀
滅価潰却費

RXXK QRPK SXW
PWWK OQもXQQ
SもRORK USW
QVK RTUK OOO
VVK PWOK XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRもOQO
PUK QRWK OWT
QK UUOK OOO

PRK TVWK OWT
SUK PQVK WTX
WRK QSRK WUQ

TK XXOK QQS
QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PもXOVK WRR

UPSK RVU
TWK VXSK OSQ

SUK OOO
POOK UWS

SOK RTPK QRV
PK UUSK PWW

URK VWO
PUVK QRO
QOQM VXO
UVTK QVV

TK WQRK WVU
PK SQVM SSX
PK QQUK WRO

PWK OXVK XPP
PK RUQK UPX

SQOK RWV
VRK OOO

WK UXWK POO
SSVK WOO

PK OOWK PST
しOOWK PST

PWK SURK QVV
PPK RPTK ROO
QK XRQK UTR

TWXK SVR
XTK OOO

SXもSVR
QM QROK WTP

WWK VWS

UTK SOW
POK PXU

PRK PWO
しORWK TVW

SXK WRO

TVK OQO
UK TWO

PPM QOP

QOOK POQ

VWK PTX
F POOK QTW

PK PUX

PXもQTX
SOK OOO

QWQK PTP
QWQK PTP

SPVK UXもVVT
PXXK RSOK QQQ
SVK QRUK ROP
QWK VTPK OOO
VVK PWOK XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTK OOO

kもOVQK TTW
SWK RTWK VPO
WRK RRQM USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVM RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
kもXVRK QSP

UQSK TVQ
TWK ? ^XもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
PK VPもOPW

URK VWO
QQSK QTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
PK UQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQK WVV

SQしTTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
PK QXOK QXU

SPVK UXSK VVT
PXXK RSOM QQQ
・PVK QRUM ROP
QWK VTPK OOO
VVK PWOK XWS
QTK SSUK XUS
TPK VRSK OQO
PUK WQVK TTW
QK VTTM OOO

PもOVQK TTW
SWM RTWK VPO
WRK RRQK USU
TK XXOK QQS

QWもPXP
UWVK RPR
QQOK RPR

PK TXWK WWU
PSK XVRK QSP

UQSK TVQ
TWM VXもOSQ

SUK OOO
PPRK WUS

SPK RWXK WPT
しVPSK OPW

URM VWO
QQもQTO
QOXK RVO
UWUK SVW

TK WQRK WVU
しUQVK TTP
PK QQUK WRO

PWK PVUK OVO
PK VUQK WVV

SQPK TTU
VRK OOO

WK WXQK RTX
SWVK WOO

PK QXOK QXU
しQXOK QXU

サービス活動從用計G QH TQRM WRもVSQ PXM WVQK VXO TSRK VOVK TRQ TSRK VOVK TRQ
サーピス活動増減差額G RH ¥G PH L G QH TQK SQPK QXT XXRM WSX TRK SPTK PSS TRK SPTM PSS

イナ

ピ

ス

活
励
外
増
減
の

部

収

益

その他のサーピスを動外収益
受入研條與収益
講師派遺収益
雑収益

SRPK XUO
QTPK XUO
XOM OOO
XOK OOO

SWK RUO

SWK RUO

SWOK RQO
QTPK XUO
PRWK RUO
XOK OOO

SWOK RQO
QTPK XUO
PRWK RUO
XOK OOO

サービス活動外収益計G SH SRPM XUO SWK RUO SWOM RQO SWOK RQO

t

用

支仏利息
支払利息

POWK WQQ
POWK WQQ

QもTOS
QもTOS

PRRK RQU
PRRK RQU

PRRK RQU
PRRK RQU

サーピスを励外廣用計じH POWK WQQ QもTOS PRRK RQU PRRK RQU
サーピス活動外德滅差額G の¥G SH ♥じH RQRK PRW QRM WTU RSUK XXS RSUK XXS

経常増滅差額びH ¥G RH JG UH TQK VSもSRR PM OPVK VOT TRK VUQM PRW TRK VUQM PRW

PQT
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社会福祉法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団

事業M 拠点z OOPOY もず園|

もず園拠点区分事業活動明細書
G 自H 令和V年Sr? Pq? G 至H 令和W年R月RP日

別紙R? G ⑨H

G 単位：円H

勘定科目 •? „s� @ ]t Z dぼぼおRぢ 合 計 内部取引消去 拠点区分合計

収

益
サ

障害福社サーピス等ボ業収益
障客児施設給付貴収益

險害児通所給付ゆ収益
礎害児相談支ほね付提収益

利用者負担金収釜
診療所収益

診療報酬収益
診療♥j 用者負担金収益

その他の事業収益
協定料収益
受託事業収益G 公毅H

経常経捉寄附金収益
経常経ほ寄附金収益

TVXK SUTK PXS
QOPK XQXK UTO
QOしXQXM UTO

QK SPVK SVU
QUK VWしOUW
QもVRもXOW
QM OSUK PUO

RSWK RRVK OOO
RSWK OSWK OOO

QWXK OOO
VOK URW
VOK URW

QWK RROK UVV
PしOPQK UVV

PPK OPQK UVV

PVK RPWK OOO
PVK RPWK OOO

UOVK VXTK WVP
QPQK XSQK RQV
QOしXQXK UTO

kkOkQM UVV
QM SPVK SVU

QUK VWPK OUW
QもVRSK XOW
QK OSUK PUO

RUTK UTTK OOO
RUTK RUUK OOO

QWXK OOO
VOK URW
VOK URW

UOVK VXTK WVP
QPQK XSQK RQV
QOしXQXM UTO

PPK OPQK UVV
QK SPVK SVU

QUK VWPK OUW
QSK VRSK XOW
QK OSUK PUO

RUTK UTTK OOO
RUTK RUUK OOO

QWXK OOO
VOK URW
VOK URW

サーピス活動収益計G PH TVXK TRTM WRQ QWM RROK UVV UOVM WUUM TOX UOVK WUUK Tの

L 費

用

サーピス活動抵用計G QH UOVK UOQM XSS QもVUUM OQQ URQK RUWM XUU URQM RUWK XUU
サーピス活動増滅差額G RH ¥G PH L G QH L QWK OUVK PPQ RM TUSM UTT ̃QもTOQK STV L QもTOQK STV

その他のサービス活励外収益
受入研修数収益
講師派迪収益
雑収益

RQVK TOO
QRRK WWO

XRM UQO

TVK OOO

TVM OOO

RWもTOO
QRRK WWO
TVM OOO
XRK UQO

RWSK TOO
QRRK WWO

TVK OOO
XRK UQO

サービス活動外収益計G SH RQVM TOO TVK OOO RWもTOO RWもTOO
支払利息

支払利息

サーピス活動外費用計G TH
部 サーピス活励外増減差額G UH ¥G SH ? ♥Ii ? G TH QOVM OVP RQK SXU QRXK TUV QRXK TUV
ね常増減差額びH ¥G RH JG UH L QVM WUOK OSP RM TXVK PTP L QもQUQM WXO L QSK QUQK WXO
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社会福社法人名社会福祉法人塀市社会福祉事業団
事業M 拠点z OfPQY 健康福祉プラザ|

健康福祉プラザ拠点区分事業活動明細書
G 自H 令和V年SモP日G 至H 令和W年ぱRP日

別紙R? G ⑩

G 単位：円H

勘定科目 身を蘇ね社ンタL ぢ 陣害福社サーピス平至 合? 計 内部取引消去 拠点区分合計
障害福祉サービス等事業収益

自立支援ね付我収益
訓紳等給付費収益

利用者負担金収益
特定黄用収益
その他の取業収益

協定料収益
その他の取業収益

RXもUTOK SSR

RK OWPK SOO

RXしTUXK OSR
RXPK OXUK XVR

SVQK OVO

WUM SSOK ORT
SWK VWQK RXX
SWK VWQK RXX
QK XWXK PVP

PRK SUT
RもUTTK OOO
RもUTTK OOO

SWしOXOK SVW
SWK VWQK RXX
SWK VWQK RXX
らのOK TVP

PRK SUT
SQUK QQもOSR
SQTM VTしXVR

SVQK OVO

SWPK OXOK SVW
SWK VWQK RXX
SWK VWQK RXX
UK OVOK TVP

PRK SUT
SQUM QQSK OSR
SQTK VTPK XVR

SVQK OVO
サーピス活動収益計G PH RXもUTOK SSR WUM SSOK ORT SWPM OXOK SVW SWPK OXOK SVW

サ

設

用

サーピス活動費用計G QH RXPM RUPM OUT POTK WQQK TQX SXVK PWRM TXS SXVK PWRK TXS
サーピス活動増滅差額G RH ¥G l H L G QH RM QWXK RVW L PXM RWQK SXS L PUK OXRK PPU L PUK OXRK PPU

・]H ・

ピ

ス

活
肋
外
増
減
の

部

その他のサーピス活動外収益
受入研修数収益
言h を師派遺収益
雑収益

UOU

UOU

QUWK QSO
QQTK SSO
SQK WOO

QUWK WSU
QQTK SSO
SQK WOO

UOU

QUWK WSU
QQTK SSO
SQK WOO

UOU
サーピス活動外収益計G SH UOU QUWK QSO QUWK WSU QUWM WSU

支払利息
支払利息

サーピス活励外毀用計G TH
部 サーピス活動外増減差額G UH ¥G SH L G TH UOU PXTM TOQ PXUM POW PXUK POW
経常増減差額G VH ¥G RH JG UH RM QWXK XWS L PXM PWUK XXQ L PTK WXVK OOW L PTM WXVK OOW

勘定科目 身を蘇ね社ンタL ぢ 陣害福社サーピス平至 合? 計 内部取引消去 拠点区分合計

収

益

障害福祉サービス等事業収益
自立支援ね付我収益

訓紳等給付費収益
利用者負担金収益
特定黄用収益
その他の取業収益

協定料収益
その他の取業収益

RXもUTOK SSR

RK OWPK SOO

RXしTUXK OSR
RXPK OXUK XVR

SVQK OVO

WUM SSOK ORT
SWK VWQK RXX
SWK VWQK RXX
QK XWXK PVP

PRK SUT
RもUTTK OOO
RもUTTK OOO

SWしOXOK SVW
SWK VWQK RXX
SWK VWQK RXX
らのOK TVP

PRK SUT
SQUK QQもOSR
SQTM VTしXVR

SVQK OVO

SWPK OXOK SVW
SWK VWQK RXX
SWK VWQK RXX
UK OVOK TVP

PRK SUT
SQUM QQSK OSR
SQTK VTPK XVR

SVQK OVO
サーピス活動収益計G PH RXもUTOK SSR WUM SSOK ORT SWPM OXOK SVW SWPK OXOK SVW

L XA
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ス

活
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減
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部

設

用

人件資
職員給料
職員焚与
巧与引当金縄入
非常励職員給与

非常励職員給与
短期契約職員給与

退職給付毀用
退職共済掛金
退職拾付弓h 当金操入

法定揺利毀
す棄貴

給食探
保地衛生ほ
教あL 娯柴数
水道光熱毀
保険料
賃借料
教育指導資
輔数
報俊設

事務鼓
福利厚生毀
旅毀交通廣
研條研究欽
取廣消耗品從
修縫費
通信運搬ほ
広報ほ
業務委託毀
手数料
保険料
資借料
租税公課
保守料
配分金
諸会費

ぽ価償却費
滅価彼却錄

VRK TRもVTW
RもWOQK PVT
WK UTWK UOO
SK WWOK OOO

PTK VRVK SXV
TK XXもUOO
XK VSQK WXV
PK SQUK OPU

XXVK TOO
SQWK TPU

WK OROK SVO
UTK QQUK TPS

しQRVK TST
UしVQVK PVR

URPK TXO
PPOK OOO

PQUK UXX
PK RXRK Tの

QTQK TQWK SXR
PUVK PVO
VWK RVO

XSWK UXV
VK WRVK QTW
PK VPOK VTP

UTXK ROV
RWK TTRK STQ

WWOK UVQ
PRPK OWO
VQPK WTO
TWK OOO

WK TRXK OXT
PXQK QQRK TXP

PXK QOO
VPK ROO
VPK ROO

XXK URVK UXR
TQK XWVK TQV
PQK XVVK PPO
UK TQVK OOO
XK TUUK OWP

RRUK OOO
XK QROK OWP
TK XXQK TUV

WTTK OOO
TK PRVK TUV

PしTWVK SOW
QK TVUK TXO
しWORK QXR

POQK SPT

POPM SQO

QVPK VVT

QXVK UWV
QK WXUK TSV

ROVK PTO
UQK STO

PWWK XSU
PPXK OUW

QUSM UTX
XQK VVT

PQTM UQW
PUOK ORS

PK OOO
XOQK WVX

QOK OOO
VPPK UXX
VPPK UXX

PVRK PVQK ? STP
WVK VWXK VOQ
QしURTK VPO
PPK SOVK OOO
QTK RORK TVW

UK RROK UOO
PWK XVムXVW
VK SPWK TWR
PK WTQK TOO
TK TUUK OWR

PXK UPVK WVW
UVK WORK POS

しWORK QXR
POQK SPT

PK QRVK TST
TPK VQVK PVR

VRRK OPO
PPOK OOO
QVPK VVT
PQUK UXX

PK UXPK PXS
QTTK SQTK OSO

SVもRQO
PSOK WQO
PWWM XSU

しOUVK VUT
VK WRVK QTW
PK XVTK SPO

VTQK OWQ
RWK UVXK OWO

しOSOK VOU
PRPK OWO

PK RVRK WOW
TXK OOO

XK SSしXVS
PXQK QQRK TXP

RXK QOO
VWQK XXX
VWQK XXX

PVRK PVQK STP
WVK VWXK VOQ
QPK URTK VPO
PPK SOVK OOO
QTK RORK TVW

UK RROK UOO
PWK XVQK XVW
VK SPWK TWR
PK WTQK TOO
TM TUUK OWR

PXK UPVK WVW
UVK WORK POS

PK WORK QXR
POQK SPT

PK QRVK TST
UPK VQVK PVR

VRRK OPO
PPOK OOO
QVPK VVT
PQUK UXX

PK UXPK PXS
QTTK SQTK OSO

SVSK RQO
PSOK WQO
PWWK XSU

PK OUVK VUT
VK WRVK QTW
PK XVTK SPO

VTQK OWQ
RWK UVXK OWO

PK OSOK VOU
PRPK OWO

PM RVRK WOW
TRK OOO

XK SSPK XVS
PXQK QQRK TXP

RXK QOO
VWQK XXX
VWQM XXX

サーピス活動費用計G QH RXPM RUPM OUT POTK WQQK TQX SXVK PWRM TXS SXVK PWRK TXS
サーピス活動増滅差額G RH ¥G l H L G QH RM QWXK RVW L PXM RWQK SXS L PUK OXRK PPU L PUK OXRK PPU
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支払利息
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VQK VRW
VQK VRW

サーピス活励外毀用計G TH VQM VRW VQK VRW VQK VRW
サーピス活動外増減差額G UH ¥G SH L G TH UOU PXTM TOQ PXUM POW PXUK POW

経常増減差額G VH ¥G RH JG UH RM QWXK XWS L PXM PWUK XXQ L PTK WXVK OOW L PTM WXVK OOW
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ŝ
X

Ã

T

h
富

Ã
¾

Ã i
〇

›L l
ri

{
脚
・l
摩
i 錬
袖
•
h L \‹

す

s

r|

st

rl

到

RF P

ゴ
ǀ‹

卜L h
①h

ピh

ね

PQX

G
_
H
?
f
¢
t
g
l
£

画
ホ
せ
ǀ
?
ホ
ば
明
惑

旧
錬
嫡
走
域�
ぜ
祐
垂
ノ
ヘ
班
定
理
M
ゆ
お
ボ
ベ
坦
ま
疎
ゆ
お

a
h
r�
r
?�
W
お
キ
r

a
?
–
巧
ォ
牡
ト
ロ
ル
セ
皿

‹
堤
ぽ
制
撫
ゼ
聽
M
ぜ
お
聽



_¾
ǀ›? �? �

奪だ
妄掛

\
糊
¢ –l
潮
T£|
[g|

h h
イ
湖
劍
遡画
制„
制

④
L [P
・JÈP
詞夕
ddh h sl l
♦F l 明
だ富

脇

選

裾h

Ã P
潮

£

s

Ã

s

ほh
お
廣h
到
細

Ã P
〇

«

Ã P

Ã P
〇P

⑦L P
Ã P

猫
民
sF
哉
耶

W
bR

–L

F sK

WP
bRP

t ¿ L P
rl

粗
新
供h
到
rl

h
s

Ã i
ボh
Ã P
�

な

⁄sl

[rm
�
要
賊
sM
•

Èss

TY P

紺

路h

到
ねh
おh
ンh
制
Rh sh
– M –Ùl

rl
\

祖h
紺
j
綴h

ミ
〇〇P

£l

ミh

Ã P
卜¢

h
⑦■

T

理

i l
剩
刺

ミ
t {
blL P

Ã P
Ã P

ミh

sl
力L P

h
卸
刺

Ã P
«l

h h
t L F l
r|

Ã P
‹l
Ã Ã P
ǀ�F l

H O_|
潮
妖h
卸
rl

£l
L ¢

ǀ‹l

Ã P
〇? P

〇P¿ P
RP

Ã P
‹l

TP

ね

ばY 撫h 勉
敏h 腐
s‹? 旧
モ磨
おh 錬
想佛
窒h ぜ
Í X? h 皿

l i ¢ ¡

PRO

a
h
¾�
d
?�
L
W
息
か
湘

g
h
巧
サ
♦
ド
廣
キ
皿

・



l
F L F aY
ǀ›? �? �

賓だ
を雜

蹴h

垣

幡F

i i
齊h

ほ@

|@
綴h
郁

激
翔
懇h
卸
耶h

瓶h

h
卸
s

[q|

l Q[l

Ã

T

WP
ぜ

£

ぐ

[G m
・l �

£
\
睡

£

ぎ

Ã P
t L F l
ゴh

£

さ

Èd

dl

堵
きh

蹴

匿

⑩
鬱
‚
綴

黎
夕
度
綴
„«

想

s
s
Z «

裾
s[
俄
綴
佳

ね

l

W
ゾ
[G dH |
瓶h
–クh

r|
窒h
F r? h

i l
ゴh
⑦

Ã @

Ã
のF

Ã
£
k‹Y

£
〇

〇
s
Q

御
凝
帥
@ i – F

セ
ぽ
謹
i ^X

Ã

s

h
な

Ã

さ

{
陶
Al

廣
PÃ
h 略

TP

s

«l

Ã P

巧
①L h

h h
£l
のL h

h
な
QF P

ホ

PRP

お
ね
わ
ぜ
理
M
挺
想
?
ホ
l
袖
M
感

旧
線
ま
吉
斑�
ポ
柏
蓉
ぺ
坦
さ
困
ゆ
ガ
ぜ
べ
坦
ま
理
M
ゆ
ゼ

\
?
i
s
?
q
¾
ホ
の
ロ
ル
か
湘

\
i
ぢ
サ
ホ
レ
ロ
ル
キ
皿

■
黑
ぽ
制
伽
ゼ
贈
M
♦
ね
贈



PÃ P
P? 〇

h ? Ã ? h
|〇|

PÃ
PÃ
l ·i

�\
|制
叙
h 件
li

h たh
壊

h ? ・SP
PJÍ P
レび

h サh

閲

二ぎにま£

ざデぱゴき
ǀ‹? kn? bl? ››

ボ�

ss
Ã sss
bn? 〇〇? 〇? bnA

ǀ›? ��i ��

窒ヨ
ヨ言
‹ ぎぎ ǀ›

«
淑レ
Z «? ̃H
ボ ì
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監査報告書
令和W年T月PX日

社会福祉法人塀市社会福祉事業団
理事長山本甚郎様

監事G ほK 卜h F ̀ぷ仏
翻

ま
つ

監事G 氏名l? {ル旧を峠膨

私たち監事は、令和V年S月P日から令和W年R月RP日までの令和V年度の理事のP「あ箋の執行につい
て監査を行いました。その方法及び結果について、次の通り報告いたします。

P日時令和W年T月h X日G 火曜日H N ? 。時RO分～ひ時RK ぐ分
Q場所廣市立南こどもリハビリテーションセンターR階研修室

G 塀市南区城山台T丁PL SH

R立会人役♥G 事務局長H 氏名G 賴廣孝史H 他レ» 名

S監査の方法及びその内容
各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと

もに、理事会その他重要な会識に出席し理事及び職員等からその職務の執行状況について報告
を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲賞し、業務及び財産の状況を調査しま
した。以上の方法により、当該会計年度に係る事業報告及びその附属明細書について検肘いたし
ました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行レ、、当該会計年度に係る計算関係書類G 計
算書類及びその附属明細書H 及び財産目錄について検討しました。

T監査の結果
G PH 事F 業報告等の監査結果

①事業報告及ぴその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して
いるものと誌めます。

②理事の職務の遂行に関すろ不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

G QH 計算関係書類及ぴ財産目錄の監査結果
計算関係書類及び財産目錄については、法人の財産、収支及ぴ純資産の増減の状況を

全ての重要な点において適正に表示していろものと認めます。

以 上

L ? PRSL
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